
人が輝き まちが飛躍する 住みたいまち 住みつづけたいまち
～ 共に創り 未来につなぐ 幸せ実感都市 いいづか ～

いいづか
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●
●
●
●
●

4月号
No.217号

2024年
広 報

令和6年2月25日開催
健幸ウォーキング

健幸に
なろう！

特集 P2～5
いいづか健幸ポイント
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▼
こ
の
春
か
ら
始
め
よ
う
♪

　
飯
塚
市
で
は
「
い
い
づ
か
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、 ｢

誰
で
も｣｢

気
軽
に｣

｢

楽
し
め
る｣

を
テ
ー
マ
と
し
、
健
康
で
幸
せ
な
毎
日

を
送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
応
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。
市
が
用
意
す
る
活
動
量
計
、
ま
た
は
ご
自

身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
ち
歩
い
て
運
動
し
た

り
、
健
康
に
関
す
る
取
組
に
参
加
し
、
そ
の
頑
張
り

や
結
果
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
普
段
の
生
活
の
中
で
無
理
な
く
、
楽
し
み
な

が
ら
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
年
で
５
年
目
を
迎
え
、
現
在
、
約
４
、
５
０
０

名
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
健
幸
生
活
を｢

い
い
づ
か
健
幸
ポ
イ
ン

ト｣

が
応
援
し
ま
す
！

▼
活
動
量
と
医
療
費

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
健
康
づ
く
り
に
効
果
が
あ
る
と

多
く
の
方
が
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
。
１
日
平
均

８
、
０
０
０
歩
、
そ
の
う
ち
速
歩
き
程
度
の
活
動
を

２
０
分
以
上
行
う
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
そ
の
効
果
は
、
体
力
の

み
な
ら
ず
医
療
費
に
ま
で
及
び
ま
す
。
下
の
図
は
参

加
し
て
い
る
方
と
そ
う
で
な
い
方
の
医
療
費
・
介
護

給
付
費
の
推
移
を
表
し
て
い
ま
す
。
医
療
費
や
介
護

給
付
費
は
年
齢
と
と
も
に
増
加
す
る
の
が
通
常
で
す

が
、
参
加
者
の
方
は
上
昇
が
ゆ
る
や
か
に
な
る
傾
向

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
健
幸
ポ
イ
ン
ト
で
日
ご
ろ
の
歩
数
の

チ
ェ
ッ
ク
か
ら
、
あ
な
た
も
健
幸
づ
く
り
を
始
め
ま

せ
ん
か
。

 「すべての人が健康でいきいきと笑顔で暮らせるまち」をめざして

さあ、歩こう！

特集号
健幸都市

Health and Wellness
City IIZUKA

図１ 令和 2 年度から参加している者の医療費・介護費の推移

※対象者は令和2年度参加者
※平均年齢　【参加群（n=230）】73.1歳　【非参加群（n=688）】73.1歳
※医療費は10割負担額

年間 1 人当たり医療費 年間 1 人当たり介護給付費
（万円 / 年）

60

40

20

0

（万円 / 年）

6

4

2

0

42.2

42.3 39.6 47.5

0.2 0.3
1.4

0.2
1.6

5.4
5万円

4万円

54.9

参加前
参加群 非参加群 参加群 非参加群

1年目 2年目 参加前 1年目 2年目

52.5
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はじめよう！
いいづか健幸ポイント

　事業所は｢健康経営｣の一環として、地域は｢地域の健康づくり｣として｢会社ぐるみ｣｢地域ぐるみ｣で参加しませんか。
仲間と一緒に参加することで、より楽しみながら健康づくりにつなげることができます。

20歳以上の飯塚市民で定期的にデータ送信をできる方
※団体申請の場合は市外在住者可
（詳しくは健幸保健課までお問合せください）
2,000人
無料
令和6年４月１1日（木）～５月7日（火）まで
お電話にて説明会をご予約ください。

新規参加者大募集

５月１3日（月）
５月１4日（火）
５月１5日（水）
５月１6日（木）
５月17日（金）
５月18日（土）
５月19日（日）

飯塚片島交流センター
本庁

頴田交流センター
庄内交流センター/飯塚東交流センター

菰田交流センター/穂波支所

本庁

総合体育館
本庁

幸袋交流センター
鎮西交流センター/筑穂体育館

二瀬交流センター
穂波交流センター

本庁

１０：００～１１：３０ １４：００～１５：３０

参加方法がえらべます！

専用アプリをインストールし
て使用します。いつでもど
こからでも歩数データの送
信が可能です。ログイン
ID・パスワードは説明会で
お知らせします。

説明会にて1人1台貸与しま
す。市が指定する拠点また
はコンビニ（ローソン・ミニ
ストップ）からのデータ送
信が必要です。

①アプリ ②活動量計 スマホが苦手な
方はこちら！

●お問合せ・お申込み先
飯塚市健幸保健課　健幸都市係
〒 820-8605　飯塚市忠隈523番地＜穂波支所＞
☎ 0948-96-8614　平日8時30分～17時15分

団体での参加も歓迎します！

健幸都市特集号

対 象

募 集 人 数
参 加 費
申 込 期 間
申 込 方 法
説明会日程

対 象 団 体

申 込 方 法

初めて参加する方は説明会への参加が必要です。

忙
し
く
デ
ー
タ
送
信
に

行
け
な
い
方
は
こ
ち
ら
！

飯塚市内で運営している企業・自治会・サークル10名以上から（10名以下の場合は要相談）
市外在住者可
代表者様よりご連絡ください。
説明会の出張対応を行っていますので、お気軽に相談ください。
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いいづか健幸ポイントって？

❶ 持ち歩く

専用機器を毎日身に着け
健康維持のために歩きましょう

❷データ送信する

歩数データを
専用機器で
送ります

❸ポイントがたまる

送ったデータ等に応じて
ポイントが貯まります

例えば、こんな健康づくりでポイントがもらえます
貯まった

ポイントを景品と
交換！

（年度末に1回）

体組成計に乗る
月１回測定をする事で体の変化
に気づき、やる気アップ！
さらに体重や筋肉量を適正に保
つことでポイントも

検（健）診を受診
市の集団検診（がん検診・特定
健診）、職場の健康診断や人間
ドック、歯科検診、妊婦検診
などを受診

健康づくり教室・イベント
に参加

歩数を増やす
定められた歩数を達成した
りするなど

年間最大5,000ポイントをゲット！
参加者の声

１位　70代
２位　60代
３位　50代

参加者の年代朝は友人とおしゃべり
しながら、夕方は主人
と風景を眺めながら歩
いています。
（70代女性）

健幸ポイントをはじめて
からウォーキングイベント
などにも参加し、積極的
に歩くようになりました。
（50代女性）

ポイントをゲットすること
が目標になっています。
（70代男性）

階段を意識して使
うようになりました。
（20代男性）

3人で毎日ウォー
キングしています。
筋肉がつき、嬉し
いです。
（80代女性）

バーチャルウォーキング
などのイベントも開催さ
れ、楽しみがらウォー
キングしています。
（60代男性）

毎日歩数計を見るのが
楽しみです。
（60代女性）

楽しみながら
歩いている方
増えてます！
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健幸ポイント参加者対象 個別運動プログラム教室

個別運動プログラム教室
参加者にインタビュー！
～白土恒徳さん・惠子さんご夫妻～

個別運動プログラム教室  無料体験会

　年齢を重ねるごとに筋肉はどんどん衰えていきます。ウォーキングの健
康増進効果は大きいものの、それだけでは筋肉の衰えを防ぐことはでき
ません。本教室では一人ひとりの体力に合わせた運動プログラムを作成
し、安全で効果的なステップ運動や筋力トレーニングを行っております。
個人毎に適した強度で運動できるので、体力に自信がない方も安心して
参加いただけます。

個別運動プログラムでどんな運動をするか分からないという方のために、無料体験会を開催します。

40歳以上の飯塚市民でいいづか健幸ポイント
参加者、もしくは新たに参加できる方
かつ、医師から運動制限をされていない方

5ヶ月分7,500円
お電話にて申込みください。
令和６年4月11日（木）～5月7日（火）まで
※応募多数の場合は抽選となります。
動きやすい服装・室内用シューズ
令和6年6月～10月

（月4回×5カ月計20回）

40歳以上の飯塚市民で個別運動プログラムへの参加を考えている方
お電話にてお申込みください。

※応募多数の場合は先着順となります。

申込記号
A
B
C

会場
健幸プラザ

飯塚市総合体育館
飯塚市総合体育館

曜日
火
水
水

時間（９０分）
13：00
10：00
13：00

定員（人）
20
25
25

申込記号
ア
イ
ウ

会場
健幸プラザ

飯塚市総合体育館
飯塚市総合体育館

日程
4月23日（火）
4月24日（水）
4月24日（水）

時間（60分）
13：30
10：00
13：00

定員（人）
20
25
25

令和6年４月11日（木）～19日（金）まで
動きやすい服装・室内用シューズ

健幸都市特集号

対 象

料 金
申 込 方 法
申 込 期 間

持 ち 物

申 込 期 間
そ の 他

対 象
申 込 方 法
教室スケジュール

教室スケジュール

約４.5歳の
若返り！！※1

▲自分の体力に合わせて運動できます。

お二人の教室オススメポイント
自分の体力に合った運動ができ、無理なく続けることができること
体力測定の結果や歩数計のデータが目で確認できるところ

恒徳さん
体力年齢５歳若返り！
退職して、運動をしなくなった
事をきっかけに参加しました。
教室に通い始めて健康に対する
意識が変わり、健康に関する本
を読んだり、よりたくさん歩く
ようになりました。
自宅では、二人でステップ運動
やラジオ体操をやっています。

惠子さん
体力年齢７歳若返り！
膝や腰が悪く、運動したいと思
い参加しました。
教室に通い始めて膝の痛みが少
し良くなり、膝を曲げやすくな
りました。筋力がついてきてい
ると実感しています。

(※1) 令和5年度個別運動プログラム前期参加者

(制限されいていない方でも、通院中の方は参加にあたり医師の許可が必要です )
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デスティネーションキャンペーンinいいづか

　令和6年4月から、福岡県・大分県・JRグループが共同で「福岡・大分デスティネーションキャンペーン」を行います。「至
福の旅・大吉の旅 福岡・大分」をキャッチコピーに、福岡県と大分県が有する特色ある歴史や文化、豊かな自然、多様
な食など様々な魅力で、全国からお越しのお客さまをお迎えします。
　飯塚市では、旧伊藤伝右衛門邸、飯塚市歴史資料館、千鳥屋本家にて特別展示を行います。
◆期間：令和６年４月１日（月）～６月３０日（日）　※全会場共通　期間中は無休

  旧伊藤伝右衛門邸　  福岡県飯塚市幸袋300番地
期間中は特別に2月・3月雛のまつりの「座敷雛」、5月端
午の節句の「戦場絵巻」を同時展示！天皇家ゆかりの「檜
兜」、筑前茜染めの日の丸国旗も展示します。

  飯塚市歴史資料館　 福岡県飯塚市柏の森959-1
「歴史輝く日本の物語」と題した日本一小さな座敷雛の
展示を行い、日本の歴史の奥深さを伝えます。

  千鳥屋本家　  福岡県飯塚市本町4-21
黒田官兵衛が着用した甲冑を展示します。

●全般に係るお問合せ先　
　商工観光課 観光係（☎内線 1462)

期間　4月1日（月）～6月30日（日）（期間中無休）
時間　9時半～17時（入場は16時半まで）
料金　大人310円、小中学生100円

　時間　9時半～17時（入場は16時半まで）
　料金　大人230円、高校生110円、小中学生50円

　時間　10時～16時
　料金　無料

旧伊藤邸「檜兜」

旧伊藤邸「座敷戦場絵巻」　

千鳥屋本家「黒田官兵衛甲冑」

旧伊藤邸「座敷雛」　

歴史資料館「日本一小さな座敷雛」
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令和６年４月から市役所の組織が変わります ～ 一部変更のお知らせ ～

変　更　内　容

　経済部　
　特産品振興・ふるさと応援課 　
　　特産品振興・シティプロモーション係

　福祉部　
　子育て支援課　
　　子育て支援・政策係、
　　こども家庭相談係、
　　母子保健係　

　保育課

　福祉部
　高齢介護課
　　総務係、高齢者支援係、
　　給付係、事業所係、保険料係、認定係、
　　適正化担当

　市民協働部
　健幸保健課
　　健幸都市係、成人保健係、特定健診係

　感染症対策室

　福祉部　
　社会・障がい者福祉課
　　社会福祉係、障がい者自立支援係、
　　障がい者福祉係

　教育部　
　学校教育課
　　教職員係、放課後児童係、指導係

　教育部　
　生涯学習課
　　生涯学習係、生涯学習ひろば整備担当
　　中央公民館　中央公民館・図書館係

① 
本庁３階  

② 
本庁４階

本庁１階

本庁１階  
（注） 事業所係

は 本庁６階

穂波庁舎 １階  
（注） 令和６年
４月末 までは 
穂波庁舎２階

本庁１階

本庁６階

イイヅカ
コミュニティ

センター

　①行政経営部
　総合政策課
　　シティプロモーション推進室（新設）  

　②経済部
　特産品振興・ふるさと応援課
　　特産品振興係

　こども未来部（新設） 
　こども政策課（新設）
　　こども政策係（新設）
 
　こども家庭課  
　　こども手当係、こども家庭相談係、 
　　母子保健係、母子保健総務係（新設）、
　　青少年対策担当（新設） 
　
　保育課

　福祉部
　高齢者支援課（新設）
　　高齢総務係（新設）、高齢者支援係

 　介護保険課（新設） 
　　介護総務係（新設）、
　　給付係、事業所係、保険料係、
　　認定係

　福祉部
　健幸保健課
　　健幸都市係、健康づくり係、
　　特定健診係
　　感染症対策室

　福祉部
　社会・障がい者福祉課
　　社会福祉係、障がい者自立支援係、　
　　障がい者福祉係、重層支援担当（新設）

　教育部
　学校教育課
　　教職員係、放課後児童係、指導係、　
　　働き方・部活動改革担当（新設）

　教育部
　生涯学習課
　　生涯学習係、生涯学習ひろば担当
　　中央公民館　中央公民館・図書館係

令和６年度は、子ども施策に特化した事務を担当する「こども未来部」の新設及びそれに伴う部・課の再編を中心とした組織の見直しを行います。
　注）一部の業務について所管する部署が変わります。

（特産品振興・ふるさと応援課の「シティプロモーション業務」は「総合政策課シティプロモーション推進室」、健幸保健課の「フレイル予防業務」
は「高齢者支援課」が担当します）

変更前 変更後 場所 内容
総合政策課に「シティプロモーション
推進室」を新設し、特産品振興・ふる
さと応援課のシティプロモーション業
務を移管します。  
特産品振興・ふるさと応援課の「特産
品振興・シティプロモーション係」は

「特産品振興係」に変更します。

子ども施策に特化した事務を担当する
「こども未来部」を新設します。  
子ども施策に係る企画及び他部・課に
またがる事業の調整を担当する「こど
も政策課」を新設します。  
福祉部の「子育て支援課」及び「保育課」
を「こども未来部」に移管するととも
に、子育て支援課の名称を 「こども家
庭課」に変更します。  

「子育て支援・政策係」は「こども手
当係」に変更するとともに、「母子保
健総務係」及び「青少年対策担当」を
新設します。

「高齢介護課」を「高齢者支援課」及
び「介護保険課」の２課に再編します。  
高齢者支援課に「高齢総務係」、介護
保険課に「介護総務係」を新設すると
ともに、「適正化担当」は廃止します。 
注）介護保険課の「事業所係」は本庁
６階に移動します。

市民協働部の「健幸保健課」を「福祉部」
に移管します。  
健幸保健課の「成人保健係」を「健康
づくり係」に変更します。  
市民協働部の「感染症対策室」を健幸
保健課内の室とし、同じく「福祉部」
に移管します。  注）令和６年４月末
までは穂波庁舎２階、５月以降は穂波
庁舎１階となる予定です。

社会・障がい者福祉課に「重層支援担
当」を新設します。

学校教育課に「働き方・部活動改革担
当」を新設します。

生涯学習課の「生涯学習ひろば整備担
当」を「生涯学習ひろば担当」に変更
します。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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住民票の写し等各種証明書交付手数料の支払において

キャッシュレス決済が利用できます

　キャッシュレス決済を利用できる窓口
市民課、税務課、穂波支所市民窓口課、筑穂支所市民窓口課、庄内支所市民窓口課、
頴田支所市民窓口課
　対象となる手数料
住民票の写し、印鑑登録証明、戸籍謄抄本、戸籍の附票の写し、所得課税証明、納
税証明、非課税証明、固定資産評価 (公課 )証明、臨時運行許可、身分証明書等の交
付手数料

　利用できる決済サービス

　注意事項
キャッシュレス決済完了後の返金について、現金での返金となる場合があります。
クレジットカードでの分割払いはできません。1回払いのみ対応しています。
現金払いとキャッシュレス決済、または、複数のキャッシュレス決済の併用はできませ
ん。
窓口では電子マネーのチャージや残高確認はできませんので、残高はあらかじめご確
認ください。
ポイントでの支払いはできません。
一部、キャッシュレス決済が利用できない手数料があります。

飯塚市では、市民課、税務課、各支所市民窓口課の窓口において、利便性の向上のため、
証明書発行手数料などの支払いにキャッシュレス決済を開始しています。
※引き続き現金の支払いも可能です。

●お問合せ　事業に関する問合せ：業務改善・ＤＸ推進課（☎１３４２）
　　　　　　各窓口問合せ：市民課（☎１０１３・１０１４）・税務課（☎１０５７）各支所市民窓口課

※マイナンバーカードの再交付手数料、電子証明書の再交付手数料などは現金のみの取り扱いとなります。
※公共料金の支払いや税金などの納付にはキャッシュレス決済は利用できません

クレジットカード

電子マネー

QRコード
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令和６年度　施政方針

令
和
６
年
度
　
施
政
方
針

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
２
類
か

ら
５
類
へ
と
移
行
し
た
こ
と
に
よ

り
、
社
会・
経
済
活
動
が
活
性
化
さ

れ
、
多
く
の
催
し
が
再
開
さ
れ
る
な

ど
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
回
復

し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
世
界
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー・
食
料
価
格
等
の
高
騰
に

よ
り
、
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
非

常
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
飯
塚
市
が
置
か

れ
た
現
状
は
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
な
ど
の
課
題
を
抱
え
、
決
し
て
楽

観
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、
飯

塚
市
総
合
体
育
館
の
開
館
、
ゆ
め
タ

ウ
ン
飯
塚
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に

伴
う
周
遊
商
業
エ
リ
ア
内
の
商
業
活

性
化
な
ど
、
雇
用
の
創
出
や
定
住
人

口・
関
係
人
口
の
増
加
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
が

過
去
最
高
額
に
達
し
、
３
年
連
続
で

県
内
１
位
、
全
国
で
も
８
位
の
寄
附

金
額
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ

れ
ま
で
働
く
場
所
、
住
む
場
所
、
教

育・
子
育
て
す
る
場
所
と
し
て
選
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
住
み
続
け
た

い
ま
ち
づ
く
り
に
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
で
、「
本
当
に
住
み

や
す
い
街
大
賞
２
０
２
３
in
福
岡
」

に
お
い
て「
新
飯
塚
エ
リ
ア
」
が
県

内
第
３
位
の
評
価
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
は
、
こ
の
よ
う
な
市

政
発
展
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
な

く
、
引
続
き「
前
進
」
さ
せ
る
た
め
、

「
未
来
を
担
う
子
ど
も
を
育
む
教
育

の
ま
ち
」、「
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
」、「
地
元
に
働

く
場
所
が
あ
る
活
力
あ
る
ま
ち
」、

「
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
健
康

な
ま
ち
」
を
４
つ
の
柱
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
取
組
を
加
速
さ
せ
、
飯
塚

市
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
、
魅
力
あ

る
元
気
な
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

〜
人
権・
市
民
参
画
〜

■
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　「
飯
塚
市
部
落
差
別
を
は
じ
め
あ

ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」
及
び「
第
３
次
飯
塚
市
人

権
教
育・
啓
発
実
施
計
画
」
に
基
づ

き
、
人
権
教
育・
啓
発
に
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
取
り
組
み
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
人

権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

■
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　「
第
２
次
飯
塚
市
男
女
共
同
参
画

後
期
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー「
サ
ン
ク
ス
」

で
の
啓
発
講
座
等
を
通
じ
て
、
女
性

活
躍
の
推
進
や
Ｄ
Ｖ
防
止
な
ど
の
啓

発
を
広
く
行
い
ま
す
。

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
地
域
の
課
題
を
自
ら
が
解
決
で
き

る
地
域
の
力
を
醸
成
し
、
自
主
自
立

し
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、情
報
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、

必
要
な
支
援
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
施
設

と
し
て
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た

め
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
及
び

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
法
人
化
に
向

け
た
支
援
に
努
め
ま
す
。

■
情
報
化
の
推
進

　「
飯
塚
市
地
域
情
報
化
計
画
」
に

基
づ
き
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的・
効
率
的

か
つ
積
極
的
に
活
用
し
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
業
務
の
効
率
化
、
地

域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
市
政
情
報
の
発
信

　
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
テ
レ
ビ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
媒
体

の
特
性
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
を
必

要
と
す
る
人
に
速
や
か
に
届
け
ら
れ

る
よ
う
な
情
報
発
信
に
努
め
、
職
員

一
人
ひ
と
り
が
発
信
者
で
あ
る
と
い

う
認
識
の
も
と
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に

お
い
て
本
市
の
魅
力
を
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
す
。

〜
行
政
経
営
〜

■
行
政
経
営

　「
飯
塚
市
行
政
経
営
戦
略
推
進
ビ

ジ
ョ
ン
」
及
び「
飯
塚
市
行
政
経
営

戦
略
推
進
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
や
働
き
方
改
革
の
推
進
、
将

来
に
先
送
り
し
な
い
健
全
な
財
政
運

営
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

■
公
共
施
設
等
の
最
適
化
と
有
効
利

活
用

　「
第
２
次
公
共
施
設
等
の
あ
り
方

に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、

財
政
負
担
の
軽
減
及
び
平
準
化
に
つ

な
が
る
よ
う
計
画
的
な
維
持
管
理
や

適
正
配
置
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
計
画
や
利
活
用
策
が

な
い
公
共
施
設
等
の
跡
地・
跡
施
設

に
つ
い
て
は
、
民
間
へ
の
売
却
な
ど

を
推
進
し
ま
す
。

〜
健
幸・
子
育
て
〜

■
健
幸
都
市
づ
く
り
の
推
進

　
令
和
５
年
度
に
改
訂
し
た「
第
２

次
飯
塚
市
健
康
づ
く
り
計
画
」、「
第

２
次
飯
塚
市
自
殺
対
策
計
画
」
及
び

「
第
３
次
い
い
づ
か
健
幸
都
市
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
、
目
標
達
成
に
向

け
、各
事
業
を
着
実
に
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
い
い
づ
か
健
幸
ポ
イ
ン

ト
事
業
」
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
自
主
的
な
健

康
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

運
動
教
室
を
は
じ
め
、
講
座・
イ
ベ

ン
ト
等
に
つ
い
て
も
内
容
を
充
実
さ

せ
実
施
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
令
和
６
年
度
は
、
本
市

と
同
じ
く
健
幸
都
市
を
目
指
す
全
国

の
市
町
村
長
が
参
加
す
る
、「
Ｓ
ｍ

ａ
ｒ
ｔ 

Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ 

Ｃ
ｉ

ｔｙ 

首
長
研
究
会
」
を
開
催
し
、「
健

幸
都
市
の
実
現
」に
取
り
組
み
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業

　
特
定
健
康
診
査
受
診
率
向
上
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
特
定
保
健
指
導

等
に
よ
る
知
識
の
普
及・
啓
発
等
の

効
果
的
な
保
健
指
導
を
行
う
こ
と

で
、
生
活
習
慣
改
善
及
び
重
症
化
予

防
を
図
り
、
市
民
自
ら
が
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
が

伸
び
て
い
る
中
、
医
療
費
適
正
化
の

推
進
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
安

定
的
な
国
保
運
営
に
努
め
ま
す
。

■
飯
塚
市
立
病
院

　
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
べ
く
、
地
元
医
師
会
や

他
の
医
療
機
関
と
の
医
療
機
能
の
役

割
分
担
と
連
携
を
強
化
し
、
飯
塚
医

療
圏
域
に
お
け
る
一
体
的
な
医
療
提

供
体
制
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
小
児

科
時
間
外
診
療
を
開
始
し
、
一
次
救

急
の
診
療
体
制
確
保
に
取
り
組
み
ま

す
。

■
高
齢
者
福
祉
施
策

　
令
和
６
年
度
か
ら
８
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る「
第
９
期
飯
塚
市

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保

険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
、

健
康
か
つ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
実
現
す
る
た
め
に
、
在
宅
医
療・

介
護
連
携
や
認
知
症
施
策
、
地
域
ケ

ア
会
議
の
推
進
な
ど
、
医
療・
介
護・

介
護
予
防・
住
ま
い
及
び
自
立
し
た

日
常
生
活
の
支
援
が
包
括
的
に
確
保

さ
れ
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
さ
ら
な
る
深
化・
推
進
に
向
け
た

取
組
を
充
実・
強
化
す
る
と
と
も
に

高
齢
者
保
健
福
祉
及
び
介
護
保
険
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
の
推
進

　
国
の
こ
ど
も
大
綱
と
の
整
合
を
図

り
な
が
ら
、
子
ど
も・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
や
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推

進
計
画
等
を
包
含
し
た「
飯
塚
市
こ

ど
も
計
画
」
を
策
定
し
、
子
ど
も
に

関
す
る
施
策
の
方
針
を
打
ち
出
す
と

と
も
に
、
複
雑
な
課
題
を
抱
え
る
家

庭
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
子
育
て
世

代
が
安
心
し
て
出
産・
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

■
安
心
し
て
産
み
育
て
や
す
い
環
境

づ
く
り

　
経
済
的
支
援
と
し
て
所
得
制
限
や

第
１
子
の
年
齢
制
限
を
設
け
ず
、
市

内
に
在
住
す
る
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

ま
で
の
第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
償

化
を
実
施
し
、
多
子
世
帯
の
負
担
軽

減
に
努
め
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

は
、
集
団
活
動
や
教
育
的
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
学
校
や

放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業
と
の
連
携

を
図
り
、「
生
き
る
力
」
の
育
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の

安
全・
安
心
な
居
場
所
の
確
保
に
努

め
、
子
育
て
家
庭
の
支
援
と
子
ど
も

た
ち
の
健
全
な
育
成
に
取
り
組
み
ま

す
。

■
障
が
い
者
福
祉

　「
第
４
期
飯
塚
市
障
が
い
者
計
画
」

に
基
づ
き
、
障
が
い
者
に
関
す
る
正

し
い
理
解
の
促
進
や
障
が
い
者
の
自

立
と
社
会
参
加
の
促
進
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
ま
た
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が

適
切
な
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
よ
う
周
知
や
相
談
支
援
体

制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
地
域
福
祉
の
推
進

　
市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
持

ち
、
支
え
合
い
な
が
ら
地
域
を
と
も

に
つ
く
る「
地
域
共
生
社
会
」
の
実

現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
複
雑
化・

複
合
化
し
た
問
題
を
包
括
的
に
支
援

す
る「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」

の
実
施
に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま

す
。

■
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

　
生
活
に
困
窮
し
た
方
々
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
物
価
高
騰
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
要
因
に
よ
り
暮
ら
し

に
困
難
を
抱
え
て
い
る
方
々
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
生
活
保
護

制
度
の
適
切
な
運
用
と
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
制
度
に
よ
る
包
括
的
な
支

援
を
効
果
的
に
活
用
し
、
経
済
的・

社
会
的
自
立
を
支
援
し
ま
す
。

〜
地
域
経
済
〜

■
農
林
業
の
振
興

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継

者・
担
い
手
の
減
少
に
よ
り
、
地
域

の
農
地
が
適
切
に
利
用
さ
れ
な
く
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
目
指
す

べ
き
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確

化
し
、
農
地
の
効
率
的
か
つ
総
合
的

な
利
用
を
図
る
た
め
、「
地
域
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営
を

図
る
た
め
、
農
地
や
農
作
物
に
深
刻

な
被
害
を
与
え
る
有
害
鳥
獣
の
駆
除

等
の
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、
森
林
の

持
つ
多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た

め
、
森
林
環
境
譲
与
税
や
県
の
荒
廃

森
林
整
備
事
業
を
活
用
し
、
荒
廃
森

林
や
放
置
竹
林
の
整
備
を
推
進
し
ま

す
。

■
地
場
産
業
の
振
興・
創
業
促
進
と

産
業
の
創
出

　
産
学
官
の
連
携
の
仕
組
み
を
再
構

築
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
市
民

生
活
の
さ
ら
な
る
向
上
に
資
す
る
社

会
課
題・
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
地
元
企
業
や
地
域

に
お
け
る
大
学
生
の
活
躍
の
場
を
創

出
し
、
新
た
な
学
園
都
市
の
形
成
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
深
刻
化
す
る
労
働
力
不
足

に
直
面
す
る
中
、
関
係
機
関
と
の
連

携
の
も
と
、
外
国
人
材
を
必
要
と
す

る
企
業
の
支
援
に
努
め
る
と
と
も

に
、
海
外
へ
の
進
出
に
向
け
た
事
業

展
開
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
積
極
的

な
誘
致
活
動
を
継
続
的
に
展
開
す
る

た
め
の
基
盤
づ
く
り
と
し
て
、
企
業

立
地
用
地
の
整
備
や
確
保
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
活
発
化
す
る
北
部
九

州
地
域
で
の
設
備
投
資
を
好
機
と
捉

え
、
国
や
県
と
の
連
携
の
も
と
総
合

的
な
企
業
立
地
に
係
る
支
援
策
を
取

り
ま
と
め
、
企
業
の
進
出
と
雇
用
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

■
公
営
競
技
事
業

　
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
オ
ー
ト
レ
ー
ス
の

拡
充
や
オ
ー
ル
ス
タ
ー
・
オ
ー
ト

レ
ー
ス
な
ど
の
グ
レ
ー
ド
レ
ー
ス
の

開
催
に
よ
り
売
上
拡
大
を
図
る
と
と

も
に
、
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
の
建
替
え

に
よ
る
、
よ
り
よ
い
施
設
環
境
の
整

備
を
推
進
し
、
新
た
な
フ
ァ
ン
の
獲

得
に
努
め
ま
す
。

■
商
業
の
振
興

　
市
民
の
購
買
意
欲
促
進
を
図
る
た

め
消
費
喚
起
対
策
を
推
進
し
、
市
内

事
業
者
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
人
々
の
移
動
パ
タ
ー
ン
を

分
析
す
る
た
め
人
流
デ
ー
タ
を
活
用

し
、
主
要
な
商
業
施
設
や
観
光
施
設

に
お
け
る
訪
問
者
の
動
向
分
析
を
行

い
、
効
果
的
な
経
済
施
策
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化

に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
商
都
い
い
づ
か
」
の

復
活
を
目
指
し
、
商
店
街
や
イ
オ
ン

穂
波
店
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
飯
塚
及
び
カ

ホ
テ
ラ
ス
の
大
型
商
業
施
設
間
で
周

遊
商
業
エ
リ
ア
を
創
出
し
、
回
遊
性

と
滞
留
時
間
の
向
上
を
図
り
、
地
域

経
済
の
好
循
環
を
推
進
し
ま
す
。

　
特
産
品
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
優

れ
た
地
域
資
源
及
び
製
品
を「
い
い

づ
か
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
認
定・Ｐ

Ｒ
し
、
販
路
拡
大
に
努
め
る
と
と
も

に
、「
日
の
丸
」
を
初
め
て
染
め
た

と
さ
れ
る
筑
前
茜
染
を
活
用
し
た
製

品
の
開
発
と
歴
史・
文
化
の
啓
発
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
好
調
を
維
持
す
る
ふ
る
さ

と
納
税
を
通
し
て
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
情
報
発
信
力
を
活
用

し
、
本
市
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
で
、
移
住
定
住
の
促
進
に
繋

げ
ま
す
。

■
観
光
の
振
興

　
福
岡・
大
分
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
令
和
６
年
４

月
か
ら
６
月
に
か
け
て
25
年
ぶ
り
に

福
岡
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
本
市
へ
の

誘
客
を
図
る
た
め
、
旧
伊
藤
伝
右
衛

門
邸
で
の
特
別
企
画
展
を
は
じ
め
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
捉
え
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま

す
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了
後
に

お
い
て
も
、
引
き
続
き
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
観

光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
、
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
様
々
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
効
果
的
な
情
報

発
信
に
よ
る
誘
客
に
努
め
ま
す
。

■
就
労
支
援
の
充
実
と
労
働
環
境
の

整
備

　
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
筑
豊
ブ

ラ
ン
チ
を
は
じ
め
と
し
た
国・
県
の

就
労
支
援
機
関
と
連
携
を
図
り
、
職

場
環
境
や
就
業
等
に
関
す
る
相
談
窓

口
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働

者
や
求
職
者
の
就
業
意
欲
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等

学
校
及
び
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
一

貫
し
た
人
材
育
成
を
未
来
へ
の
投
資

と
位
置
づ
け
、デ
ジ
タ
ル
化
、グ
ロ
ー

バ
ル
化
及
び
地
域
へ
の
愛
着
を
育
む

ロ
ー
カ
ル
化
の
視
点
で
積
極
的
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
労
働
力
の
不
足

を
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
事
業
所

の
魅
力
向
上
と
求
職
者
の
ス
キ
ル
向

上
、
就
業
者
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ（
技

術
習
得
）
に
取
り
組
み
、
人
材
の
定

着
を
図
り
ま
す
。

〜
教
育・
文
化
〜

■
学
校
教
育

　
経
済
教
育
の
観
点
を
含
む
キ
ャ
リ

ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
子

ど
も
た
ち
が
自
ら
の
意
思
で
進
路
決

定
や
将
来
設
計
を
行
う
た
め
に
必
要

な
意
欲・
態
度
や
能
力
の
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
お
互
い
の
人
格
を
認

め
、
多
様
性
を
尊
重
で
き
る
豊
か
な

心
を
育
む
人
権
教
育
を
推
進
し
ま

す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
機
会
が
減
少

し
た
集
団
で
の
遊
び
、
外
で
の
遊
び

や
体
育
学
習
の
充
実
を
図
り
、
体
力

の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
い
じ
め
や
問
題
行
動
の

未
然
防
止
の
た
め
、
地
域・
家
庭
、

関
係
機
関
と
連
携・
協
力
し
て
取
り

組
む
と
と
も
に
、
不
登
校
傾
向
の
あ

る
児
童
生
徒
へ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
等
に

よ
り
学
び
の
場
所
の
確
保
と
支
援
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

■
学
校
給
食

　
給
食
調
理
業
務
へ
の
民
間
活
力
の

導
入
に
よ
り
業
務
の
効
率
化
を
図
る

と
と
も
に
、
学
校
給
食
衛
生
管
理
基

準
の
徹
底
と
地
産
地
消
を
推
進
し
な

が
ら
、
献
立
内
容
の
工
夫
に
よ
る
栄

養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
安
全
で
安

心
な
給
食
を
提
供
し
、
食
生
活
に
関

す
る
正
し
い
理
解
や
望
ま
し
い
食
習

慣
を
養
う
た
め
に
、
積
極
的
に
食
育

を
推
進
し
ま
す
。

■
確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
の
推
進

　
小
中
一
貫
教
育
９
年
間
の
連
続
し

た
学
び
の
充
実
と
、「
多
層
指
導
モ

デ
ル(

Ｍ
Ｉ
Ｍ)

」、「
徹
底
反
復
学
習
」、

「
協
調
学
習
」
の
３
つ
の
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
施
に
よ
り
基
礎
学
力
の

定
着
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
知
識
及
び

技
能
の
習
得
と
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
等
を
育
成
す
る
取
組
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
果
的
な
学
習
に

取
り
組
み
、
児
童
生
徒
の
学
び
方
や

教
職
員
の
働
き
方
を
変
革
す
る
教
育

Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
ま
す
。

　
英
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
小
学
校

に
加
え
中
学
校
に
お
い
て
も
オ
ン
ラ

イ
ン
英
会
話
を
実
施
し
、
外
国
語
補

助
教
員
の
活
用
に
よ
り
英
語
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員

を
適
切
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

児
童
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ

た
学
習
環
境
の
整
備
と
特
別
支
援
教

育
を
推
進
し
ま
す
。

■
生
涯
学
習
の
振
興

　
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
の
形

成
を
支
援
す
る
学
び
の
機
会
や
情
報

の
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
や
社
会
教
育
関
係
団

体
等
と
の
連
携・
協
働
の
も
と
、
生

涯
学
習
指
導
者
の
育
成
を
図
り
、
学

習
活
動
の
成
果
を
地
域
で
活
か
せ
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
飯
塚
市
総
合
体
育
館
を
中
心
に
ス

ポ
ー
ツ
大
会
等
の
誘
致
を
行
い
、
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
及

び
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、
40
周
年
を
迎
え
る
飯
塚
国
際
車

い
す
テ
ニ
ス
大
会
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
な
ど
を
行
う
こ
と

で
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
認
知
度

向
上
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
11
月
に
供
用
開
始
予
定
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て

は
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
促
進

し
、
健
幸
長
寿
社
会
の
実
現
、
健
幸

寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
ま
す
。

■
文
化
芸
術
の
振
興

　「
飯
塚
市
文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
文
化
の
担
い
手

で
あ
る
市
民
の
主
体
的
な
文
化
芸
術

活
動
を
通
じ
て
、「
個
性
豊
か
な
新

し
い
文
化
の
創
造
」
に
努
め
ま
す
。

■
文
化
財
保
護

　
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
等
の
文
化
財

の
適
切
な
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、

嘉
穂
劇
場
に
つ
い
て
は
再
開
に
向
け

た
改
修・
活
用
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
財
の
公
開
や
歴
史
資

料
館
で
の
企
画
展・
講
座
等
の
開
催

を
通
し
て
、
本
市
の
文
化
遺
産
の
さ

ら
な
る
発
信・
活
用
に
努
め
ま
す
。

■
国
際
交
流・
多
文
化
共
生
の
推
進

　
姉
妹
都
市
米
国
サ
ニ
ー
ベ
ー
ル
市

か
ら
の
中
高
生
の
受
け
入
れ
や
派
遣

に
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を

図
り
、
さ
ら
な
る
友
好
交
流
を
進
め

ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
交
流
事
業
や
日
本
語

教
室
を
実
施
し
、
地
域
に
お
け
る
国

際
理
解
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

在
住
外
国
人
が
地
域
か
ら
孤
立
し
な

い
共
生
社
会
を
推
進
し
ま
す
。

〜
都
市
基
盤・
生
活
基
盤
〜

■
災
害・
減
災
対
策
の
充
実

　
防
災
関
係
機
関
や
協
定
締
結
企
業

と
の
連
携
強
化
を
目
的
と
し
た
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
、
防
災
対
応
力

の
向
上
と
災
害
発
生
時
に
お
け
る
被

災
者
支
援
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
Ｄ

Ｘ
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
啓
発
活
動
で
は
、
体

験
型
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
型
の
コ

ン
テ
ン
ツ
に
よ
る
啓
発
を
行
い
、
体

験
を
通
じ
た
防
災
知
識
の
向
上
、
市

民
へ
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま

す
。

　
浸
水
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
防
災（
浸
水
）
対
策
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
取
り
組
ん
で
い
る
排
水
ポ

ン
プ
場
や
水
路
の
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
国・
県・
市
で
緊
密
な
連

携
を
図
り
、
一
級
河
川
遠
賀
川
を
は

じ
め
県
営
庄
内
川
及
び
庄
司
川
の
浸

水
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

■
生
活
安
全
の
向
上

　
安
全・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
警
察
、
行
政
、
地
域

住
民
等
と
連
携
し
て
地
域
の
防
犯
体

制
を
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
安
全
や
飲
酒
運
転
撲

滅
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、
専
門

相
談
員
に
よ
る
相
談
業
務
を
継
続
実

施
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
被
害
の

未
然
防
止
に
向
け
た
啓
発
活
動
を
展

開
し
、
複
雑
化・
多
様
化
す
る
消
費

者
問
題
に
対
応
し
ま
す
。

■
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

　
菰
田・
堀
池
地
区
活
性
化
に
つ
い

て
は
、「
飯
塚
駅
周
辺
地
区
整
備
基

本
計
画
」
に
基
づ
き
、
駅
舎
、
自
由

通
路
、
駅
前
広
場
な
ど
の
整
備
を
進

め
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し

た
賑
わ
い
の
あ
る
拠
点
づ
く
り
を
総

合
的
に
推
進
し
ま
す
。

■
定
住
環
境
の
充
実

　
良
質
な
住
宅
を
供
給
す
る
た
め

に
、
老
朽
化
が
著
し
い
市
営
住
宅
の

建
替
え
や
長
寿
命
化
を
目
的
と
し
た

改
修
を
推
進
し
ま
す
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
空
家
等
対
策
計
画
」に
基
づ
き
、

快
適
な
住
環
境
の
保
全
等
を
図
る
た

め
、
各
種
施
策
に
効
果
的
か
つ
効
率

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
地
域
公
共
交
通

　「
飯
塚
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」

に
基
づ
き
、民
間
交
通
機
関
の
確
保・

維
持
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
運
行

に
よ
り
、
公
共
交
通
全
体
の
維
持
に

取
り
組
み
ま
す
。

■
公
園
の
整
備

　
長
期
的
に
安
定
し
た
維
持
管
理
や

公
園
機
能
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、

「
飯
塚
市
公
園
等
ス
ト
ッ
ク
再
編
計

画
」
に
基
づ
き
、
適
正
配
置
や
用
途

変
更
に
伴
う
効
率
的
な
利
活
用
に
努

め
ま
す
。

■
主
要
幹
線
道
路
網
の
整
備

　
八
木
山
バ
イ
パ
ス
４
車
線
化
の
早

期
完
成
を
推
進
し
、
福
岡
都
市
圏
へ

の
ア
ク
セ
ス
強
化
や
、
渋
滞
解
消
を

進
め
る
と
と
も
に
、
市
内
各
地
域
へ

の
交
通
網
強
化
を
図
る
た
め
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
フ
ル
ラ
ン
プ
化
の

実
現
に
向
け
て
、
国
や
県
に
対
し
、

さ
ら
な
る
要
望
を
行
い
ま
す
。

■
県
道・
市
道
及
び
都
市
計
画
道
路

の
整
備

　
県
道
飯
塚
穂
波
線
を
は
じ
め
と
す

る
各
路
線
の
整
備
、
完
成
に
向
け
た

取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　
市
道
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
安

全
性
確
保
の
た
め
計
画
的
に
点
検・

補
修
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
新
飯
塚
潤
野
線
の
早
期

完
成
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
主

要
幹
線
を
結
ぶ
基
幹
路
線
の
事
業
化

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

■
上
下
水
道
の
整
備

　「
飯
塚
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
」

並
び
に「
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
」
に
基
づ
き
、
重
要
給
水
施
設

管
路
の
更
新
を
継
続
的
に
実
施
す
る

と
と
も
に
、
重
要
施
設
で
あ
る
津
原

導
水
管
の
更
新
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
水
道
施
設
に
つ

い
て
も
最
適
化
を
図
り
、
計
画
的
な

更
新
及
び
適
切
な
維
持・
管
理
に
努

め
ま
す
。

　
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
公
共
下
水
道
事
業
計
画
」
に
基

づ
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
及
び
他
の
汚
水
処
理

事
業
と
の
連
携
に
よ
る
普
及・
促
進

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
汚
水
処
理
人

口
普
及
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
下
水
道
施
設
の
改
築・
更
新
に
つ

い
て
は
、「
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
」
に
基
づ
き
、
計
画

的
に
実
施
し
ま
す
。

〜
自
然
環
境
〜

■
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　「
第
３
次
飯
塚
市
環
境
基
本
計
画
」

に
掲
げ
る
基
本
目
標
の
達
成
に
向
け

て
、市
民
、団
体
、事
業
者
等
と
協
働・

連
携
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
踏
ま

え
た
循
環
型
社
会
を
形
成
し
ま
す
。

　
今
後
の
環
境
施
設
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
新
た
な
ご
み
処
理
施
設
の

建
設
及
び
し
尿
処
理
施
設
や
火
葬
場

の
改
築
や
更
新
等
、
中
長
期
的
か
つ

広
域
的
な
視
点
に
よ
る
効
果
的
で
効

率
的
な
環
境
衛
生
処
理
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
と
と
も
に
、
市
の
価
値
を
さ
ら
に

高
め
、
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
こ
れ
ら
施
策
を
確
実

に
進
め
、
飯
塚
市
に
定
住
を
希
望
す

る
人
を
よ
り
多
く
呼
び
込
み
、
魅
力

あ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

　
以
上
が
、
令
和
６
年
度
の
主
な
施

策
で
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

歳
出
で
は
、
市
民
生
活
の
安
心
と
地

域
経
済
の
回
復
に
つ
な
が
る
施
策
の

推
進
経
費
や
、社
会
保
障
関
連
経
費
、

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
更
新
や
長

寿
命
化
対
策
経
費
の
増
加
が
見
込
ま

れ
ま
す
が
、「
活
力
あ
る
未
来
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
」
に
資
す
る
事
業

費
も
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
一
方
、
歳
入
で
は
、
全
国
の
皆
様

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
貴
重
な
財

源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
ま
た
、
近
年
の
企
業
誘
致
や
、

本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
地

域
雇
用
の
創
出
や
定
住
人
口
の
増
加

等
に
よ
る
積
極
的
な
歳
入
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
事
業
実
施
に
際
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
に
積
立
し
た
基
金

も
活
用
し
て
事
業
の
財
源
を
確
保
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ

て
、
総
合
計
画
の
都
市
目
標
像
で
あ

る「
人
が
輝
き
　
ま
ち
が
飛
躍
す
る

住
み
た
い
ま
ち
　
住
み
つ
づ
け
た
い

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
安
定
的
な
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
、
効
果
的
、
効
率
的

に
具
現
化
で
き
る
事
業
に
つ
い
て
は

優
先
的
、
重
点
的
に
予
算
を
配
分
し

な
が
ら
、
将
来
世
代
に
向
け
て
持
続

可
能
な
財
政
運
営
を
引
き
継
ぐ
こ
と

が
で
き
る
行
政
運
営
に
取
り
組
み
ま

す
。
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令和６年度　施政方針

令
和
６
年
度
　
施
政
方
針

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
２
類
か

ら
５
類
へ
と
移
行
し
た
こ
と
に
よ

り
、
社
会・
経
済
活
動
が
活
性
化
さ

れ
、
多
く
の
催
し
が
再
開
さ
れ
る
な

ど
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
回
復

し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
世
界
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー・
食
料
価
格
等
の
高
騰
に

よ
り
、
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
非

常
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
飯
塚
市
が
置
か

れ
た
現
状
は
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
な
ど
の
課
題
を
抱
え
、
決
し
て
楽

観
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、
飯

塚
市
総
合
体
育
館
の
開
館
、
ゆ
め
タ

ウ
ン
飯
塚
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に

伴
う
周
遊
商
業
エ
リ
ア
内
の
商
業
活

性
化
な
ど
、
雇
用
の
創
出
や
定
住
人

口・
関
係
人
口
の
増
加
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
が

過
去
最
高
額
に
達
し
、
３
年
連
続
で

県
内
１
位
、
全
国
で
も
８
位
の
寄
附

金
額
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ

れ
ま
で
働
く
場
所
、
住
む
場
所
、
教

育・
子
育
て
す
る
場
所
と
し
て
選
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
住
み
続
け
た

い
ま
ち
づ
く
り
に
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
で
、「
本
当
に
住
み

や
す
い
街
大
賞
２
０
２
３
in
福
岡
」

に
お
い
て「
新
飯
塚
エ
リ
ア
」
が
県

内
第
３
位
の
評
価
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
は
、
こ
の
よ
う
な
市

政
発
展
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
な

く
、
引
続
き「
前
進
」
さ
せ
る
た
め
、

「
未
来
を
担
う
子
ど
も
を
育
む
教
育

の
ま
ち
」、「
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
」、「
地
元
に
働

く
場
所
が
あ
る
活
力
あ
る
ま
ち
」、

「
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
健
康

な
ま
ち
」
を
４
つ
の
柱
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
取
組
を
加
速
さ
せ
、
飯
塚

市
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
、
魅
力
あ

る
元
気
な
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

〜
人
権・
市
民
参
画
〜

■
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　「
飯
塚
市
部
落
差
別
を
は
じ
め
あ

ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」
及
び「
第
３
次
飯
塚
市
人

権
教
育・
啓
発
実
施
計
画
」
に
基
づ

き
、
人
権
教
育・
啓
発
に
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
取
り
組
み
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
人

権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

■
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　「
第
２
次
飯
塚
市
男
女
共
同
参
画

後
期
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー「
サ
ン
ク
ス
」

で
の
啓
発
講
座
等
を
通
じ
て
、
女
性

活
躍
の
推
進
や
Ｄ
Ｖ
防
止
な
ど
の
啓

発
を
広
く
行
い
ま
す
。

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
地
域
の
課
題
を
自
ら
が
解
決
で
き

る
地
域
の
力
を
醸
成
し
、
自
主
自
立

し
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、情
報
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、

必
要
な
支
援
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
施
設

と
し
て
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た

め
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
及
び

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
法
人
化
に
向

け
た
支
援
に
努
め
ま
す
。

■
情
報
化
の
推
進

　「
飯
塚
市
地
域
情
報
化
計
画
」
に

基
づ
き
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的・
効
率
的

か
つ
積
極
的
に
活
用
し
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
業
務
の
効
率
化
、
地

域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
市
政
情
報
の
発
信

　
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
テ
レ
ビ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
媒
体

の
特
性
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
を
必

要
と
す
る
人
に
速
や
か
に
届
け
ら
れ

る
よ
う
な
情
報
発
信
に
努
め
、
職
員

一
人
ひ
と
り
が
発
信
者
で
あ
る
と
い

う
認
識
の
も
と
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に

お
い
て
本
市
の
魅
力
を
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
す
。

〜
行
政
経
営
〜

■
行
政
経
営

　「
飯
塚
市
行
政
経
営
戦
略
推
進
ビ

ジ
ョ
ン
」
及
び「
飯
塚
市
行
政
経
営

戦
略
推
進
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
や
働
き
方
改
革
の
推
進
、
将

来
に
先
送
り
し
な
い
健
全
な
財
政
運

営
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

■
公
共
施
設
等
の
最
適
化
と
有
効
利

活
用

　「
第
２
次
公
共
施
設
等
の
あ
り
方

に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、

財
政
負
担
の
軽
減
及
び
平
準
化
に
つ

な
が
る
よ
う
計
画
的
な
維
持
管
理
や

適
正
配
置
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
計
画
や
利
活
用
策
が

な
い
公
共
施
設
等
の
跡
地・
跡
施
設

に
つ
い
て
は
、
民
間
へ
の
売
却
な
ど

を
推
進
し
ま
す
。

〜
健
幸・
子
育
て
〜

■
健
幸
都
市
づ
く
り
の
推
進

　
令
和
５
年
度
に
改
訂
し
た「
第
２

次
飯
塚
市
健
康
づ
く
り
計
画
」、「
第

２
次
飯
塚
市
自
殺
対
策
計
画
」
及
び

「
第
３
次
い
い
づ
か
健
幸
都
市
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
、
目
標
達
成
に
向

け
、各
事
業
を
着
実
に
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
い
い
づ
か
健
幸
ポ
イ
ン

ト
事
業
」
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
自
主
的
な
健

康
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

運
動
教
室
を
は
じ
め
、
講
座・
イ
ベ

ン
ト
等
に
つ
い
て
も
内
容
を
充
実
さ

せ
実
施
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
令
和
６
年
度
は
、
本
市

と
同
じ
く
健
幸
都
市
を
目
指
す
全
国

の
市
町
村
長
が
参
加
す
る
、「
Ｓ
ｍ

ａ
ｒ
ｔ 

Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ 

Ｃ
ｉ

ｔｙ 

首
長
研
究
会
」
を
開
催
し
、「
健

幸
都
市
の
実
現
」に
取
り
組
み
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業

　
特
定
健
康
診
査
受
診
率
向
上
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
特
定
保
健
指
導

等
に
よ
る
知
識
の
普
及・
啓
発
等
の

効
果
的
な
保
健
指
導
を
行
う
こ
と

で
、
生
活
習
慣
改
善
及
び
重
症
化
予

防
を
図
り
、
市
民
自
ら
が
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
が

伸
び
て
い
る
中
、
医
療
費
適
正
化
の

推
進
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
安

定
的
な
国
保
運
営
に
努
め
ま
す
。

■
飯
塚
市
立
病
院

　
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
べ
く
、
地
元
医
師
会
や

他
の
医
療
機
関
と
の
医
療
機
能
の
役

割
分
担
と
連
携
を
強
化
し
、
飯
塚
医

療
圏
域
に
お
け
る
一
体
的
な
医
療
提

供
体
制
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
小
児

科
時
間
外
診
療
を
開
始
し
、
一
次
救

急
の
診
療
体
制
確
保
に
取
り
組
み
ま

す
。

■
高
齢
者
福
祉
施
策

　
令
和
６
年
度
か
ら
８
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る「
第
９
期
飯
塚
市

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保

険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
、

健
康
か
つ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
実
現
す
る
た
め
に
、
在
宅
医
療・

介
護
連
携
や
認
知
症
施
策
、
地
域
ケ

ア
会
議
の
推
進
な
ど
、
医
療・
介
護・

介
護
予
防・
住
ま
い
及
び
自
立
し
た

日
常
生
活
の
支
援
が
包
括
的
に
確
保

さ
れ
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
さ
ら
な
る
深
化・
推
進
に
向
け
た

取
組
を
充
実・
強
化
す
る
と
と
も
に

高
齢
者
保
健
福
祉
及
び
介
護
保
険
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
の
推
進

　
国
の
こ
ど
も
大
綱
と
の
整
合
を
図

り
な
が
ら
、
子
ど
も・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
や
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推

進
計
画
等
を
包
含
し
た「
飯
塚
市
こ

ど
も
計
画
」
を
策
定
し
、
子
ど
も
に

関
す
る
施
策
の
方
針
を
打
ち
出
す
と

と
も
に
、
複
雑
な
課
題
を
抱
え
る
家

庭
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
子
育
て
世

代
が
安
心
し
て
出
産・
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

■
安
心
し
て
産
み
育
て
や
す
い
環
境

づ
く
り

　
経
済
的
支
援
と
し
て
所
得
制
限
や

第
１
子
の
年
齢
制
限
を
設
け
ず
、
市

内
に
在
住
す
る
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

ま
で
の
第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
償

化
を
実
施
し
、
多
子
世
帯
の
負
担
軽

減
に
努
め
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

は
、
集
団
活
動
や
教
育
的
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
学
校
や

放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業
と
の
連
携

を
図
り
、「
生
き
る
力
」
の
育
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の

安
全・
安
心
な
居
場
所
の
確
保
に
努

め
、
子
育
て
家
庭
の
支
援
と
子
ど
も

た
ち
の
健
全
な
育
成
に
取
り
組
み
ま

す
。

■
障
が
い
者
福
祉

　「
第
４
期
飯
塚
市
障
が
い
者
計
画
」

に
基
づ
き
、
障
が
い
者
に
関
す
る
正

し
い
理
解
の
促
進
や
障
が
い
者
の
自

立
と
社
会
参
加
の
促
進
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
ま
た
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が

適
切
な
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
よ
う
周
知
や
相
談
支
援
体

制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
地
域
福
祉
の
推
進

　
市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
持

ち
、
支
え
合
い
な
が
ら
地
域
を
と
も

に
つ
く
る「
地
域
共
生
社
会
」
の
実

現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
複
雑
化・

複
合
化
し
た
問
題
を
包
括
的
に
支
援

す
る「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」

の
実
施
に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま

す
。

■
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

　
生
活
に
困
窮
し
た
方
々
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
物
価
高
騰
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
要
因
に
よ
り
暮
ら
し

に
困
難
を
抱
え
て
い
る
方
々
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
生
活
保
護

制
度
の
適
切
な
運
用
と
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
制
度
に
よ
る
包
括
的
な
支

援
を
効
果
的
に
活
用
し
、
経
済
的・

社
会
的
自
立
を
支
援
し
ま
す
。

〜
地
域
経
済
〜

■
農
林
業
の
振
興

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継

者・
担
い
手
の
減
少
に
よ
り
、
地
域

の
農
地
が
適
切
に
利
用
さ
れ
な
く
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
目
指
す

べ
き
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確

化
し
、
農
地
の
効
率
的
か
つ
総
合
的

な
利
用
を
図
る
た
め
、「
地
域
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営
を

図
る
た
め
、
農
地
や
農
作
物
に
深
刻

な
被
害
を
与
え
る
有
害
鳥
獣
の
駆
除

等
の
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、
森
林
の

持
つ
多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た

め
、
森
林
環
境
譲
与
税
や
県
の
荒
廃

森
林
整
備
事
業
を
活
用
し
、
荒
廃
森

林
や
放
置
竹
林
の
整
備
を
推
進
し
ま

す
。

■
地
場
産
業
の
振
興・
創
業
促
進
と

産
業
の
創
出

　
産
学
官
の
連
携
の
仕
組
み
を
再
構

築
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
市
民

生
活
の
さ
ら
な
る
向
上
に
資
す
る
社

会
課
題・
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
地
元
企
業
や
地
域

に
お
け
る
大
学
生
の
活
躍
の
場
を
創

出
し
、
新
た
な
学
園
都
市
の
形
成
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
深
刻
化
す
る
労
働
力
不
足

に
直
面
す
る
中
、
関
係
機
関
と
の
連

携
の
も
と
、
外
国
人
材
を
必
要
と
す

る
企
業
の
支
援
に
努
め
る
と
と
も

に
、
海
外
へ
の
進
出
に
向
け
た
事
業

展
開
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
積
極
的

な
誘
致
活
動
を
継
続
的
に
展
開
す
る

た
め
の
基
盤
づ
く
り
と
し
て
、
企
業

立
地
用
地
の
整
備
や
確
保
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
活
発
化
す
る
北
部
九

州
地
域
で
の
設
備
投
資
を
好
機
と
捉

え
、
国
や
県
と
の
連
携
の
も
と
総
合

的
な
企
業
立
地
に
係
る
支
援
策
を
取

り
ま
と
め
、
企
業
の
進
出
と
雇
用
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

■
公
営
競
技
事
業

　
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
オ
ー
ト
レ
ー
ス
の

拡
充
や
オ
ー
ル
ス
タ
ー
・
オ
ー
ト

レ
ー
ス
な
ど
の
グ
レ
ー
ド
レ
ー
ス
の

開
催
に
よ
り
売
上
拡
大
を
図
る
と
と

も
に
、
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
の
建
替
え

に
よ
る
、
よ
り
よ
い
施
設
環
境
の
整

備
を
推
進
し
、
新
た
な
フ
ァ
ン
の
獲

得
に
努
め
ま
す
。

■
商
業
の
振
興

　
市
民
の
購
買
意
欲
促
進
を
図
る
た

め
消
費
喚
起
対
策
を
推
進
し
、
市
内

事
業
者
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
人
々
の
移
動
パ
タ
ー
ン
を

分
析
す
る
た
め
人
流
デ
ー
タ
を
活
用

し
、
主
要
な
商
業
施
設
や
観
光
施
設

に
お
け
る
訪
問
者
の
動
向
分
析
を
行

い
、
効
果
的
な
経
済
施
策
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化

に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
商
都
い
い
づ
か
」
の

復
活
を
目
指
し
、
商
店
街
や
イ
オ
ン

穂
波
店
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
飯
塚
及
び
カ

ホ
テ
ラ
ス
の
大
型
商
業
施
設
間
で
周

遊
商
業
エ
リ
ア
を
創
出
し
、
回
遊
性

と
滞
留
時
間
の
向
上
を
図
り
、
地
域

経
済
の
好
循
環
を
推
進
し
ま
す
。

　
特
産
品
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
優

れ
た
地
域
資
源
及
び
製
品
を「
い
い

づ
か
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
認
定・Ｐ

Ｒ
し
、
販
路
拡
大
に
努
め
る
と
と
も

に
、「
日
の
丸
」
を
初
め
て
染
め
た

と
さ
れ
る
筑
前
茜
染
を
活
用
し
た
製

品
の
開
発
と
歴
史・
文
化
の
啓
発
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
好
調
を
維
持
す
る
ふ
る
さ

と
納
税
を
通
し
て
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
情
報
発
信
力
を
活
用

し
、
本
市
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
で
、
移
住
定
住
の
促
進
に
繋

げ
ま
す
。

■
観
光
の
振
興

　
福
岡・
大
分
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
令
和
６
年
４

月
か
ら
６
月
に
か
け
て
25
年
ぶ
り
に

福
岡
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
本
市
へ
の

誘
客
を
図
る
た
め
、
旧
伊
藤
伝
右
衛

門
邸
で
の
特
別
企
画
展
を
は
じ
め
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
捉
え
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま

す
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了
後
に

お
い
て
も
、
引
き
続
き
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
観

光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
、
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
様
々
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
効
果
的
な
情
報

発
信
に
よ
る
誘
客
に
努
め
ま
す
。

■
就
労
支
援
の
充
実
と
労
働
環
境
の

整
備

　
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
筑
豊
ブ

ラ
ン
チ
を
は
じ
め
と
し
た
国・
県
の

就
労
支
援
機
関
と
連
携
を
図
り
、
職

場
環
境
や
就
業
等
に
関
す
る
相
談
窓

口
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働

者
や
求
職
者
の
就
業
意
欲
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等

学
校
及
び
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
一

貫
し
た
人
材
育
成
を
未
来
へ
の
投
資

と
位
置
づ
け
、デ
ジ
タ
ル
化
、グ
ロ
ー

バ
ル
化
及
び
地
域
へ
の
愛
着
を
育
む

ロ
ー
カ
ル
化
の
視
点
で
積
極
的
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
労
働
力
の
不
足

を
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
事
業
所

の
魅
力
向
上
と
求
職
者
の
ス
キ
ル
向

上
、
就
業
者
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ（
技

術
習
得
）
に
取
り
組
み
、
人
材
の
定

着
を
図
り
ま
す
。

〜
教
育・
文
化
〜

■
学
校
教
育

　
経
済
教
育
の
観
点
を
含
む
キ
ャ
リ

ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
子

ど
も
た
ち
が
自
ら
の
意
思
で
進
路
決

定
や
将
来
設
計
を
行
う
た
め
に
必
要

な
意
欲・
態
度
や
能
力
の
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
お
互
い
の
人
格
を
認

め
、
多
様
性
を
尊
重
で
き
る
豊
か
な

心
を
育
む
人
権
教
育
を
推
進
し
ま

す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
機
会
が
減
少

し
た
集
団
で
の
遊
び
、
外
で
の
遊
び

や
体
育
学
習
の
充
実
を
図
り
、
体
力

の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
い
じ
め
や
問
題
行
動
の

未
然
防
止
の
た
め
、
地
域・
家
庭
、

関
係
機
関
と
連
携・
協
力
し
て
取
り

組
む
と
と
も
に
、
不
登
校
傾
向
の
あ

る
児
童
生
徒
へ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
等
に

よ
り
学
び
の
場
所
の
確
保
と
支
援
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

■
学
校
給
食

　
給
食
調
理
業
務
へ
の
民
間
活
力
の

導
入
に
よ
り
業
務
の
効
率
化
を
図
る

と
と
も
に
、
学
校
給
食
衛
生
管
理
基

準
の
徹
底
と
地
産
地
消
を
推
進
し
な

が
ら
、
献
立
内
容
の
工
夫
に
よ
る
栄

養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
安
全
で
安

心
な
給
食
を
提
供
し
、
食
生
活
に
関

す
る
正
し
い
理
解
や
望
ま
し
い
食
習

慣
を
養
う
た
め
に
、
積
極
的
に
食
育

を
推
進
し
ま
す
。

■
確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
の
推
進

　
小
中
一
貫
教
育
９
年
間
の
連
続
し

た
学
び
の
充
実
と
、「
多
層
指
導
モ

デ
ル(

Ｍ
Ｉ
Ｍ)

」、「
徹
底
反
復
学
習
」、

「
協
調
学
習
」
の
３
つ
の
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
施
に
よ
り
基
礎
学
力
の

定
着
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
知
識
及
び

技
能
の
習
得
と
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
等
を
育
成
す
る
取
組
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
果
的
な
学
習
に

取
り
組
み
、
児
童
生
徒
の
学
び
方
や

教
職
員
の
働
き
方
を
変
革
す
る
教
育

Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
ま
す
。

　
英
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
小
学
校

に
加
え
中
学
校
に
お
い
て
も
オ
ン
ラ

イ
ン
英
会
話
を
実
施
し
、
外
国
語
補

助
教
員
の
活
用
に
よ
り
英
語
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員

を
適
切
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

児
童
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ

た
学
習
環
境
の
整
備
と
特
別
支
援
教

育
を
推
進
し
ま
す
。

■
生
涯
学
習
の
振
興

　
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
の
形

成
を
支
援
す
る
学
び
の
機
会
や
情
報

の
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
や
社
会
教
育
関
係
団

体
等
と
の
連
携・
協
働
の
も
と
、
生

涯
学
習
指
導
者
の
育
成
を
図
り
、
学

習
活
動
の
成
果
を
地
域
で
活
か
せ
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
飯
塚
市
総
合
体
育
館
を
中
心
に
ス

ポ
ー
ツ
大
会
等
の
誘
致
を
行
い
、
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
及

び
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、
40
周
年
を
迎
え
る
飯
塚
国
際
車

い
す
テ
ニ
ス
大
会
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
な
ど
を
行
う
こ
と

で
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
認
知
度

向
上
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
11
月
に
供
用
開
始
予
定
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て

は
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
促
進

し
、
健
幸
長
寿
社
会
の
実
現
、
健
幸

寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
ま
す
。

■
文
化
芸
術
の
振
興

　「
飯
塚
市
文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
文
化
の
担
い
手

で
あ
る
市
民
の
主
体
的
な
文
化
芸
術

活
動
を
通
じ
て
、「
個
性
豊
か
な
新

し
い
文
化
の
創
造
」
に
努
め
ま
す
。

■
文
化
財
保
護

　
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
等
の
文
化
財

の
適
切
な
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、

嘉
穂
劇
場
に
つ
い
て
は
再
開
に
向
け

た
改
修・
活
用
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
財
の
公
開
や
歴
史
資

料
館
で
の
企
画
展・
講
座
等
の
開
催

を
通
し
て
、
本
市
の
文
化
遺
産
の
さ

ら
な
る
発
信・
活
用
に
努
め
ま
す
。

■
国
際
交
流・
多
文
化
共
生
の
推
進

　
姉
妹
都
市
米
国
サ
ニ
ー
ベ
ー
ル
市

か
ら
の
中
高
生
の
受
け
入
れ
や
派
遣

に
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を

図
り
、
さ
ら
な
る
友
好
交
流
を
進
め

ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
交
流
事
業
や
日
本
語

教
室
を
実
施
し
、
地
域
に
お
け
る
国

際
理
解
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

在
住
外
国
人
が
地
域
か
ら
孤
立
し
な

い
共
生
社
会
を
推
進
し
ま
す
。

〜
都
市
基
盤・
生
活
基
盤
〜

■
災
害・
減
災
対
策
の
充
実

　
防
災
関
係
機
関
や
協
定
締
結
企
業

と
の
連
携
強
化
を
目
的
と
し
た
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
、
防
災
対
応
力

の
向
上
と
災
害
発
生
時
に
お
け
る
被

災
者
支
援
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
Ｄ

Ｘ
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
啓
発
活
動
で
は
、
体

験
型
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
型
の
コ

ン
テ
ン
ツ
に
よ
る
啓
発
を
行
い
、
体

験
を
通
じ
た
防
災
知
識
の
向
上
、
市

民
へ
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま

す
。

　
浸
水
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
防
災（
浸
水
）
対
策
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
取
り
組
ん
で
い
る
排
水
ポ

ン
プ
場
や
水
路
の
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
国・
県・
市
で
緊
密
な
連

携
を
図
り
、
一
級
河
川
遠
賀
川
を
は

じ
め
県
営
庄
内
川
及
び
庄
司
川
の
浸

水
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

■
生
活
安
全
の
向
上

　
安
全・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
警
察
、
行
政
、
地
域

住
民
等
と
連
携
し
て
地
域
の
防
犯
体

制
を
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
安
全
や
飲
酒
運
転
撲

滅
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、
専
門

相
談
員
に
よ
る
相
談
業
務
を
継
続
実

施
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
被
害
の

未
然
防
止
に
向
け
た
啓
発
活
動
を
展

開
し
、
複
雑
化・
多
様
化
す
る
消
費

者
問
題
に
対
応
し
ま
す
。

■
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

　
菰
田・
堀
池
地
区
活
性
化
に
つ
い

て
は
、「
飯
塚
駅
周
辺
地
区
整
備
基

本
計
画
」
に
基
づ
き
、
駅
舎
、
自
由

通
路
、
駅
前
広
場
な
ど
の
整
備
を
進

め
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し

た
賑
わ
い
の
あ
る
拠
点
づ
く
り
を
総

合
的
に
推
進
し
ま
す
。

■
定
住
環
境
の
充
実

　
良
質
な
住
宅
を
供
給
す
る
た
め

に
、
老
朽
化
が
著
し
い
市
営
住
宅
の

建
替
え
や
長
寿
命
化
を
目
的
と
し
た

改
修
を
推
進
し
ま
す
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
空
家
等
対
策
計
画
」に
基
づ
き
、

快
適
な
住
環
境
の
保
全
等
を
図
る
た

め
、
各
種
施
策
に
効
果
的
か
つ
効
率

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
地
域
公
共
交
通

　「
飯
塚
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」

に
基
づ
き
、民
間
交
通
機
関
の
確
保・

維
持
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
運
行

に
よ
り
、
公
共
交
通
全
体
の
維
持
に

取
り
組
み
ま
す
。

■
公
園
の
整
備

　
長
期
的
に
安
定
し
た
維
持
管
理
や

公
園
機
能
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、

「
飯
塚
市
公
園
等
ス
ト
ッ
ク
再
編
計

画
」
に
基
づ
き
、
適
正
配
置
や
用
途

変
更
に
伴
う
効
率
的
な
利
活
用
に
努

め
ま
す
。

■
主
要
幹
線
道
路
網
の
整
備

　
八
木
山
バ
イ
パ
ス
４
車
線
化
の
早

期
完
成
を
推
進
し
、
福
岡
都
市
圏
へ

の
ア
ク
セ
ス
強
化
や
、
渋
滞
解
消
を

進
め
る
と
と
も
に
、
市
内
各
地
域
へ

の
交
通
網
強
化
を
図
る
た
め
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
フ
ル
ラ
ン
プ
化
の

実
現
に
向
け
て
、
国
や
県
に
対
し
、

さ
ら
な
る
要
望
を
行
い
ま
す
。

■
県
道・
市
道
及
び
都
市
計
画
道
路

の
整
備

　
県
道
飯
塚
穂
波
線
を
は
じ
め
と
す

る
各
路
線
の
整
備
、
完
成
に
向
け
た

取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　
市
道
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
安

全
性
確
保
の
た
め
計
画
的
に
点
検・

補
修
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
新
飯
塚
潤
野
線
の
早
期

完
成
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
主

要
幹
線
を
結
ぶ
基
幹
路
線
の
事
業
化

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

■
上
下
水
道
の
整
備

　「
飯
塚
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
」

並
び
に「
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
」
に
基
づ
き
、
重
要
給
水
施
設

管
路
の
更
新
を
継
続
的
に
実
施
す
る

と
と
も
に
、
重
要
施
設
で
あ
る
津
原

導
水
管
の
更
新
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
水
道
施
設
に
つ

い
て
も
最
適
化
を
図
り
、
計
画
的
な

更
新
及
び
適
切
な
維
持・
管
理
に
努

め
ま
す
。

　
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
公
共
下
水
道
事
業
計
画
」
に
基

づ
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
及
び
他
の
汚
水
処
理

事
業
と
の
連
携
に
よ
る
普
及・
促
進

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
汚
水
処
理
人

口
普
及
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
下
水
道
施
設
の
改
築・
更
新
に
つ

い
て
は
、「
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
」
に
基
づ
き
、
計
画

的
に
実
施
し
ま
す
。

〜
自
然
環
境
〜

■
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　「
第
３
次
飯
塚
市
環
境
基
本
計
画
」

に
掲
げ
る
基
本
目
標
の
達
成
に
向
け

て
、市
民
、団
体
、事
業
者
等
と
協
働・

連
携
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
踏
ま

え
た
循
環
型
社
会
を
形
成
し
ま
す
。

　
今
後
の
環
境
施
設
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
新
た
な
ご
み
処
理
施
設
の

建
設
及
び
し
尿
処
理
施
設
や
火
葬
場

の
改
築
や
更
新
等
、
中
長
期
的
か
つ

広
域
的
な
視
点
に
よ
る
効
果
的
で
効

率
的
な
環
境
衛
生
処
理
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
と
と
も
に
、
市
の
価
値
を
さ
ら
に

高
め
、
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
こ
れ
ら
施
策
を
確
実

に
進
め
、
飯
塚
市
に
定
住
を
希
望
す

る
人
を
よ
り
多
く
呼
び
込
み
、
魅
力

あ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

　
以
上
が
、
令
和
６
年
度
の
主
な
施

策
で
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

歳
出
で
は
、
市
民
生
活
の
安
心
と
地

域
経
済
の
回
復
に
つ
な
が
る
施
策
の

推
進
経
費
や
、社
会
保
障
関
連
経
費
、

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
更
新
や
長

寿
命
化
対
策
経
費
の
増
加
が
見
込
ま

れ
ま
す
が
、「
活
力
あ
る
未
来
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
」
に
資
す
る
事
業

費
も
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
一
方
、
歳
入
で
は
、
全
国
の
皆
様

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
貴
重
な
財

源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
ま
た
、
近
年
の
企
業
誘
致
や
、

本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
地

域
雇
用
の
創
出
や
定
住
人
口
の
増
加

等
に
よ
る
積
極
的
な
歳
入
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
事
業
実
施
に
際
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
に
積
立
し
た
基
金

も
活
用
し
て
事
業
の
財
源
を
確
保
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ

て
、
総
合
計
画
の
都
市
目
標
像
で
あ

る「
人
が
輝
き
　
ま
ち
が
飛
躍
す
る

住
み
た
い
ま
ち
　
住
み
つ
づ
け
た
い

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
安
定
的
な
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
、
効
果
的
、
効
率
的

に
具
現
化
で
き
る
事
業
に
つ
い
て
は

優
先
的
、
重
点
的
に
予
算
を
配
分
し

な
が
ら
、
将
来
世
代
に
向
け
て
持
続

可
能
な
財
政
運
営
を
引
き
継
ぐ
こ
と

が
で
き
る
行
政
運
営
に
取
り
組
み
ま

す
。
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令和６年度　施政方針

令
和
６
年
度
　
施
政
方
針

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
２
類
か

ら
５
類
へ
と
移
行
し
た
こ
と
に
よ

り
、
社
会・
経
済
活
動
が
活
性
化
さ

れ
、
多
く
の
催
し
が
再
開
さ
れ
る
な

ど
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
回
復

し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
世
界
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー・
食
料
価
格
等
の
高
騰
に

よ
り
、
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
非

常
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
飯
塚
市
が
置
か

れ
た
現
状
は
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
な
ど
の
課
題
を
抱
え
、
決
し
て
楽

観
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、
飯

塚
市
総
合
体
育
館
の
開
館
、
ゆ
め
タ

ウ
ン
飯
塚
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に

伴
う
周
遊
商
業
エ
リ
ア
内
の
商
業
活

性
化
な
ど
、
雇
用
の
創
出
や
定
住
人

口・
関
係
人
口
の
増
加
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
が

過
去
最
高
額
に
達
し
、
３
年
連
続
で

県
内
１
位
、
全
国
で
も
８
位
の
寄
附

金
額
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ

れ
ま
で
働
く
場
所
、
住
む
場
所
、
教

育・
子
育
て
す
る
場
所
と
し
て
選
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
住
み
続
け
た

い
ま
ち
づ
く
り
に
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
で
、「
本
当
に
住
み

や
す
い
街
大
賞
２
０
２
３
in
福
岡
」

に
お
い
て「
新
飯
塚
エ
リ
ア
」
が
県

内
第
３
位
の
評
価
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
は
、
こ
の
よ
う
な
市

政
発
展
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
な

く
、
引
続
き「
前
進
」
さ
せ
る
た
め
、

「
未
来
を
担
う
子
ど
も
を
育
む
教
育

の
ま
ち
」、「
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
」、「
地
元
に
働

く
場
所
が
あ
る
活
力
あ
る
ま
ち
」、

「
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
健
康

な
ま
ち
」
を
４
つ
の
柱
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
取
組
を
加
速
さ
せ
、
飯
塚

市
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
、
魅
力
あ

る
元
気
な
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

〜
人
権・
市
民
参
画
〜

■
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　「
飯
塚
市
部
落
差
別
を
は
じ
め
あ

ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」
及
び「
第
３
次
飯
塚
市
人

権
教
育・
啓
発
実
施
計
画
」
に
基
づ

き
、
人
権
教
育・
啓
発
に
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
取
り
組
み
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
人

権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

■
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　「
第
２
次
飯
塚
市
男
女
共
同
参
画

後
期
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー「
サ
ン
ク
ス
」

で
の
啓
発
講
座
等
を
通
じ
て
、
女
性

活
躍
の
推
進
や
Ｄ
Ｖ
防
止
な
ど
の
啓

発
を
広
く
行
い
ま
す
。

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
地
域
の
課
題
を
自
ら
が
解
決
で
き

る
地
域
の
力
を
醸
成
し
、
自
主
自
立

し
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、情
報
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、

必
要
な
支
援
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
施
設

と
し
て
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た

め
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
及
び

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
法
人
化
に
向

け
た
支
援
に
努
め
ま
す
。

■
情
報
化
の
推
進

　「
飯
塚
市
地
域
情
報
化
計
画
」
に

基
づ
き
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的・
効
率
的

か
つ
積
極
的
に
活
用
し
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
業
務
の
効
率
化
、
地

域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
市
政
情
報
の
発
信

　
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
テ
レ
ビ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
媒
体

の
特
性
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
を
必

要
と
す
る
人
に
速
や
か
に
届
け
ら
れ

る
よ
う
な
情
報
発
信
に
努
め
、
職
員

一
人
ひ
と
り
が
発
信
者
で
あ
る
と
い

う
認
識
の
も
と
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に

お
い
て
本
市
の
魅
力
を
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
す
。

〜
行
政
経
営
〜

■
行
政
経
営

　「
飯
塚
市
行
政
経
営
戦
略
推
進
ビ

ジ
ョ
ン
」
及
び「
飯
塚
市
行
政
経
営

戦
略
推
進
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
や
働
き
方
改
革
の
推
進
、
将

来
に
先
送
り
し
な
い
健
全
な
財
政
運

営
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

■
公
共
施
設
等
の
最
適
化
と
有
効
利

活
用

　「
第
２
次
公
共
施
設
等
の
あ
り
方

に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、

財
政
負
担
の
軽
減
及
び
平
準
化
に
つ

な
が
る
よ
う
計
画
的
な
維
持
管
理
や

適
正
配
置
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
計
画
や
利
活
用
策
が

な
い
公
共
施
設
等
の
跡
地・
跡
施
設

に
つ
い
て
は
、
民
間
へ
の
売
却
な
ど

を
推
進
し
ま
す
。

〜
健
幸・
子
育
て
〜

■
健
幸
都
市
づ
く
り
の
推
進

　
令
和
５
年
度
に
改
訂
し
た「
第
２

次
飯
塚
市
健
康
づ
く
り
計
画
」、「
第

２
次
飯
塚
市
自
殺
対
策
計
画
」
及
び

「
第
３
次
い
い
づ
か
健
幸
都
市
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
、
目
標
達
成
に
向

け
、各
事
業
を
着
実
に
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
い
い
づ
か
健
幸
ポ
イ
ン

ト
事
業
」
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
自
主
的
な
健

康
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

運
動
教
室
を
は
じ
め
、
講
座・
イ
ベ

ン
ト
等
に
つ
い
て
も
内
容
を
充
実
さ

せ
実
施
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
令
和
６
年
度
は
、
本
市

と
同
じ
く
健
幸
都
市
を
目
指
す
全
国

の
市
町
村
長
が
参
加
す
る
、「
Ｓ
ｍ

ａ
ｒ
ｔ 

Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ 

Ｃ
ｉ

ｔｙ 

首
長
研
究
会
」
を
開
催
し
、「
健

幸
都
市
の
実
現
」に
取
り
組
み
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業

　
特
定
健
康
診
査
受
診
率
向
上
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
特
定
保
健
指
導

等
に
よ
る
知
識
の
普
及・
啓
発
等
の

効
果
的
な
保
健
指
導
を
行
う
こ
と

で
、
生
活
習
慣
改
善
及
び
重
症
化
予

防
を
図
り
、
市
民
自
ら
が
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
が

伸
び
て
い
る
中
、
医
療
費
適
正
化
の

推
進
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
安

定
的
な
国
保
運
営
に
努
め
ま
す
。

■
飯
塚
市
立
病
院

　
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
べ
く
、
地
元
医
師
会
や

他
の
医
療
機
関
と
の
医
療
機
能
の
役

割
分
担
と
連
携
を
強
化
し
、
飯
塚
医

療
圏
域
に
お
け
る
一
体
的
な
医
療
提

供
体
制
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
小
児

科
時
間
外
診
療
を
開
始
し
、
一
次
救

急
の
診
療
体
制
確
保
に
取
り
組
み
ま

す
。

■
高
齢
者
福
祉
施
策

　
令
和
６
年
度
か
ら
８
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る「
第
９
期
飯
塚
市

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保

険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
、

健
康
か
つ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
実
現
す
る
た
め
に
、
在
宅
医
療・

介
護
連
携
や
認
知
症
施
策
、
地
域
ケ

ア
会
議
の
推
進
な
ど
、
医
療・
介
護・

介
護
予
防・
住
ま
い
及
び
自
立
し
た

日
常
生
活
の
支
援
が
包
括
的
に
確
保

さ
れ
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
さ
ら
な
る
深
化・
推
進
に
向
け
た

取
組
を
充
実・
強
化
す
る
と
と
も
に

高
齢
者
保
健
福
祉
及
び
介
護
保
険
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
の
推
進

　
国
の
こ
ど
も
大
綱
と
の
整
合
を
図

り
な
が
ら
、
子
ど
も・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
や
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推

進
計
画
等
を
包
含
し
た「
飯
塚
市
こ

ど
も
計
画
」
を
策
定
し
、
子
ど
も
に

関
す
る
施
策
の
方
針
を
打
ち
出
す
と

と
も
に
、
複
雑
な
課
題
を
抱
え
る
家

庭
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
子
育
て
世

代
が
安
心
し
て
出
産・
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

■
安
心
し
て
産
み
育
て
や
す
い
環
境

づ
く
り

　
経
済
的
支
援
と
し
て
所
得
制
限
や

第
１
子
の
年
齢
制
限
を
設
け
ず
、
市

内
に
在
住
す
る
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

ま
で
の
第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
償

化
を
実
施
し
、
多
子
世
帯
の
負
担
軽

減
に
努
め
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

は
、
集
団
活
動
や
教
育
的
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
学
校
や

放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業
と
の
連
携

を
図
り
、「
生
き
る
力
」
の
育
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の

安
全・
安
心
な
居
場
所
の
確
保
に
努

め
、
子
育
て
家
庭
の
支
援
と
子
ど
も

た
ち
の
健
全
な
育
成
に
取
り
組
み
ま

す
。

■
障
が
い
者
福
祉

　「
第
４
期
飯
塚
市
障
が
い
者
計
画
」

に
基
づ
き
、
障
が
い
者
に
関
す
る
正

し
い
理
解
の
促
進
や
障
が
い
者
の
自

立
と
社
会
参
加
の
促
進
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
ま
た
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が

適
切
な
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
よ
う
周
知
や
相
談
支
援
体

制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
地
域
福
祉
の
推
進

　
市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
持

ち
、
支
え
合
い
な
が
ら
地
域
を
と
も

に
つ
く
る「
地
域
共
生
社
会
」
の
実

現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
複
雑
化・

複
合
化
し
た
問
題
を
包
括
的
に
支
援

す
る「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」

の
実
施
に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま

す
。

■
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

　
生
活
に
困
窮
し
た
方
々
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
物
価
高
騰
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
要
因
に
よ
り
暮
ら
し

に
困
難
を
抱
え
て
い
る
方
々
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
生
活
保
護

制
度
の
適
切
な
運
用
と
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
制
度
に
よ
る
包
括
的
な
支

援
を
効
果
的
に
活
用
し
、
経
済
的・

社
会
的
自
立
を
支
援
し
ま
す
。

〜
地
域
経
済
〜

■
農
林
業
の
振
興

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継

者・
担
い
手
の
減
少
に
よ
り
、
地
域

の
農
地
が
適
切
に
利
用
さ
れ
な
く
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
目
指
す

べ
き
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確

化
し
、
農
地
の
効
率
的
か
つ
総
合
的

な
利
用
を
図
る
た
め
、「
地
域
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営
を

図
る
た
め
、
農
地
や
農
作
物
に
深
刻

な
被
害
を
与
え
る
有
害
鳥
獣
の
駆
除

等
の
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、
森
林
の

持
つ
多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た

め
、
森
林
環
境
譲
与
税
や
県
の
荒
廃

森
林
整
備
事
業
を
活
用
し
、
荒
廃
森

林
や
放
置
竹
林
の
整
備
を
推
進
し
ま

す
。

■
地
場
産
業
の
振
興・
創
業
促
進
と

産
業
の
創
出

　
産
学
官
の
連
携
の
仕
組
み
を
再
構

築
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
市
民

生
活
の
さ
ら
な
る
向
上
に
資
す
る
社

会
課
題・
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
地
元
企
業
や
地
域

に
お
け
る
大
学
生
の
活
躍
の
場
を
創

出
し
、
新
た
な
学
園
都
市
の
形
成
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
深
刻
化
す
る
労
働
力
不
足

に
直
面
す
る
中
、
関
係
機
関
と
の
連

携
の
も
と
、
外
国
人
材
を
必
要
と
す

る
企
業
の
支
援
に
努
め
る
と
と
も

に
、
海
外
へ
の
進
出
に
向
け
た
事
業

展
開
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
積
極
的

な
誘
致
活
動
を
継
続
的
に
展
開
す
る

た
め
の
基
盤
づ
く
り
と
し
て
、
企
業

立
地
用
地
の
整
備
や
確
保
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
活
発
化
す
る
北
部
九

州
地
域
で
の
設
備
投
資
を
好
機
と
捉

え
、
国
や
県
と
の
連
携
の
も
と
総
合

的
な
企
業
立
地
に
係
る
支
援
策
を
取

り
ま
と
め
、
企
業
の
進
出
と
雇
用
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

■
公
営
競
技
事
業

　
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
オ
ー
ト
レ
ー
ス
の

拡
充
や
オ
ー
ル
ス
タ
ー
・
オ
ー
ト

レ
ー
ス
な
ど
の
グ
レ
ー
ド
レ
ー
ス
の

開
催
に
よ
り
売
上
拡
大
を
図
る
と
と

も
に
、
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
の
建
替
え

に
よ
る
、
よ
り
よ
い
施
設
環
境
の
整

備
を
推
進
し
、
新
た
な
フ
ァ
ン
の
獲

得
に
努
め
ま
す
。

■
商
業
の
振
興

　
市
民
の
購
買
意
欲
促
進
を
図
る
た

め
消
費
喚
起
対
策
を
推
進
し
、
市
内

事
業
者
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
人
々
の
移
動
パ
タ
ー
ン
を

分
析
す
る
た
め
人
流
デ
ー
タ
を
活
用

し
、
主
要
な
商
業
施
設
や
観
光
施
設

に
お
け
る
訪
問
者
の
動
向
分
析
を
行

い
、
効
果
的
な
経
済
施
策
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化

に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
商
都
い
い
づ
か
」
の

復
活
を
目
指
し
、
商
店
街
や
イ
オ
ン

穂
波
店
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
飯
塚
及
び
カ

ホ
テ
ラ
ス
の
大
型
商
業
施
設
間
で
周

遊
商
業
エ
リ
ア
を
創
出
し
、
回
遊
性

と
滞
留
時
間
の
向
上
を
図
り
、
地
域

経
済
の
好
循
環
を
推
進
し
ま
す
。

　
特
産
品
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
優

れ
た
地
域
資
源
及
び
製
品
を「
い
い

づ
か
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
認
定・Ｐ

Ｒ
し
、
販
路
拡
大
に
努
め
る
と
と
も

に
、「
日
の
丸
」
を
初
め
て
染
め
た

と
さ
れ
る
筑
前
茜
染
を
活
用
し
た
製

品
の
開
発
と
歴
史・
文
化
の
啓
発
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
好
調
を
維
持
す
る
ふ
る
さ

と
納
税
を
通
し
て
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
情
報
発
信
力
を
活
用

し
、
本
市
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
で
、
移
住
定
住
の
促
進
に
繋

げ
ま
す
。

■
観
光
の
振
興

　
福
岡・
大
分
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
令
和
６
年
４

月
か
ら
６
月
に
か
け
て
25
年
ぶ
り
に

福
岡
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
本
市
へ
の

誘
客
を
図
る
た
め
、
旧
伊
藤
伝
右
衛

門
邸
で
の
特
別
企
画
展
を
は
じ
め
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
捉
え
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま

す
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了
後
に

お
い
て
も
、
引
き
続
き
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
観

光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
、
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
様
々
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
効
果
的
な
情
報

発
信
に
よ
る
誘
客
に
努
め
ま
す
。

■
就
労
支
援
の
充
実
と
労
働
環
境
の

整
備

　
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
筑
豊
ブ

ラ
ン
チ
を
は
じ
め
と
し
た
国・
県
の

就
労
支
援
機
関
と
連
携
を
図
り
、
職

場
環
境
や
就
業
等
に
関
す
る
相
談
窓

口
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働

者
や
求
職
者
の
就
業
意
欲
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等

学
校
及
び
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
一

貫
し
た
人
材
育
成
を
未
来
へ
の
投
資

と
位
置
づ
け
、デ
ジ
タ
ル
化
、グ
ロ
ー

バ
ル
化
及
び
地
域
へ
の
愛
着
を
育
む

ロ
ー
カ
ル
化
の
視
点
で
積
極
的
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
労
働
力
の
不
足

を
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
事
業
所

の
魅
力
向
上
と
求
職
者
の
ス
キ
ル
向

上
、
就
業
者
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ（
技

術
習
得
）
に
取
り
組
み
、
人
材
の
定

着
を
図
り
ま
す
。

〜
教
育・
文
化
〜

■
学
校
教
育

　
経
済
教
育
の
観
点
を
含
む
キ
ャ
リ

ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
子

ど
も
た
ち
が
自
ら
の
意
思
で
進
路
決

定
や
将
来
設
計
を
行
う
た
め
に
必
要

な
意
欲・
態
度
や
能
力
の
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
お
互
い
の
人
格
を
認

め
、
多
様
性
を
尊
重
で
き
る
豊
か
な

心
を
育
む
人
権
教
育
を
推
進
し
ま

す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
機
会
が
減
少

し
た
集
団
で
の
遊
び
、
外
で
の
遊
び

や
体
育
学
習
の
充
実
を
図
り
、
体
力

の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
い
じ
め
や
問
題
行
動
の

未
然
防
止
の
た
め
、
地
域・
家
庭
、

関
係
機
関
と
連
携・
協
力
し
て
取
り

組
む
と
と
も
に
、
不
登
校
傾
向
の
あ

る
児
童
生
徒
へ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
等
に

よ
り
学
び
の
場
所
の
確
保
と
支
援
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

■
学
校
給
食

　
給
食
調
理
業
務
へ
の
民
間
活
力
の

導
入
に
よ
り
業
務
の
効
率
化
を
図
る

と
と
も
に
、
学
校
給
食
衛
生
管
理
基

準
の
徹
底
と
地
産
地
消
を
推
進
し
な

が
ら
、
献
立
内
容
の
工
夫
に
よ
る
栄

養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
安
全
で
安

心
な
給
食
を
提
供
し
、
食
生
活
に
関

す
る
正
し
い
理
解
や
望
ま
し
い
食
習

慣
を
養
う
た
め
に
、
積
極
的
に
食
育

を
推
進
し
ま
す
。

■
確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
の
推
進

　
小
中
一
貫
教
育
９
年
間
の
連
続
し

た
学
び
の
充
実
と
、「
多
層
指
導
モ

デ
ル(

Ｍ
Ｉ
Ｍ)

」、「
徹
底
反
復
学
習
」、

「
協
調
学
習
」
の
３
つ
の
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
施
に
よ
り
基
礎
学
力
の

定
着
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
知
識
及
び

技
能
の
習
得
と
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
等
を
育
成
す
る
取
組
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
果
的
な
学
習
に

取
り
組
み
、
児
童
生
徒
の
学
び
方
や

教
職
員
の
働
き
方
を
変
革
す
る
教
育

Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
ま
す
。

　
英
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
小
学
校

に
加
え
中
学
校
に
お
い
て
も
オ
ン
ラ

イ
ン
英
会
話
を
実
施
し
、
外
国
語
補

助
教
員
の
活
用
に
よ
り
英
語
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員

を
適
切
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

児
童
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ

た
学
習
環
境
の
整
備
と
特
別
支
援
教

育
を
推
進
し
ま
す
。

■
生
涯
学
習
の
振
興

　
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
の
形

成
を
支
援
す
る
学
び
の
機
会
や
情
報

の
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
や
社
会
教
育
関
係
団

体
等
と
の
連
携・
協
働
の
も
と
、
生

涯
学
習
指
導
者
の
育
成
を
図
り
、
学

習
活
動
の
成
果
を
地
域
で
活
か
せ
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
飯
塚
市
総
合
体
育
館
を
中
心
に
ス

ポ
ー
ツ
大
会
等
の
誘
致
を
行
い
、
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
及

び
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、
40
周
年
を
迎
え
る
飯
塚
国
際
車

い
す
テ
ニ
ス
大
会
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
な
ど
を
行
う
こ
と

で
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
認
知
度

向
上
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
11
月
に
供
用
開
始
予
定
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て

は
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
促
進

し
、
健
幸
長
寿
社
会
の
実
現
、
健
幸

寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
ま
す
。

■
文
化
芸
術
の
振
興

　「
飯
塚
市
文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
文
化
の
担
い
手

で
あ
る
市
民
の
主
体
的
な
文
化
芸
術

活
動
を
通
じ
て
、「
個
性
豊
か
な
新

し
い
文
化
の
創
造
」
に
努
め
ま
す
。

■
文
化
財
保
護

　
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
等
の
文
化
財

の
適
切
な
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、

嘉
穂
劇
場
に
つ
い
て
は
再
開
に
向
け

た
改
修・
活
用
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
財
の
公
開
や
歴
史
資

料
館
で
の
企
画
展・
講
座
等
の
開
催

を
通
し
て
、
本
市
の
文
化
遺
産
の
さ

ら
な
る
発
信・
活
用
に
努
め
ま
す
。

■
国
際
交
流・
多
文
化
共
生
の
推
進

　
姉
妹
都
市
米
国
サ
ニ
ー
ベ
ー
ル
市

か
ら
の
中
高
生
の
受
け
入
れ
や
派
遣

に
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を

図
り
、
さ
ら
な
る
友
好
交
流
を
進
め

ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
交
流
事
業
や
日
本
語

教
室
を
実
施
し
、
地
域
に
お
け
る
国

際
理
解
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

在
住
外
国
人
が
地
域
か
ら
孤
立
し
な

い
共
生
社
会
を
推
進
し
ま
す
。

〜
都
市
基
盤・
生
活
基
盤
〜

■
災
害・
減
災
対
策
の
充
実

　
防
災
関
係
機
関
や
協
定
締
結
企
業

と
の
連
携
強
化
を
目
的
と
し
た
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
、
防
災
対
応
力

の
向
上
と
災
害
発
生
時
に
お
け
る
被

災
者
支
援
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
Ｄ

Ｘ
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
啓
発
活
動
で
は
、
体

験
型
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
型
の
コ

ン
テ
ン
ツ
に
よ
る
啓
発
を
行
い
、
体

験
を
通
じ
た
防
災
知
識
の
向
上
、
市

民
へ
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま

す
。

　
浸
水
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
防
災（
浸
水
）
対
策
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
取
り
組
ん
で
い
る
排
水
ポ

ン
プ
場
や
水
路
の
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
国・
県・
市
で
緊
密
な
連

携
を
図
り
、
一
級
河
川
遠
賀
川
を
は

じ
め
県
営
庄
内
川
及
び
庄
司
川
の
浸

水
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

■
生
活
安
全
の
向
上

　
安
全・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
警
察
、
行
政
、
地
域

住
民
等
と
連
携
し
て
地
域
の
防
犯
体

制
を
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
安
全
や
飲
酒
運
転
撲

滅
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、
専
門

相
談
員
に
よ
る
相
談
業
務
を
継
続
実

施
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
被
害
の

未
然
防
止
に
向
け
た
啓
発
活
動
を
展

開
し
、
複
雑
化・
多
様
化
す
る
消
費

者
問
題
に
対
応
し
ま
す
。

■
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

　
菰
田・
堀
池
地
区
活
性
化
に
つ
い

て
は
、「
飯
塚
駅
周
辺
地
区
整
備
基

本
計
画
」
に
基
づ
き
、
駅
舎
、
自
由

通
路
、
駅
前
広
場
な
ど
の
整
備
を
進

め
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し

た
賑
わ
い
の
あ
る
拠
点
づ
く
り
を
総

合
的
に
推
進
し
ま
す
。

■
定
住
環
境
の
充
実

　
良
質
な
住
宅
を
供
給
す
る
た
め

に
、
老
朽
化
が
著
し
い
市
営
住
宅
の

建
替
え
や
長
寿
命
化
を
目
的
と
し
た

改
修
を
推
進
し
ま
す
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
空
家
等
対
策
計
画
」に
基
づ
き
、

快
適
な
住
環
境
の
保
全
等
を
図
る
た

め
、
各
種
施
策
に
効
果
的
か
つ
効
率

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
地
域
公
共
交
通

　「
飯
塚
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」

に
基
づ
き
、民
間
交
通
機
関
の
確
保・

維
持
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
運
行

に
よ
り
、
公
共
交
通
全
体
の
維
持
に

取
り
組
み
ま
す
。

■
公
園
の
整
備

　
長
期
的
に
安
定
し
た
維
持
管
理
や

公
園
機
能
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、

「
飯
塚
市
公
園
等
ス
ト
ッ
ク
再
編
計

画
」
に
基
づ
き
、
適
正
配
置
や
用
途

変
更
に
伴
う
効
率
的
な
利
活
用
に
努

め
ま
す
。

■
主
要
幹
線
道
路
網
の
整
備

　
八
木
山
バ
イ
パ
ス
４
車
線
化
の
早

期
完
成
を
推
進
し
、
福
岡
都
市
圏
へ

の
ア
ク
セ
ス
強
化
や
、
渋
滞
解
消
を

進
め
る
と
と
も
に
、
市
内
各
地
域
へ

の
交
通
網
強
化
を
図
る
た
め
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
フ
ル
ラ
ン
プ
化
の

実
現
に
向
け
て
、
国
や
県
に
対
し
、

さ
ら
な
る
要
望
を
行
い
ま
す
。

■
県
道・
市
道
及
び
都
市
計
画
道
路

の
整
備

　
県
道
飯
塚
穂
波
線
を
は
じ
め
と
す

る
各
路
線
の
整
備
、
完
成
に
向
け
た

取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　
市
道
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
安

全
性
確
保
の
た
め
計
画
的
に
点
検・

補
修
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
新
飯
塚
潤
野
線
の
早
期

完
成
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
主

要
幹
線
を
結
ぶ
基
幹
路
線
の
事
業
化

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

■
上
下
水
道
の
整
備

　「
飯
塚
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
」

並
び
に「
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
」
に
基
づ
き
、
重
要
給
水
施
設

管
路
の
更
新
を
継
続
的
に
実
施
す
る

と
と
も
に
、
重
要
施
設
で
あ
る
津
原

導
水
管
の
更
新
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
水
道
施
設
に
つ

い
て
も
最
適
化
を
図
り
、
計
画
的
な

更
新
及
び
適
切
な
維
持・
管
理
に
努

め
ま
す
。

　
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
公
共
下
水
道
事
業
計
画
」
に
基

づ
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
及
び
他
の
汚
水
処
理

事
業
と
の
連
携
に
よ
る
普
及・
促
進

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
汚
水
処
理
人

口
普
及
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
下
水
道
施
設
の
改
築・
更
新
に
つ

い
て
は
、「
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
」
に
基
づ
き
、
計
画

的
に
実
施
し
ま
す
。

〜
自
然
環
境
〜

■
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　「
第
３
次
飯
塚
市
環
境
基
本
計
画
」

に
掲
げ
る
基
本
目
標
の
達
成
に
向
け

て
、市
民
、団
体
、事
業
者
等
と
協
働・

連
携
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
踏
ま

え
た
循
環
型
社
会
を
形
成
し
ま
す
。

　
今
後
の
環
境
施
設
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
新
た
な
ご
み
処
理
施
設
の

建
設
及
び
し
尿
処
理
施
設
や
火
葬
場

の
改
築
や
更
新
等
、
中
長
期
的
か
つ

広
域
的
な
視
点
に
よ
る
効
果
的
で
効

率
的
な
環
境
衛
生
処
理
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
と
と
も
に
、
市
の
価
値
を
さ
ら
に

高
め
、
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
こ
れ
ら
施
策
を
確
実

に
進
め
、
飯
塚
市
に
定
住
を
希
望
す

る
人
を
よ
り
多
く
呼
び
込
み
、
魅
力

あ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

　
以
上
が
、
令
和
６
年
度
の
主
な
施

策
で
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

歳
出
で
は
、
市
民
生
活
の
安
心
と
地

域
経
済
の
回
復
に
つ
な
が
る
施
策
の

推
進
経
費
や
、社
会
保
障
関
連
経
費
、

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
更
新
や
長

寿
命
化
対
策
経
費
の
増
加
が
見
込
ま

れ
ま
す
が
、「
活
力
あ
る
未
来
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
」
に
資
す
る
事
業

費
も
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
一
方
、
歳
入
で
は
、
全
国
の
皆
様

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
貴
重
な
財

源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
ま
た
、
近
年
の
企
業
誘
致
や
、

本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
地

域
雇
用
の
創
出
や
定
住
人
口
の
増
加

等
に
よ
る
積
極
的
な
歳
入
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
事
業
実
施
に
際
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
に
積
立
し
た
基
金

も
活
用
し
て
事
業
の
財
源
を
確
保
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ

て
、
総
合
計
画
の
都
市
目
標
像
で
あ

る「
人
が
輝
き
　
ま
ち
が
飛
躍
す
る

住
み
た
い
ま
ち
　
住
み
つ
づ
け
た
い

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
安
定
的
な
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
、
効
果
的
、
効
率
的

に
具
現
化
で
き
る
事
業
に
つ
い
て
は

優
先
的
、
重
点
的
に
予
算
を
配
分
し

な
が
ら
、
将
来
世
代
に
向
け
て
持
続

可
能
な
財
政
運
営
を
引
き
継
ぐ
こ
と

が
で
き
る
行
政
運
営
に
取
り
組
み
ま

す
。
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令和６年度　施政方針

令
和
６
年
度
　
施
政
方
針

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
２
類
か

ら
５
類
へ
と
移
行
し
た
こ
と
に
よ

り
、
社
会・
経
済
活
動
が
活
性
化
さ

れ
、
多
く
の
催
し
が
再
開
さ
れ
る
な

ど
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
回
復

し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
世
界
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー・
食
料
価
格
等
の
高
騰
に

よ
り
、
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
非

常
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
飯
塚
市
が
置
か

れ
た
現
状
は
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
な
ど
の
課
題
を
抱
え
、
決
し
て
楽

観
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、
飯

塚
市
総
合
体
育
館
の
開
館
、
ゆ
め
タ

ウ
ン
飯
塚
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に

伴
う
周
遊
商
業
エ
リ
ア
内
の
商
業
活

性
化
な
ど
、
雇
用
の
創
出
や
定
住
人

口・
関
係
人
口
の
増
加
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
が

過
去
最
高
額
に
達
し
、
３
年
連
続
で

県
内
１
位
、
全
国
で
も
８
位
の
寄
附

金
額
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ

れ
ま
で
働
く
場
所
、
住
む
場
所
、
教

育・
子
育
て
す
る
場
所
と
し
て
選
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
住
み
続
け
た

い
ま
ち
づ
く
り
に
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
で
、「
本
当
に
住
み

や
す
い
街
大
賞
２
０
２
３
in
福
岡
」

に
お
い
て「
新
飯
塚
エ
リ
ア
」
が
県

内
第
３
位
の
評
価
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
は
、
こ
の
よ
う
な
市

政
発
展
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
な

く
、
引
続
き「
前
進
」
さ
せ
る
た
め
、

「
未
来
を
担
う
子
ど
も
を
育
む
教
育

の
ま
ち
」、「
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
」、「
地
元
に
働

く
場
所
が
あ
る
活
力
あ
る
ま
ち
」、

「
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
健
康

な
ま
ち
」
を
４
つ
の
柱
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
取
組
を
加
速
さ
せ
、
飯
塚

市
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
、
魅
力
あ

る
元
気
な
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

〜
人
権・
市
民
参
画
〜

■
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　「
飯
塚
市
部
落
差
別
を
は
じ
め
あ

ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」
及
び「
第
３
次
飯
塚
市
人

権
教
育・
啓
発
実
施
計
画
」
に
基
づ

き
、
人
権
教
育・
啓
発
に
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
取
り
組
み
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
人

権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

■
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　「
第
２
次
飯
塚
市
男
女
共
同
参
画

後
期
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー「
サ
ン
ク
ス
」

で
の
啓
発
講
座
等
を
通
じ
て
、
女
性

活
躍
の
推
進
や
Ｄ
Ｖ
防
止
な
ど
の
啓

発
を
広
く
行
い
ま
す
。

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
地
域
の
課
題
を
自
ら
が
解
決
で
き

る
地
域
の
力
を
醸
成
し
、
自
主
自
立

し
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、情
報
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、

必
要
な
支
援
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
施
設

と
し
て
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た

め
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
及
び

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
法
人
化
に
向

け
た
支
援
に
努
め
ま
す
。

■
情
報
化
の
推
進

　「
飯
塚
市
地
域
情
報
化
計
画
」
に

基
づ
き
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的・
効
率
的

か
つ
積
極
的
に
活
用
し
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
業
務
の
効
率
化
、
地

域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
市
政
情
報
の
発
信

　
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
テ
レ
ビ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
媒
体

の
特
性
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
を
必

要
と
す
る
人
に
速
や
か
に
届
け
ら
れ

る
よ
う
な
情
報
発
信
に
努
め
、
職
員

一
人
ひ
と
り
が
発
信
者
で
あ
る
と
い

う
認
識
の
も
と
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に

お
い
て
本
市
の
魅
力
を
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
す
。

〜
行
政
経
営
〜

■
行
政
経
営

　「
飯
塚
市
行
政
経
営
戦
略
推
進
ビ

ジ
ョ
ン
」
及
び「
飯
塚
市
行
政
経
営

戦
略
推
進
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
や
働
き
方
改
革
の
推
進
、
将

来
に
先
送
り
し
な
い
健
全
な
財
政
運

営
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

■
公
共
施
設
等
の
最
適
化
と
有
効
利

活
用

　「
第
２
次
公
共
施
設
等
の
あ
り
方

に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、

財
政
負
担
の
軽
減
及
び
平
準
化
に
つ

な
が
る
よ
う
計
画
的
な
維
持
管
理
や

適
正
配
置
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
計
画
や
利
活
用
策
が

な
い
公
共
施
設
等
の
跡
地・
跡
施
設

に
つ
い
て
は
、
民
間
へ
の
売
却
な
ど

を
推
進
し
ま
す
。

〜
健
幸・
子
育
て
〜

■
健
幸
都
市
づ
く
り
の
推
進

　
令
和
５
年
度
に
改
訂
し
た「
第
２

次
飯
塚
市
健
康
づ
く
り
計
画
」、「
第

２
次
飯
塚
市
自
殺
対
策
計
画
」
及
び

「
第
３
次
い
い
づ
か
健
幸
都
市
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
、
目
標
達
成
に
向

け
、各
事
業
を
着
実
に
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
い
い
づ
か
健
幸
ポ
イ
ン

ト
事
業
」
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
自
主
的
な
健

康
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

運
動
教
室
を
は
じ
め
、
講
座・
イ
ベ

ン
ト
等
に
つ
い
て
も
内
容
を
充
実
さ

せ
実
施
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
令
和
６
年
度
は
、
本
市

と
同
じ
く
健
幸
都
市
を
目
指
す
全
国

の
市
町
村
長
が
参
加
す
る
、「
Ｓ
ｍ

ａ
ｒ
ｔ 

Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ 

Ｃ
ｉ

ｔｙ 

首
長
研
究
会
」
を
開
催
し
、「
健

幸
都
市
の
実
現
」に
取
り
組
み
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業

　
特
定
健
康
診
査
受
診
率
向
上
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
特
定
保
健
指
導

等
に
よ
る
知
識
の
普
及・
啓
発
等
の

効
果
的
な
保
健
指
導
を
行
う
こ
と

で
、
生
活
習
慣
改
善
及
び
重
症
化
予

防
を
図
り
、
市
民
自
ら
が
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
が

伸
び
て
い
る
中
、
医
療
費
適
正
化
の

推
進
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
安

定
的
な
国
保
運
営
に
努
め
ま
す
。

■
飯
塚
市
立
病
院

　
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
べ
く
、
地
元
医
師
会
や

他
の
医
療
機
関
と
の
医
療
機
能
の
役

割
分
担
と
連
携
を
強
化
し
、
飯
塚
医

療
圏
域
に
お
け
る
一
体
的
な
医
療
提

供
体
制
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
小
児

科
時
間
外
診
療
を
開
始
し
、
一
次
救

急
の
診
療
体
制
確
保
に
取
り
組
み
ま

す
。

■
高
齢
者
福
祉
施
策

　
令
和
６
年
度
か
ら
８
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る「
第
９
期
飯
塚
市

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保

険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
、

健
康
か
つ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
実
現
す
る
た
め
に
、
在
宅
医
療・

介
護
連
携
や
認
知
症
施
策
、
地
域
ケ

ア
会
議
の
推
進
な
ど
、
医
療・
介
護・

介
護
予
防・
住
ま
い
及
び
自
立
し
た

日
常
生
活
の
支
援
が
包
括
的
に
確
保

さ
れ
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
さ
ら
な
る
深
化・
推
進
に
向
け
た

取
組
を
充
実・
強
化
す
る
と
と
も
に

高
齢
者
保
健
福
祉
及
び
介
護
保
険
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
の
推
進

　
国
の
こ
ど
も
大
綱
と
の
整
合
を
図

り
な
が
ら
、
子
ど
も・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
や
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推

進
計
画
等
を
包
含
し
た「
飯
塚
市
こ

ど
も
計
画
」
を
策
定
し
、
子
ど
も
に

関
す
る
施
策
の
方
針
を
打
ち
出
す
と

と
も
に
、
複
雑
な
課
題
を
抱
え
る
家

庭
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
子
育
て
世

代
が
安
心
し
て
出
産・
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

■
安
心
し
て
産
み
育
て
や
す
い
環
境

づ
く
り

　
経
済
的
支
援
と
し
て
所
得
制
限
や

第
１
子
の
年
齢
制
限
を
設
け
ず
、
市

内
に
在
住
す
る
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

ま
で
の
第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
償

化
を
実
施
し
、
多
子
世
帯
の
負
担
軽

減
に
努
め
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

は
、
集
団
活
動
や
教
育
的
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
学
校
や

放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業
と
の
連
携

を
図
り
、「
生
き
る
力
」
の
育
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の

安
全・
安
心
な
居
場
所
の
確
保
に
努

め
、
子
育
て
家
庭
の
支
援
と
子
ど
も

た
ち
の
健
全
な
育
成
に
取
り
組
み
ま

す
。

■
障
が
い
者
福
祉

　「
第
４
期
飯
塚
市
障
が
い
者
計
画
」

に
基
づ
き
、
障
が
い
者
に
関
す
る
正

し
い
理
解
の
促
進
や
障
が
い
者
の
自

立
と
社
会
参
加
の
促
進
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
ま
た
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が

適
切
な
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
よ
う
周
知
や
相
談
支
援
体

制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
地
域
福
祉
の
推
進

　
市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
持

ち
、
支
え
合
い
な
が
ら
地
域
を
と
も

に
つ
く
る「
地
域
共
生
社
会
」
の
実

現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
複
雑
化・

複
合
化
し
た
問
題
を
包
括
的
に
支
援

す
る「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」

の
実
施
に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま

す
。

■
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

　
生
活
に
困
窮
し
た
方
々
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
物
価
高
騰
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
要
因
に
よ
り
暮
ら
し

に
困
難
を
抱
え
て
い
る
方
々
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
生
活
保
護

制
度
の
適
切
な
運
用
と
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
制
度
に
よ
る
包
括
的
な
支

援
を
効
果
的
に
活
用
し
、
経
済
的・

社
会
的
自
立
を
支
援
し
ま
す
。

〜
地
域
経
済
〜

■
農
林
業
の
振
興

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継

者・
担
い
手
の
減
少
に
よ
り
、
地
域

の
農
地
が
適
切
に
利
用
さ
れ
な
く
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
目
指
す

べ
き
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確

化
し
、
農
地
の
効
率
的
か
つ
総
合
的

な
利
用
を
図
る
た
め
、「
地
域
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営
を

図
る
た
め
、
農
地
や
農
作
物
に
深
刻

な
被
害
を
与
え
る
有
害
鳥
獣
の
駆
除

等
の
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、
森
林
の

持
つ
多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た

め
、
森
林
環
境
譲
与
税
や
県
の
荒
廃

森
林
整
備
事
業
を
活
用
し
、
荒
廃
森

林
や
放
置
竹
林
の
整
備
を
推
進
し
ま

す
。

■
地
場
産
業
の
振
興・
創
業
促
進
と

産
業
の
創
出

　
産
学
官
の
連
携
の
仕
組
み
を
再
構

築
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
市
民

生
活
の
さ
ら
な
る
向
上
に
資
す
る
社

会
課
題・
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
地
元
企
業
や
地
域

に
お
け
る
大
学
生
の
活
躍
の
場
を
創

出
し
、
新
た
な
学
園
都
市
の
形
成
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
深
刻
化
す
る
労
働
力
不
足

に
直
面
す
る
中
、
関
係
機
関
と
の
連

携
の
も
と
、
外
国
人
材
を
必
要
と
す

る
企
業
の
支
援
に
努
め
る
と
と
も

に
、
海
外
へ
の
進
出
に
向
け
た
事
業

展
開
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
積
極
的

な
誘
致
活
動
を
継
続
的
に
展
開
す
る

た
め
の
基
盤
づ
く
り
と
し
て
、
企
業

立
地
用
地
の
整
備
や
確
保
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
活
発
化
す
る
北
部
九

州
地
域
で
の
設
備
投
資
を
好
機
と
捉

え
、
国
や
県
と
の
連
携
の
も
と
総
合

的
な
企
業
立
地
に
係
る
支
援
策
を
取

り
ま
と
め
、
企
業
の
進
出
と
雇
用
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

■
公
営
競
技
事
業

　
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
オ
ー
ト
レ
ー
ス
の

拡
充
や
オ
ー
ル
ス
タ
ー
・
オ
ー
ト

レ
ー
ス
な
ど
の
グ
レ
ー
ド
レ
ー
ス
の

開
催
に
よ
り
売
上
拡
大
を
図
る
と
と

も
に
、
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
の
建
替
え

に
よ
る
、
よ
り
よ
い
施
設
環
境
の
整

備
を
推
進
し
、
新
た
な
フ
ァ
ン
の
獲

得
に
努
め
ま
す
。

■
商
業
の
振
興

　
市
民
の
購
買
意
欲
促
進
を
図
る
た

め
消
費
喚
起
対
策
を
推
進
し
、
市
内

事
業
者
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
人
々
の
移
動
パ
タ
ー
ン
を

分
析
す
る
た
め
人
流
デ
ー
タ
を
活
用

し
、
主
要
な
商
業
施
設
や
観
光
施
設

に
お
け
る
訪
問
者
の
動
向
分
析
を
行

い
、
効
果
的
な
経
済
施
策
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化

に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
商
都
い
い
づ
か
」
の

復
活
を
目
指
し
、
商
店
街
や
イ
オ
ン

穂
波
店
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
飯
塚
及
び
カ

ホ
テ
ラ
ス
の
大
型
商
業
施
設
間
で
周

遊
商
業
エ
リ
ア
を
創
出
し
、
回
遊
性

と
滞
留
時
間
の
向
上
を
図
り
、
地
域

経
済
の
好
循
環
を
推
進
し
ま
す
。

　
特
産
品
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
優

れ
た
地
域
資
源
及
び
製
品
を「
い
い

づ
か
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
認
定・Ｐ

Ｒ
し
、
販
路
拡
大
に
努
め
る
と
と
も

に
、「
日
の
丸
」
を
初
め
て
染
め
た

と
さ
れ
る
筑
前
茜
染
を
活
用
し
た
製

品
の
開
発
と
歴
史・
文
化
の
啓
発
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
好
調
を
維
持
す
る
ふ
る
さ

と
納
税
を
通
し
て
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
情
報
発
信
力
を
活
用

し
、
本
市
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
で
、
移
住
定
住
の
促
進
に
繋

げ
ま
す
。

■
観
光
の
振
興

　
福
岡・
大
分
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
令
和
６
年
４

月
か
ら
６
月
に
か
け
て
25
年
ぶ
り
に

福
岡
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
本
市
へ
の

誘
客
を
図
る
た
め
、
旧
伊
藤
伝
右
衛

門
邸
で
の
特
別
企
画
展
を
は
じ
め
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
捉
え
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま

す
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了
後
に

お
い
て
も
、
引
き
続
き
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
観

光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
、
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
様
々
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
効
果
的
な
情
報

発
信
に
よ
る
誘
客
に
努
め
ま
す
。

■
就
労
支
援
の
充
実
と
労
働
環
境
の

整
備

　
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
筑
豊
ブ

ラ
ン
チ
を
は
じ
め
と
し
た
国・
県
の

就
労
支
援
機
関
と
連
携
を
図
り
、
職

場
環
境
や
就
業
等
に
関
す
る
相
談
窓

口
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働

者
や
求
職
者
の
就
業
意
欲
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等

学
校
及
び
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
一

貫
し
た
人
材
育
成
を
未
来
へ
の
投
資

と
位
置
づ
け
、デ
ジ
タ
ル
化
、グ
ロ
ー

バ
ル
化
及
び
地
域
へ
の
愛
着
を
育
む

ロ
ー
カ
ル
化
の
視
点
で
積
極
的
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
労
働
力
の
不
足

を
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
事
業
所

の
魅
力
向
上
と
求
職
者
の
ス
キ
ル
向

上
、
就
業
者
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ（
技

術
習
得
）
に
取
り
組
み
、
人
材
の
定

着
を
図
り
ま
す
。

〜
教
育・
文
化
〜

■
学
校
教
育

　
経
済
教
育
の
観
点
を
含
む
キ
ャ
リ

ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
子

ど
も
た
ち
が
自
ら
の
意
思
で
進
路
決

定
や
将
来
設
計
を
行
う
た
め
に
必
要

な
意
欲・
態
度
や
能
力
の
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
お
互
い
の
人
格
を
認

め
、
多
様
性
を
尊
重
で
き
る
豊
か
な

心
を
育
む
人
権
教
育
を
推
進
し
ま

す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
機
会
が
減
少

し
た
集
団
で
の
遊
び
、
外
で
の
遊
び

や
体
育
学
習
の
充
実
を
図
り
、
体
力

の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
い
じ
め
や
問
題
行
動
の

未
然
防
止
の
た
め
、
地
域・
家
庭
、

関
係
機
関
と
連
携・
協
力
し
て
取
り

組
む
と
と
も
に
、
不
登
校
傾
向
の
あ

る
児
童
生
徒
へ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
等
に

よ
り
学
び
の
場
所
の
確
保
と
支
援
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

■
学
校
給
食

　
給
食
調
理
業
務
へ
の
民
間
活
力
の

導
入
に
よ
り
業
務
の
効
率
化
を
図
る

と
と
も
に
、
学
校
給
食
衛
生
管
理
基

準
の
徹
底
と
地
産
地
消
を
推
進
し
な

が
ら
、
献
立
内
容
の
工
夫
に
よ
る
栄

養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
安
全
で
安

心
な
給
食
を
提
供
し
、
食
生
活
に
関

す
る
正
し
い
理
解
や
望
ま
し
い
食
習

慣
を
養
う
た
め
に
、
積
極
的
に
食
育

を
推
進
し
ま
す
。

■
確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
の
推
進

　
小
中
一
貫
教
育
９
年
間
の
連
続
し

た
学
び
の
充
実
と
、「
多
層
指
導
モ

デ
ル(

Ｍ
Ｉ
Ｍ)

」、「
徹
底
反
復
学
習
」、

「
協
調
学
習
」
の
３
つ
の
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
施
に
よ
り
基
礎
学
力
の

定
着
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
知
識
及
び

技
能
の
習
得
と
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
等
を
育
成
す
る
取
組
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
果
的
な
学
習
に

取
り
組
み
、
児
童
生
徒
の
学
び
方
や

教
職
員
の
働
き
方
を
変
革
す
る
教
育

Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
ま
す
。

　
英
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
小
学
校

に
加
え
中
学
校
に
お
い
て
も
オ
ン
ラ

イ
ン
英
会
話
を
実
施
し
、
外
国
語
補

助
教
員
の
活
用
に
よ
り
英
語
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員

を
適
切
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

児
童
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ

た
学
習
環
境
の
整
備
と
特
別
支
援
教

育
を
推
進
し
ま
す
。

■
生
涯
学
習
の
振
興

　
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
の
形

成
を
支
援
す
る
学
び
の
機
会
や
情
報

の
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
や
社
会
教
育
関
係
団

体
等
と
の
連
携・
協
働
の
も
と
、
生

涯
学
習
指
導
者
の
育
成
を
図
り
、
学

習
活
動
の
成
果
を
地
域
で
活
か
せ
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
飯
塚
市
総
合
体
育
館
を
中
心
に
ス

ポ
ー
ツ
大
会
等
の
誘
致
を
行
い
、
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
及

び
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、
40
周
年
を
迎
え
る
飯
塚
国
際
車

い
す
テ
ニ
ス
大
会
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
な
ど
を
行
う
こ
と

で
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
認
知
度

向
上
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
11
月
に
供
用
開
始
予
定
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て

は
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
促
進

し
、
健
幸
長
寿
社
会
の
実
現
、
健
幸

寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
ま
す
。

■
文
化
芸
術
の
振
興

　「
飯
塚
市
文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
文
化
の
担
い
手

で
あ
る
市
民
の
主
体
的
な
文
化
芸
術

活
動
を
通
じ
て
、「
個
性
豊
か
な
新

し
い
文
化
の
創
造
」
に
努
め
ま
す
。

■
文
化
財
保
護

　
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
等
の
文
化
財

の
適
切
な
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、

嘉
穂
劇
場
に
つ
い
て
は
再
開
に
向
け

た
改
修・
活
用
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
財
の
公
開
や
歴
史
資

料
館
で
の
企
画
展・
講
座
等
の
開
催

を
通
し
て
、
本
市
の
文
化
遺
産
の
さ

ら
な
る
発
信・
活
用
に
努
め
ま
す
。

■
国
際
交
流・
多
文
化
共
生
の
推
進

　
姉
妹
都
市
米
国
サ
ニ
ー
ベ
ー
ル
市

か
ら
の
中
高
生
の
受
け
入
れ
や
派
遣

に
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を

図
り
、
さ
ら
な
る
友
好
交
流
を
進
め

ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
交
流
事
業
や
日
本
語

教
室
を
実
施
し
、
地
域
に
お
け
る
国

際
理
解
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

在
住
外
国
人
が
地
域
か
ら
孤
立
し
な

い
共
生
社
会
を
推
進
し
ま
す
。

〜
都
市
基
盤・
生
活
基
盤
〜

■
災
害・
減
災
対
策
の
充
実

　
防
災
関
係
機
関
や
協
定
締
結
企
業

と
の
連
携
強
化
を
目
的
と
し
た
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
、
防
災
対
応
力

の
向
上
と
災
害
発
生
時
に
お
け
る
被

災
者
支
援
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
Ｄ

Ｘ
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
啓
発
活
動
で
は
、
体

験
型
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
型
の
コ

ン
テ
ン
ツ
に
よ
る
啓
発
を
行
い
、
体

験
を
通
じ
た
防
災
知
識
の
向
上
、
市

民
へ
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま

す
。

　
浸
水
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
防
災（
浸
水
）
対
策
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
取
り
組
ん
で
い
る
排
水
ポ

ン
プ
場
や
水
路
の
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
国・
県・
市
で
緊
密
な
連

携
を
図
り
、
一
級
河
川
遠
賀
川
を
は

じ
め
県
営
庄
内
川
及
び
庄
司
川
の
浸

水
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

■
生
活
安
全
の
向
上

　
安
全・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
警
察
、
行
政
、
地
域

住
民
等
と
連
携
し
て
地
域
の
防
犯
体

制
を
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
安
全
や
飲
酒
運
転
撲

滅
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、
専
門

相
談
員
に
よ
る
相
談
業
務
を
継
続
実

施
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
被
害
の

未
然
防
止
に
向
け
た
啓
発
活
動
を
展

開
し
、
複
雑
化・
多
様
化
す
る
消
費

者
問
題
に
対
応
し
ま
す
。

■
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

　
菰
田・
堀
池
地
区
活
性
化
に
つ
い

て
は
、「
飯
塚
駅
周
辺
地
区
整
備
基

本
計
画
」
に
基
づ
き
、
駅
舎
、
自
由

通
路
、
駅
前
広
場
な
ど
の
整
備
を
進

め
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し

た
賑
わ
い
の
あ
る
拠
点
づ
く
り
を
総

合
的
に
推
進
し
ま
す
。

■
定
住
環
境
の
充
実

　
良
質
な
住
宅
を
供
給
す
る
た
め

に
、
老
朽
化
が
著
し
い
市
営
住
宅
の

建
替
え
や
長
寿
命
化
を
目
的
と
し
た

改
修
を
推
進
し
ま
す
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
空
家
等
対
策
計
画
」に
基
づ
き
、

快
適
な
住
環
境
の
保
全
等
を
図
る
た

め
、
各
種
施
策
に
効
果
的
か
つ
効
率

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
地
域
公
共
交
通

　「
飯
塚
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」

に
基
づ
き
、民
間
交
通
機
関
の
確
保・

維
持
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
運
行

に
よ
り
、
公
共
交
通
全
体
の
維
持
に

取
り
組
み
ま
す
。

■
公
園
の
整
備

　
長
期
的
に
安
定
し
た
維
持
管
理
や

公
園
機
能
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、

「
飯
塚
市
公
園
等
ス
ト
ッ
ク
再
編
計

画
」
に
基
づ
き
、
適
正
配
置
や
用
途

変
更
に
伴
う
効
率
的
な
利
活
用
に
努

め
ま
す
。

■
主
要
幹
線
道
路
網
の
整
備

　
八
木
山
バ
イ
パ
ス
４
車
線
化
の
早

期
完
成
を
推
進
し
、
福
岡
都
市
圏
へ

の
ア
ク
セ
ス
強
化
や
、
渋
滞
解
消
を

進
め
る
と
と
も
に
、
市
内
各
地
域
へ

の
交
通
網
強
化
を
図
る
た
め
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
フ
ル
ラ
ン
プ
化
の

実
現
に
向
け
て
、
国
や
県
に
対
し
、

さ
ら
な
る
要
望
を
行
い
ま
す
。

■
県
道・
市
道
及
び
都
市
計
画
道
路

の
整
備

　
県
道
飯
塚
穂
波
線
を
は
じ
め
と
す

る
各
路
線
の
整
備
、
完
成
に
向
け
た

取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　
市
道
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
安

全
性
確
保
の
た
め
計
画
的
に
点
検・

補
修
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
新
飯
塚
潤
野
線
の
早
期

完
成
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
主

要
幹
線
を
結
ぶ
基
幹
路
線
の
事
業
化

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

■
上
下
水
道
の
整
備

　「
飯
塚
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
」

並
び
に「
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
」
に
基
づ
き
、
重
要
給
水
施
設

管
路
の
更
新
を
継
続
的
に
実
施
す
る

と
と
も
に
、
重
要
施
設
で
あ
る
津
原

導
水
管
の
更
新
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
水
道
施
設
に
つ

い
て
も
最
適
化
を
図
り
、
計
画
的
な

更
新
及
び
適
切
な
維
持・
管
理
に
努

め
ま
す
。

　
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
公
共
下
水
道
事
業
計
画
」
に
基

づ
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
及
び
他
の
汚
水
処
理

事
業
と
の
連
携
に
よ
る
普
及・
促
進

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
汚
水
処
理
人

口
普
及
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
下
水
道
施
設
の
改
築・
更
新
に
つ

い
て
は
、「
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
」
に
基
づ
き
、
計
画

的
に
実
施
し
ま
す
。

〜
自
然
環
境
〜

■
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　「
第
３
次
飯
塚
市
環
境
基
本
計
画
」

に
掲
げ
る
基
本
目
標
の
達
成
に
向
け

て
、市
民
、団
体
、事
業
者
等
と
協
働・

連
携
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
踏
ま

え
た
循
環
型
社
会
を
形
成
し
ま
す
。

　
今
後
の
環
境
施
設
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
新
た
な
ご
み
処
理
施
設
の

建
設
及
び
し
尿
処
理
施
設
や
火
葬
場

の
改
築
や
更
新
等
、
中
長
期
的
か
つ

広
域
的
な
視
点
に
よ
る
効
果
的
で
効

率
的
な
環
境
衛
生
処
理
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
と
と
も
に
、
市
の
価
値
を
さ
ら
に

高
め
、
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
こ
れ
ら
施
策
を
確
実

に
進
め
、
飯
塚
市
に
定
住
を
希
望
す

る
人
を
よ
り
多
く
呼
び
込
み
、
魅
力

あ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

　
以
上
が
、
令
和
６
年
度
の
主
な
施

策
で
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

歳
出
で
は
、
市
民
生
活
の
安
心
と
地

域
経
済
の
回
復
に
つ
な
が
る
施
策
の

推
進
経
費
や
、社
会
保
障
関
連
経
費
、

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
更
新
や
長

寿
命
化
対
策
経
費
の
増
加
が
見
込
ま

れ
ま
す
が
、「
活
力
あ
る
未
来
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
」
に
資
す
る
事
業

費
も
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
一
方
、
歳
入
で
は
、
全
国
の
皆
様

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
貴
重
な
財

源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
ま
た
、
近
年
の
企
業
誘
致
や
、

本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
地

域
雇
用
の
創
出
や
定
住
人
口
の
増
加

等
に
よ
る
積
極
的
な
歳
入
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
事
業
実
施
に
際
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
に
積
立
し
た
基
金

も
活
用
し
て
事
業
の
財
源
を
確
保
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ

て
、
総
合
計
画
の
都
市
目
標
像
で
あ

る「
人
が
輝
き
　
ま
ち
が
飛
躍
す
る

住
み
た
い
ま
ち
　
住
み
つ
づ
け
た
い

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
安
定
的
な
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
、
効
果
的
、
効
率
的

に
具
現
化
で
き
る
事
業
に
つ
い
て
は

優
先
的
、
重
点
的
に
予
算
を
配
分
し

な
が
ら
、
将
来
世
代
に
向
け
て
持
続

可
能
な
財
政
運
営
を
引
き
継
ぐ
こ
と

が
で
き
る
行
政
運
営
に
取
り
組
み
ま

す
。

予算額については、
○一般会計・・・・・809億3,100万円
○特別会計・・・・・548億6,791万4千円
○企業会計・・・・・ 91億5,609万円
総額1,449億5,500万4千円を計上しています。
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『
飯
塚
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
』を
策
定

こ
の
計
画
は
「
市
町
村
老
人
福
祉
計
画
」
と
「
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
一
体
的
に
策
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
策
定
を
義
務
付
け
ら
れ
た
法
定
計
画
で
す
。

この計画の期間は、令和 6年度から8年度までの3か年です。
計画の策定にあたっては、「団塊の世代」が 75 歳以上となる令和 7 年に
加え、「団塊ジュニア世代」が 65 歳以上となる令和 22 年を見据えつつ、
内容の検討を行いました。
今後は、この計画を着実に進めていくため、毎年度、計画の点検・評価
と課題分析を行っていきます。
また、次回は令和 8年度中に計画の見直しを行います。

計画の基本理念を『ともに支えあい、高齢者が笑顔で健やかに暮らせる
まち～健幸で安心・安全な長寿社会を目指して～』とし、本市のすべての
高齢者が自身の暮らす地域で、互いに支え合いながら健康かつ安心して暮
らせるように、高齢者保健福祉及び介護保険施策を推進していきます。

 1 健康づくりの推進
○各種検（健）診の充実及び効果的な受診推奨などにより、生活習慣病
　予防や健康づくりの推進、健全な食生活の定着による健康寿命の延伸
　を図ります。
○支援を要する人の把握や啓発、地域介護予防活動支援やリハビリテー
　ション専門職等の関与を促進するなど、一般介護予防事業を充実させ
　高齢者の生活機能の維持・向上を図ります。
○高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施を推進します。

 2 ともにつながり支えあう地域づくり
○高齢者やその家族等に対して保健・福祉・医療等の様々なニーズに対
　応した総合的な情報提供・相談体制の充実を図り支援へつなげます。
○地域における見守り活動を推進し、ボランティアの育成・支援や在宅医
　療と介護の連携体制を構築するなど、多様な生活支援の充実を図り、
　高齢者が元気に地域で暮らしていけるよう、支えあいの体制づくりを推
　進します。
○「老々介護」や「ヤングケアラー」等、複合的な家族介護者に関する問
　題を解決するため、関係機関と連携し重層的支援を推進します。

 3 生きがい活動と社会参加の促進
○老人クラブとの連携やいきいきサロン等への参加推進により、高齢者の
　趣味や交流・生きがいづくりを支援します。
○シルバー人材センターや社会福祉協議会、福岡県生涯現役チャレンジセ
　ンター等の関係機関と連携しながら、高齢者の経験や知識、技能を活
　かした地域貢献活動や再就職等、高齢者が活躍できるよう社会参加を
　支援します。

計画の基本目標

計画の基本理念

計画の期間
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 4 認知症施策の推進
○認知症に対する市民の理解を推進するため、認知症サポーターの養成に努め、幅広い年
　齢層や団体に向けて認知症に関する知識の普及啓発に取り組みます。また、「認知症ケア
　パス」を毎年度見直し、支援の内容等、本人や家族、地域の関係者に情報提供していきます。
○認知症の早期発見・早期対応を行い、認知症の進行や重症化を遅らせることで「健康寿命」
　を伸ばすための取組を実施していきます。
○認知症の予防対策や、認知症高齢者に対する介護サービスの充実を推進し、認知症予防
　及びケアの推進を図ります。
○認知症に関する相談・支援体制の強化や、オレンジカフェ（認知症カフェ）への支援、行
　方不明認知症高齢者等 SOS ネットワーク事業など、認知症高齢者を支える家族に対する
　支援の充実を図ります。

 5 安心・安全な暮らしを支える環境整備
○虐待や消費者被害等の権利侵害から高齢者を守るための取組を強化し、高齢者の権利擁
　護を推進します。
○必要な人が、成年後見制度を、本人らしい生活を守るための制度として利用できるよう、
　既存の保健・医療・福祉の連携に司法も含めた新たな仕組みとして、地域連携ネットワー
　クの構築に努めます。
○高齢者に配慮した住まいの確保、交通安全対策、移動手段の確保、災害時の見守り、感
　染症対策など、高齢者の安心・安全な暮らしを支える、暮らしやすい生活環境づくりを促
　進します。

 6 介護保険事業の推進
○本計画期間内の介護サービス量を適切に見込み、適正な介護保険料の設定に努めました。
○地域包括支援センターの機能強化や地域ケア会議の充実に取り組み、地域包括ケアシステムを支える人材の確保・資
　質の向上に努めるとともに、介護現場の負担軽減・業務効率化に向けた支援を検討します。
○介護保険に関する情報提供や相談・苦情対応、サービスの質の確保、介護給付の適正化対策等に取り組みます。

今回の計画策定に伴い、令和 6 年度から令和 8 年度までの第1号被保険者（65 歳以上の人）の介護保険料（計画期
間の3年ごとに改正）は次のとおりです。詳細につきましては、広報いいづか5月号でお知らせします。
○基準額：84,310 円（年額）
　計画期間の3年間にかかる介護給付費のうち、65歳以上の人の介護保険料によって賄う金額を推計し、保険料額（基
　準額）を算定しています。
　なお、この基準額から世帯の所得などに応じて段階別に保険料が決まります。
○所得段階区分：17段階
　国の標準段階区分は13 段階とされていますが、所得の少ない人の負担が重くなりすぎないよう、17段階に多段階化
　を行い、負担の公平化を図ります。
※特別徴収（年金からの天引き）の場合、改正後の介護保険料が適用されるのは、8月以降の介護保険料からとなります。
　4月分・6月分の特別徴収は、令和 5年度の介護保険料に基づき仮徴収されます。

介護保険料

●お問合せ　介護保険課　　（☎内線１１３１）
　　　　　　高齢者支援課（☎内線１１４６）
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健幸づくり
け 　 ん 　 　 こ 　 う

健幸／個々人が健康かつ生きがいを持ち、安心して豊かな生活を営むこと。
　　　飯塚市は健幸都市をめざしています。

 健康相談
●と　き／ 4 月17 日（水）・5月15 日（水）
　　　　　13 時半～15時　※予約不要
●ところ／飯塚市役所　本庁　
　　　　　1 階多目的ホール
●内　容／血圧測定・血管年齢測定・
　　　　　保健師による健康相談

 令和 6 年度　育児相談
●対象者／就学前のお子さまとその保護者
●と　き／ 4 月 26 日（金）　13 時半～ 15 時
　　　　　※5 月以降のスケジュールについては、改めて
　　　　　広報等でお知らせしますので、ご確認ください。
●ところ／ゆめホール
　　　　　（ゆめタウン飯塚 2 階）
●予　約／不要
●持参品／親子健康手帳（母子健康手帳）・バスタオル（乳
　　　　　児の身体測定希望者のみ）

保健師・助産師・栄養士に、子育てに関する相談ができます。
お子さまの身体測定も可能です。
図書館や子育て支援センターのスタッフも参加し、お話を
聞くことができます。

 特定健診の受診券を発送します
4 月下旬に受診券（桃色）を発送します。詳細につきまし
ては、同封のチラシをご覧ください。

●対象者／ 40 歳～ 74 歳の飯塚市国民健康保険加入者
●期　間／ 5月1日（水）～令和 7 年1月31日（金）

 血管いきいき教室～血管を若々しく保つために～
＊3 回シリーズの教室です。
●と　き／①5 月 9 日（木）②5 月 23 日（木）
　　　　　②6 月 6 日（木）
　　　　　10 時～ 11 時半　
●ところ／立岩交流センター
●内　容／血管年齢測定、血液検査データの見方、
　　　　　食事についての話、プチ体力測定など
●持参品／健康診断結果・筆記用具・水分
●参加費／無料　　●定　員／ 10 人
●申込期間／ 4 月 25 日（木）から受付開始

 第 5 期定期予防接種（風しん抗体検査・予防接
 種）は、令和 6 年度末で終了します。
昭和 37 年 4 月 2 日から昭和 54 年 4 月 1 日の間に生まれ
た男性は、風しんの抗体検査・予防接種を無料で受けるこ
とができます。対象者の方には、令和 5 年秋に通知をお送
りしています。ご希望の方はお早目にご利用ください。風
しんの感染拡大防止にご協力をお願いします。

 歯周病検診を実施しています
歯周病は早ければ 30 代から進行し、歯周病になるまでに
10 年程度を経て症状が現われます。歯周病にかかってい
る人は年齢とともに増加し、40 歳代で 4 割を超え、60 歳
代では 6 割に達します。
また、歯周病は、歯を失う大きな原因になるだけでなく、
様々な全身の病気と関連があることが明らかになっていま
す。生涯にわたって歯・お口の健康を保つためには、歯科
医院での定期的なチェックが必要です。歯周病の早期発見
とオーラルフレイル ( お口のささいな衰え ) の予防のため
歯周病検診を実施しています。少なくとも年に 1 回はかか
りつけ歯科医院で歯と口の健康をチェックし、生涯自分の
歯で健やかに過ごしましょう。

●対象者／令和 6 年度に以下の年齢になる人
　40歳 (昭和59年4月2日～昭和60年4月1日生まれ )
　50歳 (昭和49年4月2日～昭和50年4月1日生まれ )
　60歳 (昭和39年4月2日～昭和40年4月1日生まれ )
　70歳 (昭和29年4月2日～昭和30年4月1日生まれ )
※対象者には、4 月下旬までに受診券を郵送します。
●受診方法／歯科医院で事前に予約してから受診してくだ
　　　　　　さい。
　　　　　　※受診できる歯科医院の一覧を、受診券に同
　　　　　　封していますので、確認のうえ予約してくだ
　　　　　　さい。
●受診回数／ 1 回
●検診期間／令和 7 年 3 月 31 日まで
●検診内容／問診・お口の検査・結果説明・歯とお口の健
　　　　　　康を保つための指導
●受診料／無料
　　　　　※検診受診後に治療を受ける際は別に治療費が
　　　　　必要になります。

※相談・教室等に参加される方は、マスク着用の上、お越しください。また、当日体調の悪い方は、参加を見合わせてください。

住所：新立岩 5 番 5 号　電話：0948-43-3305　FAX：0948-21-9508
こども家庭課　母子保健係育児相談

住所：忠隈 523 番地　電話：0948-96-8613　FAX：0948-25-8994
健幸保健課　健康づくり係

歯周病検診・健康相談

住所：忠隈 523 番　電話：0948-24-4002　FAX：0948-25-8994
健幸保健課　特定健診係特定健診

住所：忠隈 523 番　電話：0948-96-8615　FAX：0948-25-8994
健幸保健課　感染症対策室予防接種
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令和 6年度フレイル予防教室の参加者を募集します
体を動かす機会や人と話す機会が減ってきていませんか？動かなかったり、話さなかったりする生活が続くと、フ
レイル（心身の活力が低下し、要介護へ移行する中間の状態）が進行する恐れがあります。フレイル予防教室では
フレイルの進行状態を測定したり、運動や口腔、栄養などの講義・実技を実施しています。参加を申し込む際は、
ご希望の地域包括支援センターにお問合せください。料金は無料です。

地域

鎮西

庄内

穂波東

鯰田

筑穂

飯塚東

菰田

立岩

頴田

穂波西

飯塚
・
片島

幸袋

二瀬

教室実施期間
5月14日（火）～
12月17日（火）

【全14回】10時～12時
5月8日（水）～
11月27日（水）

【全14回】10時～12時
8月8日（木）～
2月20日（木）

【全13回】10時～12時
6月12日（水）～
1月22日（水）

【全13回】14時～16時
5月22日（水）～
12月4日（水）

【全12回】10時～12時
6月4日（火）～
2月21日（金）

【全11回】14時～16時
6月27日（木）～
2月27日（木）

【全11回】14時～16時
6月11日（火）～
1月21日（火）

【全13回】14時～16時
8月29日（木）～
3月6日（木）

【全12回】10時～12時
8月28日（水）～
2月19日（水）

【全13回】10時～12時
9月11日（水）～
2月12日（水）

【全11回】14時～16時
9月18日（水）～
3月12日（水）

【全12回】14時～16時
10月8日（火）～
3月18日（火）

【全12回】10時～12時

場所

鎮西交流センター

庄内保健福祉総合
センターハーモニー

穂波交流センター

鯰田交流センター

筑穂保健福祉総合
センター

飯塚東交流センター

菰田交流センター

立岩交流センター

頴田交流センター

穂波福祉総合センター

飯塚・片島
交流センター

幸袋交流センター

二瀬交流センター

定員 (人 )

20

25

20

20

25

15

15

20

15

20

20

17

15

申込先

鎮西地域包括支援センター
（0948-24-0033）

庄内地域包括支援センター
多田の里

（0948-82-0410）

穂波東地域包括支援センター
（0948-26-6761）

地域包括支援センター
ベスト・シルバー飯塚
（0948-22-5566）

筑穂地域包括支援センター
（0948-72-3155）

地域包括支援センター
太陽の郷

（0948-21-2828）
地域包括支援センター

太陽の郷
（0948-21-2828）
地域包括支援センター
ベスト・シルバー飯塚
（0948-22-5566）

頴田地域包括支援センター
かいた苑

（0948-92-4552）
穂波西地域包括支援センター

つばき苑
（0948-23-8124）
地域包括支援センター

くぬぎ苑
（0948-25-0001）

幸袋地域包括支援センター
いずみ苑

（0948-21-1777）
二瀬地域包括支援センター

コスモス苑
（0948-21-5511）

・健幸ポイントの対象となります。
●お問合せ　高齢者支援課（☎内線 1141）
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予
防
接
種
を
受
け
て
、
感
染
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

ウイルスの感染がきっかけでおこる“がん”もあります。その 1 つが子宮頸がんです。 HPV（ヒ
トパピローマウイルス）の感染が原因と考えられています。下記を対象に HPV ワクチンの
予防接種を行います。

肺炎球菌は、日常でかかる肺炎で一番多い原因菌といわれています。肺炎以外にも髄膜炎や
副鼻腔炎、中耳炎などを起こします。ワクチン接種により肺炎予防などの効果が期待されます。
令和6年度からは、65歳の方が対象になりました。65歳を迎える翌月に接種券を発送します。

過去に肺炎球菌ワクチンの接種を受けたことがない方で、次のいずれかに該当す
る方
①接種日現在 65 歳の方（66 歳の誕生日を迎える前日まで）
②接種日現在 60 歳以上 65 歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能に障害を有
　する方、またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する方
③令和 5 年度対象の 65 歳の方（S34.4.1 生まれまで）
※②③に該当する方で、接種券をご希望の場合は健幸保健課にご連絡ください。
県内の予防接種実施医療機関（接種には、接種券が必要です。）
2,400 円（市民税非課税世帯証明書または医療カードをお持ちの方は無料）

対 象 者

接種場所
接種料金

小学校 6 年生から高校１年生相当
（平成 20 年 4 月 2 日～平成 25 年 4 月 1 日生）の女性
県内の予防接種実施医療機関など
※県外居住の場合は、県外接種も行っています。
　詳細は、ホームページもしくは、健幸保健課にお問合せください。
無料※接種期間を過ぎると任意接種となり全額自己負担となります。

（3 回で 10 万円程度※シルガード 9 価の場合）
親子（母子）健康手帳（接種歴が分かるもの）

（紛失された方は、予防接種履歴「予防接種の記録」を健幸保健課で発行します）

本人確認書類（保険証、運転免許証など）

ＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）ワクチンの予防接種

対 象 者

接 種 場 所

接 種 料 金

持っていくもの

～平成9年4月2日から平成20年4月1日生まれの女性の方～
HPV ワクチンの接種を逃した方に接種の機会を提供しています。公費による接種は、
令和7年3月31日までです。接種は合計3回で、完了するまでに約6か月間かかるため、
接種を希望する方はお早めに接種をご検討ください。
※接種場所・費用・持っていくものは上記と同じです。

令和 6 年度から成人用（高齢者）肺炎球菌感染症予防接種の対象者が変わりました。
これまでの 70 歳から 100 歳までの５歳刻みの年齢の方の予防接種は、国が予防接種
法で定めた時限措置であり、令和 6 年 3 月末で終了しました。

●お問合せ　健幸保健課　感染症対策室（☎0948・22・0380　FAX:0948・25・8994）

高齢者肺炎球菌の予防接種
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外国人材受入れ事例を新たに追加しました！

外国人材受入れ事例（一部抜粋）
（福）櫟会（介護業）　●技能実習１人・特定技能 7人

外国人材をすでに受入れている市内事業者に協力いただき、外国人材受入れ事例を
作成しています。受入れを検討している事業者は、本事例を参考にして下さい。
事例の詳細については、飯塚市のホームページをご覧ください。（ＱＲコードはこちら⇒）

【企業の声】8 名の外国人職員が、介護や業務を丁寧かつ安心して任せられる存
在として活躍しています。受入れ当初は言葉や文化の違いに苦労しましたが、法
人内勉強会、組合のサポート、自己学習により、現在は言葉に困ることはなくな
りました。
【外国人本人の声】日本人職員の親切な指導により、仕事を早く覚えることがで
きました。介護福祉士を取得して、介護の仕事を続けたいです。

日本ソーイング福岡 (株 )（紳士服製造）　●技能実習　10人
【企業の声】受入れ準備では、外国人の入居が難しい物件が多く、住居探しに苦
労しました。仕事もまじめで、出勤率も良く、さまざまな業務に興味を持ち習得
していっており、今後更に期待をしています。
【外国人本人の声】仕事についてはわからない事があったら係長と主任と先輩か
ら教えてもらえます。3年終わったらN1、N2など日本語の勉強をがんばります！

（有）豊進建設（土木工事業）　●技能実習　4人
【企業の声】1 期生は日本の生活に馴染んでいたので、2 期生を公私両面にわたっ
てサポートしてくれています。日本語の学習に個人差があるので、市が開催して
いる日本語教室を利用したり、スマートフォンの翻訳機能を活用しています。
【外国人本人の声】日本に来て最初は戸惑うことも多かったのですが、社長を始
め従業員の方が優しくフォローしてくれているので頑張って働けています。

昴工業 (同 )（建設業）　●技能実習　4人　特定技能 3人
【企業の声】最初は日本語と仕事内容に戸惑いがありましたが、お互いに理解で
きるように心掛けることで、業務を分担できるようになりました。現在では業務
に欠かせない重要な存在となっています。
【外国人本人の声】社長や先輩たちは皆優しく、わからないことは丁寧に教えて
くれます。これからも昴工業で働き続けたいと思っています。

（有）西日本総建（建設業）　●技能実習　7人　特定技能 7人　技・人・国 2人
【企業の声】職場のルールや安全面の指導も素直に聞き入れて、真面目に取り組
んでくれています。
【外国人本人の声】日本人の先輩達に仕事と日本語を教えてもらえて、とても嬉
しく思います。文化の違いはありますが、問題ありません。楽しく頑張っていき
ます。

●お問合せ　国際政策課　（☎内線１６４６）
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Information
▶飯塚市役所

▶穂波庁舎・支所
　☎0948-22-5500・FAX0948-21-2066

　☎0948-22-0380・FAX0948-26-4733
▶筑穂支所
　☎0948-72-1100・FAX0948-31-3100
▶庄内支所
　☎0948-82-1200・FAX0948-82-3520
▶頴田支所
　☎0948-92-2211・FAX0948-92-0332

●
本
庁
と
穂
波
支
所
で
は
、
毎
週
木
曜
日
に
窓
口
業
務
の
一
部
を
延
長
し
て
い
ま
す
。
延
長
時
間（
19
時
ま
で
）
に
よ
る
取
扱
い
業
務
は
、
所
管
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　対象 　　とき 　　ところ 　　内容 　　定員 　　料金･費用 　　託児 　　持ってくるもの 　　申込期限･申込期間 　　申し込み 　　問合せ
※　　の記載がないものは参加無料 ※募集等で申込方法の記載がないものは電話受付

所時 料
料

対 定内 託 持 期 申 問

戸
籍
証
明
書
の
広
域
交
付

対
請
求
が
で
き
る
人
は
戸
籍
に
記
載

　
さ
れ
て
い
る
本
人
ま
た
は
そ
の
配

　
偶
者（
夫
ま
た
は
妻
）、
そ
の
直
系

　
尊
属（
父
母
、
祖
父
母
等
）
も
し

　
く
は
直
系
卑
属（
子
、
孫
等
）

内
本
籍
地
以
外
の
市
町
村
窓
口
で
も

　
戸
籍
証
明
書
の
請
求
が
で
き
る
よ

　
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
請
求
で
き
る
本
人
が
窓
口
に
お
越

し
の
う
え
、
顔
写
真
付
き
の
本
人
確

認
書
類
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課（
☎
内
線
１
０
１
４
）

あ
す
な
ろ
猫
事
業（
飼
い
主
の
い
な

い
猫
へ
の
不
妊・
去
勢
手
術
支
援
）

　対
あ
す
な
ろ
猫
事
業
実
施
地
区
に
住

　
ん
で
い
る
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を

　
不
妊・
去
勢
さ
せ
よ
う
と
す
る
人
。

　（
外
見
上
健
康
な
生
後
６
か
月
以

　
上
の
猫
。
た
だ
し
、
飼
い
猫
は
対

　
象
外
）

内
メ
ス
一
頭
　
１
万
１
千
円

　
オ
ス
一
頭
　
５
千
５
百
円

　
の
申
込
者
自
己
負
担（
税
込
）
で

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の
不
妊・

　
去
勢
手
術
を
行
い
ま
す
。

期
（
一
次
）
４
月
15
日
〜
５
月
15
日

●
手
術
実
施
期
間（
一
次
）

　
６
月
１
日
〜
７
月
31
日

申
福
岡
県
獣
医
師
会
い
の
ち
を
つ
な

　
ぐ
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
な

　
い
方
は
、
左
記
協
力
病
院
窓
口
へ

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
浜
野
動
物
病
院

（
☎
０
９
４
８・
25・
５
９
７
７
）

・
か
ほ
ま
ち
愛
犬
病
院

（
☎
０
９
４
８・
57・
１
８
８
４
）

問
環
境
整
備
課（
☎
内
線
１
６
５
２
）

市
有
不
動
産
の
売
却
情
報
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン

　
財
産
活
用
課
で
は
市
有
不
動
産
の

売
却
に
関
す
る
情
報
を
、
登
録
い
た

だ
い
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
配
信
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

※

登
録
に
つ
い
て
は
、
市
Ｈ
Ｐ
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

問
財
産
活
用
課（
☎
内
線
１
４
１
３
）

商
品
で
あ
る
軽
自
動
車
等（
販
売
用
）

の
課
税
を
免
除

対
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
で
、
次

　
の
①
〜
④
ま
で
の
全
て
の
条
件
を

　
満
た
す
も
の

　
①
令
和
５
年
４
月
２
日
以
降
に
取

　
　
得
し
た
軽
自
動
車
等
で
あ
る
こ
と

　
②
軽
自
動
車
等
が
商
品
で
あ
る
こ
と

　
③
軽
自
動
車
等
が
使
用
し
な
い
も

　
　
の
で
あ
る
こ
と

　
④
申
請
者
は
、
所
有
し
て
い
る
軽

　
　
自
動
車
等
の
全
て
に
つ
い
て
税

　
　
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

期
４
月
30
日
火
ま
で

※

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課（
☎
内
線
１
０
６
０
）

※

課
税
免
除
の
申
請
は
、
本
庁
税
務

　
課
で
の
み
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

募
集

市
営
住
宅(

空
き
家)

入
居
者
募
集

対①
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
、
ま

　
た
は
市
内
勤
務
者

②
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
が
市

　
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

③
政
令
で
規
定
す
る
所
得
要
件
に
該

　
当
す
る
こ
と

※

そ
の
他
、
単
身
入
居
な
ど
の
場
合

　
に
は
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

　
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

期
５
月
１
日
水
〜
９
日
木

※

毎
週
木
曜
日
の
窓
口
延
長
で
は
、

　
受
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
住
宅
課(

☎
内
線
１
５
２
１
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

※

同
課
に
備
付
け
の
申
込
案
内
書
に

　
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
窓
口

　
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

入
居
す
る
方
以
外
が
代
理
で
申
込

　
み
に
来
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必

　
要
と
な
り
ま
す
。

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

対
飯
塚
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
65
歳

　
以
上
の
人(

送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん)

※

全
回
参
加
が
可
能
な
人

定
各
教
室
25
〜
30
人
程
度

期
４
月
３
日
水
〜
15
日
月

申
高
齢
者
支
援
課（
☎
内
線
１
１
４

　
１
）

※

初
参
加
、
会
場
付
近
に
お
住
ま
い

　
の
人
を
優
先
的
に
案
内（
先
着
順

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
委
員
募
集

対
市
内
在
住
者
の
18
歳
以
上
の
人

　（
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
）
で

　
市
の
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
に

　
応
募
す
る
可
能
性
が
あ
る
団
体
と

　
利
害
関
係
が
な
い
人

●
任
期
　
２
年

定
女
性
２
人
　

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

期
４
月
26
日
金
ま
で

申 

問
財
産
活
用
課

　（
☎
内
線
１
４
１
１

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
２
９
９
８

　
叞zaisankatsuyou

　
　
　
　
　
　@

city.iizuka.lg.jp

）

※

同
課
に
備
付
け
の
申
込
用
紙（
市

　
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

　
に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、持
参
、

　
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

新
技
術・
新
製
品
開
発
補
助
金
、

販
路
開
拓
支
援
補
助
金
、

先
端
情
報
技
術
開
発
支
援
補
助
金
の

公
募

【
①
新
技
術・
新
製
品
開
発
補
助
金
】

対
研
究
開
発
事
業（
新
製
品・
新
製

　
造
法
の
開
発
）を
積
極
的
に
行
い
、

　
市
内
に
事
業
所
を
有
し（
同
一
事

　
業
を
１
年
以
上
継
続
）、
資
本
金

　
５
千
万
円
未
満
、
か
つ
、
従
業
員

　
50
人
未
満
の
中
小
企
業
者

●
補
助
対
象
経
費
　
直
接
人
件
費
、

　
原
材
料
費
、
構
築
物
費
、
機
械
装

　
置
費
、
工
具
器
具
費
、
工
業
所
有

　
権
出
願
等
経
費
、
外
注
加
工
費
、

　
技
術
指
導
受
入
費
な
ど

●
補
助
金
額
　
補
助
対
象
経
費
の
３

　
分
の
２
以
内
で
、
１
件
あ
た
り
上

　
限
１
５
０
万
円

●
採
択
件
数
　
３
件
以
内

期
４
月
30
日
火
ま
で

【
②
販
路
開
拓
支
援
補
助
金
】

対
自
社
で
優
れ
た
商
品（
製
品
、
技

　
術
、
サ
ー
ビ
ス
等
）
を
開
発
し
、

　
販
路
開
拓
に
積
極
的
に
取
り
組
む

　
市
内
に
主
た
る
事
業
所
又
は
事
務

　
所
を
置
く
中
小
企
業
者

●
補
助
対
象
経
費
　
謝
金
、
専
門
家

　
旅
費
、
職
員
旅
費
、
展
示
会
出
展

　
料
、
印
刷
製
本
費
、
通
信
運
搬
費
、

　
通
訳・
翻
訳
料
、
委
託
費
　

●
補
助
金
額
　
補
助
対
象
経
費
の
３

　
分
の
２
以
内
で
、
１
件
あ
た
り
上

　
限
75
万
円

●
採
択
件
数
　
４
件
以
内

期
４
月
30
日
火
ま
で

【
③
先
端
情
報
技
術
開
発
支
援
補
助
金
】

対
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
及
び
そ

　
れ
に
類
す
る
技
術
を
活
用
し
た
研

　
究
開
発
に
取
り
組
む
市
内
に
事
業

　
所
を
置
く
中
小
企
業
者

●
補
助
対
象
経
費
　
直
接
人
件
費
、

　
機
械
装
置
費
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
費
、

　
外
注
費
、
技
術
指
導
受
入
費

●
補
助
金
額
　
補
助
対
象
経
費
の
４

　
分
の
３
以
内
で
、
１
件
あ
た
り
上

　
限
５
０
０
万
円

●
採
択
件
数
　
２
件
以
内

期
４
月
８
日
月
〜
５
月
15
日
水

①
②
③
共
通

※

必
ず
事
前
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
経
済
政
策
推
進
室
　
産
学
振
興
担

　
当（
☎
内
線
１
４
５
３
）

飯
塚
市
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
補

助
金

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
て
活
動
す
る
市
内
の
各
種
団
体
が

行
う
男
女
共
同
参
画
問
題
解
決
の
た

め
の
事
業
の
推
進
に
必
要
な
経
費
に

つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
事
業・
補
助
金
額

①
男
女
共
同
参
画
推
進
啓
発
事
業：

　
１
事
業
に
つ
き
６
万
円
以
内（
営

　
利
目
的
、市
外
実
施
等
は
含
ま
な
い
）

②
男
女
共
同
参
画
推
進
研
修
等
参
加

　
補
助：
１
研
修
等
に
つ
き
２
千
円

　
以
内（
旅
費
は
含
ま
な
い
）

●
啓
発
事
業
対
象
経
費

　
報
償
費
、旅
費
、需
用
費
、役
務
費
、

　
使
用
料
、
そ
の
他

※

詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　（
サ
ン
ク
ス
）

　（
☎
０
９
４
８・
22・
７
０
５
８
、

　
　
FAX
０
９
４
８・
22・
３
６
０
９
）

風
水
災
害
時
の
緊
急
対
策
等
に
関
す

る
協
定
締
結
者
の
募
集

　
風
水
災
害
発
生
時
の
施
設
機
能
回

復
の
た
め
の
緊
急
対
策
等
に
関
す
る

協
定
締
結
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
飯
塚
市
指
名
願
い
提
出
の
市
内
業
者

　※

工
種
ラ
ン
ク
は
問
い
ま
せ
ん
。

期
４
月
15
日
月
〜
５
月
31
日
金

●
協
定
期
間

　
６
月
１
日
土
〜
翌
年
５
月
31
日
土

※

４
月
15
日
か
ら
土
木
管
理
課
、
各

　
支
所
経
済
建
設
課
で
協
定
書
の
様

　
式
を
配
付
し
ま
す
。

問
土
木
管
理
課（
☎
内
線
１
５
４
１
）、

　
各
支
所
経
済
建
設
課

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
災
害
復
旧

支
援
業
務
に
関
す
る
協
定
締
結
者
の

募
集

　
大
規
模
災
害
発
生
時
の
施
設
機
能

回
復
等
の
災
害
復
旧
支
援
業
務
に
関

す
る
協
定
締
結
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
飯
塚
市
指
名
願
い
を
提
出
し
て
い

　
る
市
内
測
量
業
者

期
４
月
15
日
月
〜
５
月
31
日
金

●
協
定
期
間

　
６
月
１
日
土
〜
翌
年
５
月
31
日
土

※

４
月
15
日
か
ら
土
木
管
理
課
、
各

　
支
所
経
済
建
設
課
で
協
定
書
の
様

　
式
を
配
付
し
ま
す
。

問
土
木
管
理
課（
☎
内
線
１
５
４
１
）、

　
各
支
所
経
済
建
設
課

〜
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
支
援
〜

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ｉ
ｎ
ｇ
事
業
（
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
応
援
補
助
金
）」

※

詳
し
く
は
、
同
課
窓
口
の
申
請
資

　
料
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

問
市
民
活
動
支
援
課

　（
☎
内
線
１
４
３
７
、

　
　
FAX
０
９
４
８・
22・
５
５
２
６
）

国
際
交
流
〜
筑
前
茜
染
め
参
加
者
募

集
〜

対
市
内
在
住
ま
た
は
在
学（
在
勤
）　

　
の
日
本
人・
外
国
人

時
５
月
25
日
土
９
時
〜
15
時

所
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
茜

内「
筑
前
茜
染
」の
伝
統
文
化
の
体
験

※

市
役
所
か
ら
バ
ス
送
迎
あ
り

期
５
月
17
日
金
ま
で

料
８
０
０
円（
お
弁
当
代
を
含
む
）

定
日
本
人
10
人・
外
国
人
10
人

申
国
際
交
流
推
進
協
議
会
事
務
局
　

　
国
際
政
策
課（
☎
内
線
１
６
４
７
）

　
ま
た
は
電
子
申
請

筑
穂
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
料
理
教
室

参
加
者
募
集

対
市
内
居
住
の
人

時
４
月
26
日
金
10
時
〜
13
時

内
料
理
教
室
「
春
の
食
材
で
体
力

　
ア
ッ
プ
の
食
事
づ
く
り
」

●
講
師
　
栗
木
　
千
代
香
さ
ん

定
先
着
16
人

料
５
０
０
円

持
エ
プ
ロ
ン・
三
角
巾・
上
靴・
マ
ス
ク

期
４
月
８
日
月
〜

所 

申
筑
穂
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
72・
１
１
１
０
）

イ
ベ
ン
ト

「
飯
塚
市
子
ど
も
ま
つ
り
」
開
催
の

お
知
ら
せ

時
４
月
21
日
日
10
時
〜
14
時

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン
前
広
場

内
復
興
支
援
コ
ー
ナ
ー
、
た
い
け
ん

　
広
場
、
た
べ
も
の
広
場
、
ス
テ
ー

　
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

問
生
涯
学
習
課

　（
☎
０
９
４
８・
22・
３
２
７
４
）

古
墳
の
特
別
公
開

　
川
島
古
墳（
県
指
定
史
跡
）
と
小

正
西
古
墳（
県
指
定
史
跡
）
を
特
別

公
開
し
ま
す
。
古
墳
公
開
日
に
は
、

普
段
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
古
墳
内

部
を
見
学
で
き
ま
す
。

時
４
月
20
日
土
、
21
日
日

　
９
時
半
〜
16
時

所
川
島
古
墳
公
園・
小
正
西
古
墳
公
園

問
歴
史
資
料
館

　（
☎
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

第
43
回
飯
塚
新
人
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

開
催
の
お
知
ら
せ（
予
選・
本
選
）

　
全
国
の
新
人
音
楽
家
の
登
竜
門
と

し
て
知
ら
れ
る「
飯
塚
新
人
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
予
選（
ピ
ア
ノ・
声
楽
）

時
５
月
３
日
金
㊗
〜
５
日
日
㊗

料
５
０
０
円（
３
日
間
共
通
券
）

●
本
選（
ピ
ア
ノ・
声
楽
）

時
６
月
２
日
日

料
当
日
券
１
２
０
０
円

　（
前
売
券
１
０
０
０
円
）

所
飯
塚
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン
　

※

詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
文
化
課
／
飯
塚
新
人
音
楽
コ
ン

　
ク
ー
ル
開
催
事
務
局

　（
☎
０
９
４
８・
22・
３
２
７
４
）

そ
の
他

大
型
連
休
に
お
け
る
歯
科
診
療

時 

内 

●
５
月
３
日
金
㊗
９
時
〜
13
時

　
お
お
つ
か
歯
科
医
院

　
飯
塚
市
長
尾
４
０
５-

１

　（
☎
０
９
４
８・
72・
０
８
９
５
）

●
５
月
４
日
土
９
時
〜
13
時

　
大
塚
歯
科
医
院

　
嘉
穂
郡
桂
川
町
豆
田
１
７
０‐

３

　（
☎
０
９
４
８・
65・
０
１
９
５
）

●
５
月
５
日
日
９
時
〜
13
時

　
大
塚
歯
科
医
院

　
嘉
麻
市
口
春
２
４
３-

19

　（
☎
０
９
４
８・
42・
１
５
５
７
）

●
５
月
６
日
月
㊗
９
時
〜
13
時

　
大
塚
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
嘉
穂
郡
桂
川
町
土
師
２
３
６
３-

２

　（
☎
０
９
４
８・
65・
０
０
７
４
）

問
飯
塚
歯
科
医
師
会

　（
☎
０
９
４
８・
22・
２
１
２
４
）

　
　
　
　
　
　
　

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
総
務
省
と
福
岡
県
で
は
、
毎
月
、

労
働
力
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
失
業
率
や
雇
用
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
統
計

調
査
で
す
。
調
査
員
が
皆
様
の
家
に

調
査
訪
問
し
た
と
き
は
、
ご
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

※

調
査
員
は
必
ず
福
岡
県
の
調
査
員

　
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

※

か
た
り
調
査
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

期
令
和
６
年
５
月
〜
10
月

●
調
査
地
区
　

　
飯
塚
、
芳
雄
町
、
大
日
寺

問
福
岡
県
調
査
統
計
課

　（
☎
０
９
２・
６
５
１・
１
１
１
１

　（
☎
内
線
２
７
６
９
、
２
７
７
０
））

〜
源
泉
徴
収
義
務
者
の
み
な
さ
ま
へ
〜

所
得
税
の
定
額
減
税
に
つ
い
て

内
所
得
税
の
定
額
減
税
に
つ
い
て
、

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の『
定
額

　
減
税
特
設
サ
イ
ト
』
に
、
制
度
解

　
説
動
画
や
Ｑ
＆
Ａ
の
ほ
か
、
説
明

　
会
の
案
内
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
定
額
減
税
は
、
税
制
改
正

　
法
案
が
成
立
し
た
場
合
、
令
和
６

　
年
６
月
か
ら
開
始
す
る
こ
と
と
な

　
り
ま
す
。

４
月
は
20
歳
未
満
飲
酒
防
止
強
調
月

間
で
す

（
お
酒
は
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
）

内
20
歳
未
満
の
方
の
飲
酒
は
法
律
で

　
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
20
歳
未
満

　
の
方
が
お
酒
を
飲
む
と
、
脳
の
発

　
達
な
ど
の
身
体
の
発
達
に
悪
影
響

　
を
及
ぼ
し
、
健
全
な
成
長
を
妨
げ

　
る
の
み
な
ら
ず
、
ア
ル
コ
ー
ル
依

　
存
症
に
な
り
や
す
い
お
そ
れ
が
あ

　
り
ま
す
。

●
お
酒
は
20
歳
に
な
っ
て
か
ら

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
民
法
の
成
年

　
年
齢
は
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

　
し
た
が
、
お
酒
に
関
す
る
年
齢
制

　
限
は
20
歳
の
ま
ま
維
持
さ
れ
て
い

　
ま
す
。

問
博
多
税
務
署
酒
類
指
導
官

　（
☎
０
９
２・
６
４
１・
８
１
３
１
）

『
こ
い
の
ぼ
り
』
の
寄
付
を
募
集

内
ご
家
庭
な
ど
に
眠
っ
て
い
る「
こ

　
い
の
ぼ
り
」
の
寄
付
を
募
集
し
て

　
い
ま
す
。
25
年
前
よ
り
目
尾
遠
賀

　
川
河
川
敷
で
泳
ぐ「
こ
い
の
ぼ
り
」

　
を
増
や
し
、
遠
賀
川
の
大
空
に
元

　
気
に
泳
が
せ
ま
す
。

問 

申
目
尾
フ
ォ
ー
ラ
ム（
川
原
）

　（
☎
０
９
４
８・
24・
８
８
８
８
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

対
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
、
健
康

　
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
。

内
施
設
管
理・
家
事
援
助（
家
庭
内

　
清
掃
）・
子
育
て・
草
刈・
除
草・

　
屋
内
外
作
業
等
。
随
時
、
説
明
会

　
を
開
催（
忠
隈
セ
ン
タ
ー
事
務
所
）

問
飯
塚
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
28・
１
２
１
２
）

令
和
６
年
度
遠
賀
川
環
境
保
全
活
動

団
体
支
援
助
成
事
業

対
支
流
を
含
む
遠
賀
川
流
域
で
活
動

　
を
行
っ
て
い
る
又
は
今
後
行
お
う

　
と
す
る
会
員
数
５
人
以
上
の
団
体

　
の
除
草・
清
掃
活
動
、
水
質・
生

　
物
調
査
、
普
及
啓
発
活
動
等

内
遠
賀
川
流
域（
支
流
を
含
む
）
で
、

　
河
川
の
水
質
の
改
善
等
を
目
的
と

　
し
た
環
境
保
全
活
動
を
行
う
住
民

　
団
体
等
に
対
し
て
、
そ
の
活
動
費

　
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
活
動
期
間

　
令
和
６
年
６
月
〜
令
和
７
年
１
月

●
助
成
金
額

　
１
団
体
あ
た
り
上
限
10
万
円

期
４
月
１
日
月
〜
19
日
金

問
北
九
州
市
上
下
水
道
局
水
質
試
験
所

　（
☎
０
９
３・
６
４
１・
５
９
４
８

　
　
FAX
０
９
３・
６
４
１・
５
９
９
８
）

令
和
６
年
度
第
１
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
準
備
講
習
会

時
５
月
26
日
日

所
飯
塚
地
区
消
防
本
部

内
乙
種
第
４
類

定
30
人

期
４
月
22
日
月
〜
５
月
17
日
金

　
８
時
半
〜
17
時（
平
日
の
み
）

申
飯
塚
地
区
消
防
本
部
予
防
課

問
嘉
飯
地
区
危
険
物
安
全
協
会

　
飯
塚
地
区
消
防
本
部
予
防
課
内

（
☎
０
８
０・
３
９
９
９・
７
６
０
７
）

※

申
込
書
は
、
飯
塚
地
区
消
防
本
部

　
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

自
衛
官
等
採
用
試
験
案
内

【
一
般
曹
候
補
生（
１
次
）】

時
５
月
18
日
土

所
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験（
北
九
州
市
立
大
学
）

期
５
月
７
日
火
ま
で

【
自
衛
官
候
補
生
】

時
５
月
19
日
日
〜
24
日
金

所
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験

期
５
月
７
日
火
ま
で

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

　
飯
塚
地
域
事
務
所

　（
☎
０
９
４
８・
22・
４
８
４
７
）

あすなろ
猫 HP

飯塚市
HP

教室名

高齢者筋力アップ教室
（運動強度：弱～中）

ボールエクササイズ教室（運動強度：中）

足元気教室
（運動強度：弱）

脳元気教室

会場
飯塚東交流センター
イイヅカコミュニティセンター
頴田交流センター
幸袋交流センター
庄内交流センター
筑穂ふれあい交流センター
穂波交流センター
菰田交流センター
鯰田交流センター

回数
12回
12回
12回
12回
12回
12回
12回
12回
８回

開催時期
５月１０日（金）～
５月１３日（月）～
５月２１日（火）～
５月２２日（水）～
５月２日（木）～
５月１４日（火）～
５月１５日（水）～
５月２７日（月）～
５月２４日（金）～

時間
１４時～１５時半
１４時～１５時半
１４時～１５時半
１０時～１１時半
１０時～１１時半
１４時～１５時半
１０時～１１時半
１４時～１５時半
１４時～１５時半
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第
２
子
以
降
の
保
育
料
が

無
償
に
な
り
ま
す

令
和
６
年
４
月
よ
り
、
第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
が
始
ま
り
ま
す
。
詳
し
く
は
飯
塚
市
H
P
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
５
月
号
で
も
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
問
保
育
課（
☎
内
線
１
０
４
２
〜
１
０
４
４
）　

飯塚市役 所ホームページ（HP）　ht tps : //w w w.c i t y. i i zuka . l g .jp/ 飯塚市公式 LINE

戸
籍
証
明
書
の
広
域
交
付

対
請
求
が
で
き
る
人
は
戸
籍
に
記
載

　
さ
れ
て
い
る
本
人
ま
た
は
そ
の
配

　
偶
者（
夫
ま
た
は
妻
）、
そ
の
直
系

　
尊
属（
父
母
、
祖
父
母
等
）
も
し

　
く
は
直
系
卑
属（
子
、
孫
等
）

内
本
籍
地
以
外
の
市
町
村
窓
口
で
も

　
戸
籍
証
明
書
の
請
求
が
で
き
る
よ

　
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
請
求
で
き
る
本
人
が
窓
口
に
お
越

し
の
う
え
、
顔
写
真
付
き
の
本
人
確

認
書
類
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課（
☎
内
線
１
０
１
４
）

あ
す
な
ろ
猫
事
業（
飼
い
主
の
い
な

い
猫
へ
の
不
妊・
去
勢
手
術
支
援
）

　対
あ
す
な
ろ
猫
事
業
実
施
地
区
に
住

　
ん
で
い
る
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を

　
不
妊・
去
勢
さ
せ
よ
う
と
す
る
人
。

　（
外
見
上
健
康
な
生
後
６
か
月
以

　
上
の
猫
。
た
だ
し
、
飼
い
猫
は
対

　
象
外
）

内
メ
ス
一
頭
　
１
万
１
千
円

　
オ
ス
一
頭
　
５
千
５
百
円

　
の
申
込
者
自
己
負
担（
税
込
）
で

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の
不
妊・

　
去
勢
手
術
を
行
い
ま
す
。

期
（
一
次
）
４
月
15
日
〜
５
月
15
日

●
手
術
実
施
期
間（
一
次
）

　
６
月
１
日
〜
７
月
31
日

申
福
岡
県
獣
医
師
会
い
の
ち
を
つ
な

　
ぐ
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
な

　
い
方
は
、
左
記
協
力
病
院
窓
口
へ

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
浜
野
動
物
病
院

（
☎
０
９
４
８・
25・
５
９
７
７
）

・
か
ほ
ま
ち
愛
犬
病
院

（
☎
０
９
４
８・
57・
１
８
８
４
）

問
環
境
整
備
課（
☎
内
線
１
６
５
２
）

市
有
不
動
産
の
売
却
情
報
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン

　
財
産
活
用
課
で
は
市
有
不
動
産
の

売
却
に
関
す
る
情
報
を
、
登
録
い
た

だ
い
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
配
信
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

※

登
録
に
つ
い
て
は
、
市
Ｈ
Ｐ
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

問
財
産
活
用
課（
☎
内
線
１
４
１
３
）

商
品
で
あ
る
軽
自
動
車
等（
販
売
用
）

の
課
税
を
免
除

対
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
で
、
次

　
の
①
〜
④
ま
で
の
全
て
の
条
件
を

　
満
た
す
も
の

　
①
令
和
５
年
４
月
２
日
以
降
に
取

　
　
得
し
た
軽
自
動
車
等
で
あ
る
こ
と

　
②
軽
自
動
車
等
が
商
品
で
あ
る
こ
と

　
③
軽
自
動
車
等
が
使
用
し
な
い
も

　
　
の
で
あ
る
こ
と

　
④
申
請
者
は
、
所
有
し
て
い
る
軽

　
　
自
動
車
等
の
全
て
に
つ
い
て
税

　
　
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

期
４
月
30
日
火
ま
で

※

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課（
☎
内
線
１
０
６
０
）

※

課
税
免
除
の
申
請
は
、
本
庁
税
務

　
課
で
の
み
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

募
集

市
営
住
宅(

空
き
家)

入
居
者
募
集

対①
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
、
ま

　
た
は
市
内
勤
務
者

②
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
が
市

　
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

③
政
令
で
規
定
す
る
所
得
要
件
に
該

　
当
す
る
こ
と

※

そ
の
他
、
単
身
入
居
な
ど
の
場
合

　
に
は
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

　
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

期
５
月
１
日
水
〜
９
日
木

※

毎
週
木
曜
日
の
窓
口
延
長
で
は
、

　
受
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
住
宅
課(

☎
内
線
１
５
２
１
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

※

同
課
に
備
付
け
の
申
込
案
内
書
に

　
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
窓
口

　
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

入
居
す
る
方
以
外
が
代
理
で
申
込

　
み
に
来
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必

　
要
と
な
り
ま
す
。

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

対
飯
塚
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
65
歳

　
以
上
の
人(

送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん)

※

全
回
参
加
が
可
能
な
人

定
各
教
室
25
〜
30
人
程
度

期
４
月
３
日
水
〜
15
日
月

申
高
齢
者
支
援
課（
☎
内
線
１
１
４

　
１
）

※

初
参
加
、
会
場
付
近
に
お
住
ま
い

　
の
人
を
優
先
的
に
案
内（
先
着
順

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
委
員
募
集

対
市
内
在
住
者
の
18
歳
以
上
の
人

　（
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
）
で

　
市
の
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
に

　
応
募
す
る
可
能
性
が
あ
る
団
体
と

　
利
害
関
係
が
な
い
人

●
任
期
　
２
年

定
女
性
２
人
　

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

期
４
月
26
日
金
ま
で

申 

問
財
産
活
用
課

　（
☎
内
線
１
４
１
１

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
２
９
９
８

　
叞zaisankatsuyou

　
　
　
　
　
　@

city.iizuka.lg.jp

）

※

同
課
に
備
付
け
の
申
込
用
紙（
市

　
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

　
に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、持
参
、

　
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

新
技
術・
新
製
品
開
発
補
助
金
、

販
路
開
拓
支
援
補
助
金
、

先
端
情
報
技
術
開
発
支
援
補
助
金
の

公
募

【
①
新
技
術・
新
製
品
開
発
補
助
金
】

対
研
究
開
発
事
業（
新
製
品・
新
製

　
造
法
の
開
発
）を
積
極
的
に
行
い
、

　
市
内
に
事
業
所
を
有
し（
同
一
事

　
業
を
１
年
以
上
継
続
）、
資
本
金

　
５
千
万
円
未
満
、
か
つ
、
従
業
員

　
50
人
未
満
の
中
小
企
業
者

●
補
助
対
象
経
費
　
直
接
人
件
費
、

　
原
材
料
費
、
構
築
物
費
、
機
械
装

　
置
費
、
工
具
器
具
費
、
工
業
所
有

　
権
出
願
等
経
費
、
外
注
加
工
費
、

　
技
術
指
導
受
入
費
な
ど

●
補
助
金
額
　
補
助
対
象
経
費
の
３

　
分
の
２
以
内
で
、
１
件
あ
た
り
上

　
限
１
５
０
万
円

●
採
択
件
数
　
３
件
以
内

期
４
月
30
日
火
ま
で

【
②
販
路
開
拓
支
援
補
助
金
】

対
自
社
で
優
れ
た
商
品（
製
品
、
技

　
術
、
サ
ー
ビ
ス
等
）
を
開
発
し
、

　
販
路
開
拓
に
積
極
的
に
取
り
組
む

　
市
内
に
主
た
る
事
業
所
又
は
事
務

　
所
を
置
く
中
小
企
業
者

●
補
助
対
象
経
費
　
謝
金
、
専
門
家

　
旅
費
、
職
員
旅
費
、
展
示
会
出
展

　
料
、
印
刷
製
本
費
、
通
信
運
搬
費
、

　
通
訳・
翻
訳
料
、
委
託
費
　

●
補
助
金
額
　
補
助
対
象
経
費
の
３

　
分
の
２
以
内
で
、
１
件
あ
た
り
上

　
限
75
万
円

●
採
択
件
数
　
４
件
以
内

期
４
月
30
日
火
ま
で

【
③
先
端
情
報
技
術
開
発
支
援
補
助
金
】

対
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
及
び
そ

　
れ
に
類
す
る
技
術
を
活
用
し
た
研

　
究
開
発
に
取
り
組
む
市
内
に
事
業

　
所
を
置
く
中
小
企
業
者

●
補
助
対
象
経
費
　
直
接
人
件
費
、

　
機
械
装
置
費
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
費
、

　
外
注
費
、
技
術
指
導
受
入
費

●
補
助
金
額
　
補
助
対
象
経
費
の
４

　
分
の
３
以
内
で
、
１
件
あ
た
り
上

　
限
５
０
０
万
円

●
採
択
件
数
　
２
件
以
内

期
４
月
８
日
月
〜
５
月
15
日
水

①
②
③
共
通

※

必
ず
事
前
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
経
済
政
策
推
進
室
　
産
学
振
興
担

　
当（
☎
内
線
１
４
５
３
）

飯
塚
市
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
補

助
金

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
て
活
動
す
る
市
内
の
各
種
団
体
が

行
う
男
女
共
同
参
画
問
題
解
決
の
た

め
の
事
業
の
推
進
に
必
要
な
経
費
に

つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
事
業・
補
助
金
額

①
男
女
共
同
参
画
推
進
啓
発
事
業：

　
１
事
業
に
つ
き
６
万
円
以
内（
営

　
利
目
的
、市
外
実
施
等
は
含
ま
な
い
）

②
男
女
共
同
参
画
推
進
研
修
等
参
加

　
補
助：
１
研
修
等
に
つ
き
２
千
円

　
以
内（
旅
費
は
含
ま
な
い
）

●
啓
発
事
業
対
象
経
費

　
報
償
費
、旅
費
、需
用
費
、役
務
費
、

　
使
用
料
、
そ
の
他

※

詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　（
サ
ン
ク
ス
）

　（
☎
０
９
４
８・
22・
７
０
５
８
、

　
　
FAX
０
９
４
８・
22・
３
６
０
９
）

風
水
災
害
時
の
緊
急
対
策
等
に
関
す

る
協
定
締
結
者
の
募
集

　
風
水
災
害
発
生
時
の
施
設
機
能
回

復
の
た
め
の
緊
急
対
策
等
に
関
す
る

協
定
締
結
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
飯
塚
市
指
名
願
い
提
出
の
市
内
業
者

　※

工
種
ラ
ン
ク
は
問
い
ま
せ
ん
。

期
４
月
15
日
月
〜
５
月
31
日
金

●
協
定
期
間

　
６
月
１
日
土
〜
翌
年
５
月
31
日
土

※

４
月
15
日
か
ら
土
木
管
理
課
、
各

　
支
所
経
済
建
設
課
で
協
定
書
の
様

　
式
を
配
付
し
ま
す
。

問
土
木
管
理
課（
☎
内
線
１
５
４
１
）、

　
各
支
所
経
済
建
設
課

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
災
害
復
旧

支
援
業
務
に
関
す
る
協
定
締
結
者
の

募
集

　
大
規
模
災
害
発
生
時
の
施
設
機
能

回
復
等
の
災
害
復
旧
支
援
業
務
に
関

す
る
協
定
締
結
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
飯
塚
市
指
名
願
い
を
提
出
し
て
い

　
る
市
内
測
量
業
者

期
４
月
15
日
月
〜
５
月
31
日
金

●
協
定
期
間

　
６
月
１
日
土
〜
翌
年
５
月
31
日
土

※

４
月
15
日
か
ら
土
木
管
理
課
、
各

　
支
所
経
済
建
設
課
で
協
定
書
の
様

　
式
を
配
付
し
ま
す
。

問
土
木
管
理
課（
☎
内
線
１
５
４
１
）、

　
各
支
所
経
済
建
設
課

〜
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
支
援
〜

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ｉ
ｎ
ｇ
事
業
（
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
応
援
補
助
金
）」

※

詳
し
く
は
、
同
課
窓
口
の
申
請
資

　
料
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

問
市
民
活
動
支
援
課

　（
☎
内
線
１
４
３
７
、

　
　
FAX
０
９
４
８・
22・
５
５
２
６
）

国
際
交
流
〜
筑
前
茜
染
め
参
加
者
募

集
〜

対
市
内
在
住
ま
た
は
在
学（
在
勤
）　

　
の
日
本
人・
外
国
人

時
５
月
25
日
土
９
時
〜
15
時

所
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
茜

内「
筑
前
茜
染
」の
伝
統
文
化
の
体
験

※

市
役
所
か
ら
バ
ス
送
迎
あ
り

期
５
月
17
日
金
ま
で

料
８
０
０
円（
お
弁
当
代
を
含
む
）

定
日
本
人
10
人・
外
国
人
10
人

申
国
際
交
流
推
進
協
議
会
事
務
局
　

　
国
際
政
策
課（
☎
内
線
１
６
４
７
）

　
ま
た
は
電
子
申
請

筑
穂
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
料
理
教
室

参
加
者
募
集

対
市
内
居
住
の
人

時
４
月
26
日
金
10
時
〜
13
時

内
料
理
教
室
「
春
の
食
材
で
体
力

　
ア
ッ
プ
の
食
事
づ
く
り
」

●
講
師
　
栗
木
　
千
代
香
さ
ん

定
先
着
16
人

料
５
０
０
円

持
エ
プ
ロ
ン・
三
角
巾・
上
靴・
マ
ス
ク

期
４
月
８
日
月
〜

所 

申
筑
穂
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
72・
１
１
１
０
）

イ
ベ
ン
ト

「
飯
塚
市
子
ど
も
ま
つ
り
」
開
催
の

お
知
ら
せ

時
４
月
21
日
日
10
時
〜
14
時

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン
前
広
場

内
復
興
支
援
コ
ー
ナ
ー
、
た
い
け
ん

　
広
場
、
た
べ
も
の
広
場
、
ス
テ
ー

　
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

問
生
涯
学
習
課

　（
☎
０
９
４
８・
22・
３
２
７
４
）

古
墳
の
特
別
公
開

　
川
島
古
墳（
県
指
定
史
跡
）
と
小

正
西
古
墳（
県
指
定
史
跡
）
を
特
別

公
開
し
ま
す
。
古
墳
公
開
日
に
は
、

普
段
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
古
墳
内

部
を
見
学
で
き
ま
す
。

時
４
月
20
日
土
、
21
日
日

　
９
時
半
〜
16
時

所
川
島
古
墳
公
園・
小
正
西
古
墳
公
園

問
歴
史
資
料
館

　（
☎
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

第
43
回
飯
塚
新
人
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

開
催
の
お
知
ら
せ（
予
選・
本
選
）

　
全
国
の
新
人
音
楽
家
の
登
竜
門
と

し
て
知
ら
れ
る「
飯
塚
新
人
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
予
選（
ピ
ア
ノ・
声
楽
）

時
５
月
３
日
金
㊗
〜
５
日
日
㊗

料
５
０
０
円（
３
日
間
共
通
券
）

●
本
選（
ピ
ア
ノ・
声
楽
）

時
６
月
２
日
日

料
当
日
券
１
２
０
０
円

　（
前
売
券
１
０
０
０
円
）

所
飯
塚
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン
　

※

詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
文
化
課
／
飯
塚
新
人
音
楽
コ
ン

　
ク
ー
ル
開
催
事
務
局

　（
☎
０
９
４
８・
22・
３
２
７
４
）

そ
の
他

大
型
連
休
に
お
け
る
歯
科
診
療

時 

内 

●
５
月
３
日
金
㊗
９
時
〜
13
時

　
お
お
つ
か
歯
科
医
院

　
飯
塚
市
長
尾
４
０
５-

１

　（
☎
０
９
４
８・
72・
０
８
９
５
）

●
５
月
４
日
土
９
時
〜
13
時

　
大
塚
歯
科
医
院

　
嘉
穂
郡
桂
川
町
豆
田
１
７
０‐

３

　（
☎
０
９
４
８・
65・
０
１
９
５
）

●
５
月
５
日
日
９
時
〜
13
時

　
大
塚
歯
科
医
院

　
嘉
麻
市
口
春
２
４
３-

19

　（
☎
０
９
４
８・
42・
１
５
５
７
）

●
５
月
６
日
月
㊗
９
時
〜
13
時

　
大
塚
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
嘉
穂
郡
桂
川
町
土
師
２
３
６
３-

２

　（
☎
０
９
４
８・
65・
０
０
７
４
）

問
飯
塚
歯
科
医
師
会

　（
☎
０
９
４
８・
22・
２
１
２
４
）

　
　
　
　
　
　
　

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
総
務
省
と
福
岡
県
で
は
、
毎
月
、

労
働
力
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
失
業
率
や
雇
用
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
統
計

調
査
で
す
。
調
査
員
が
皆
様
の
家
に

調
査
訪
問
し
た
と
き
は
、
ご
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

※

調
査
員
は
必
ず
福
岡
県
の
調
査
員

　
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

※

か
た
り
調
査
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

期
令
和
６
年
５
月
〜
10
月

●
調
査
地
区
　

　
飯
塚
、
芳
雄
町
、
大
日
寺

問
福
岡
県
調
査
統
計
課

　（
☎
０
９
２・
６
５
１・
１
１
１
１

　（
☎
内
線
２
７
６
９
、
２
７
７
０
））

〜
源
泉
徴
収
義
務
者
の
み
な
さ
ま
へ
〜

所
得
税
の
定
額
減
税
に
つ
い
て

内
所
得
税
の
定
額
減
税
に
つ
い
て
、

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の『
定
額

　
減
税
特
設
サ
イ
ト
』
に
、
制
度
解

　
説
動
画
や
Ｑ
＆
Ａ
の
ほ
か
、
説
明

　
会
の
案
内
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
定
額
減
税
は
、
税
制
改
正

　
法
案
が
成
立
し
た
場
合
、
令
和
６

　
年
６
月
か
ら
開
始
す
る
こ
と
と
な

　
り
ま
す
。

４
月
は
20
歳
未
満
飲
酒
防
止
強
調
月

間
で
す

（
お
酒
は
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
）

内
20
歳
未
満
の
方
の
飲
酒
は
法
律
で

　
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
20
歳
未
満

　
の
方
が
お
酒
を
飲
む
と
、
脳
の
発

　
達
な
ど
の
身
体
の
発
達
に
悪
影
響

　
を
及
ぼ
し
、
健
全
な
成
長
を
妨
げ

　
る
の
み
な
ら
ず
、
ア
ル
コ
ー
ル
依

　
存
症
に
な
り
や
す
い
お
そ
れ
が
あ

　
り
ま
す
。

●
お
酒
は
20
歳
に
な
っ
て
か
ら

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
民
法
の
成
年

　
年
齢
は
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

　
し
た
が
、
お
酒
に
関
す
る
年
齢
制

　
限
は
20
歳
の
ま
ま
維
持
さ
れ
て
い

　
ま
す
。

問
博
多
税
務
署
酒
類
指
導
官

　（
☎
０
９
２・
６
４
１・
８
１
３
１
）

『
こ
い
の
ぼ
り
』
の
寄
付
を
募
集

内
ご
家
庭
な
ど
に
眠
っ
て
い
る「
こ

　
い
の
ぼ
り
」
の
寄
付
を
募
集
し
て

　
い
ま
す
。
25
年
前
よ
り
目
尾
遠
賀

　
川
河
川
敷
で
泳
ぐ「
こ
い
の
ぼ
り
」

　
を
増
や
し
、
遠
賀
川
の
大
空
に
元

　
気
に
泳
が
せ
ま
す
。

問 

申
目
尾
フ
ォ
ー
ラ
ム（
川
原
）

　（
☎
０
９
４
８・
24・
８
８
８
８
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

対
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
、
健
康

　
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
。

内
施
設
管
理・
家
事
援
助（
家
庭
内

　
清
掃
）・
子
育
て・
草
刈・
除
草・

　
屋
内
外
作
業
等
。
随
時
、
説
明
会

　
を
開
催（
忠
隈
セ
ン
タ
ー
事
務
所
）

問
飯
塚
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
28・
１
２
１
２
）

令
和
６
年
度
遠
賀
川
環
境
保
全
活
動

団
体
支
援
助
成
事
業

対
支
流
を
含
む
遠
賀
川
流
域
で
活
動

　
を
行
っ
て
い
る
又
は
今
後
行
お
う

　
と
す
る
会
員
数
５
人
以
上
の
団
体

　
の
除
草・
清
掃
活
動
、
水
質・
生

　
物
調
査
、
普
及
啓
発
活
動
等

内
遠
賀
川
流
域（
支
流
を
含
む
）
で
、

　
河
川
の
水
質
の
改
善
等
を
目
的
と

　
し
た
環
境
保
全
活
動
を
行
う
住
民

　
団
体
等
に
対
し
て
、
そ
の
活
動
費

　
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
活
動
期
間

　
令
和
６
年
６
月
〜
令
和
７
年
１
月

●
助
成
金
額

　
１
団
体
あ
た
り
上
限
10
万
円

期
４
月
１
日
月
〜
19
日
金

問
北
九
州
市
上
下
水
道
局
水
質
試
験
所

　（
☎
０
９
３・
６
４
１・
５
９
４
８

　
　
FAX
０
９
３・
６
４
１・
５
９
９
８
）

令
和
６
年
度
第
１
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
準
備
講
習
会

時
５
月
26
日
日

所
飯
塚
地
区
消
防
本
部

内
乙
種
第
４
類

定
30
人

期
４
月
22
日
月
〜
５
月
17
日
金

　
８
時
半
〜
17
時（
平
日
の
み
）

申
飯
塚
地
区
消
防
本
部
予
防
課

問
嘉
飯
地
区
危
険
物
安
全
協
会

　
飯
塚
地
区
消
防
本
部
予
防
課
内

（
☎
０
８
０・
３
９
９
９・
７
６
０
７
）

※

申
込
書
は
、
飯
塚
地
区
消
防
本
部

　
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

自
衛
官
等
採
用
試
験
案
内

【
一
般
曹
候
補
生（
１
次
）】

時
５
月
18
日
土

所
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験（
北
九
州
市
立
大
学
）

期
５
月
７
日
火
ま
で

【
自
衛
官
候
補
生
】

時
５
月
19
日
日
〜
24
日
金

所
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験

期
５
月
７
日
火
ま
で

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

　
飯
塚
地
域
事
務
所

　（
☎
０
９
４
８・
22・
４
８
４
７
）

飯塚市
HP

飯塚市
HP

飯塚市
HP

飯塚市
HP
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人
権
標
語
　
●
ふ
つ
う
で
し
ょ
　
あ
な
た
の
ふ
つ
う
　
ぼ
く
ち
が
う
　
　（
鎮
西
小
）　
　
　
●
思
い
や
り
　
持
っ
て
話
そ
う
　
ふ
だ
ん
か
ら
　
　（
鎮
西
小
）

　対象 　　とき 　　ところ 　　内容 　　定員 　　料金･費用 　　託児 　　持ってくるもの 　　申込期限･申込期間 　　申し込み 　　問合せ
※　　の記載がないものは参加無料 ※募集等で申込方法の記載がないものは電話受付

所時 料
料

対 定内 託 持 期 申 問

【手話コーナー】
「入学式」
「手話」は、動きの
ある言語です。その
動きを伝えるために、
動画にまとめていま
すのでご覧ください。 両手人差し指で「入」の

形をつくり、前に倒す。

入

両掌を顔に向けて、本を
読むようなしぐさ

学

両掌を前に向け、親指以外の
指を前に倒すしぐさ

式

戸
籍
証
明
書
の
広
域
交
付

対
請
求
が
で
き
る
人
は
戸
籍
に
記
載

　
さ
れ
て
い
る
本
人
ま
た
は
そ
の
配

　
偶
者（
夫
ま
た
は
妻
）、
そ
の
直
系

　
尊
属（
父
母
、
祖
父
母
等
）
も
し

　
く
は
直
系
卑
属（
子
、
孫
等
）

内
本
籍
地
以
外
の
市
町
村
窓
口
で
も

　
戸
籍
証
明
書
の
請
求
が
で
き
る
よ

　
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
請
求
で
き
る
本
人
が
窓
口
に
お
越

し
の
う
え
、
顔
写
真
付
き
の
本
人
確

認
書
類
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課（
☎
内
線
１
０
１
４
）

あ
す
な
ろ
猫
事
業（
飼
い
主
の
い
な

い
猫
へ
の
不
妊・
去
勢
手
術
支
援
）

　対
あ
す
な
ろ
猫
事
業
実
施
地
区
に
住

　
ん
で
い
る
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を

　
不
妊・
去
勢
さ
せ
よ
う
と
す
る
人
。

　（
外
見
上
健
康
な
生
後
６
か
月
以

　
上
の
猫
。
た
だ
し
、
飼
い
猫
は
対

　
象
外
）

内
メ
ス
一
頭
　
１
万
１
千
円

　
オ
ス
一
頭
　
５
千
５
百
円

　
の
申
込
者
自
己
負
担（
税
込
）
で

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の
不
妊・

　
去
勢
手
術
を
行
い
ま
す
。

期
（
一
次
）
４
月
15
日
〜
５
月
15
日

●
手
術
実
施
期
間（
一
次
）

　
６
月
１
日
〜
７
月
31
日

申
福
岡
県
獣
医
師
会
い
の
ち
を
つ
な

　
ぐ
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
な

　
い
方
は
、
左
記
協
力
病
院
窓
口
へ

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
浜
野
動
物
病
院

（
☎
０
９
４
８・
25・
５
９
７
７
）

・
か
ほ
ま
ち
愛
犬
病
院

（
☎
０
９
４
８・
57・
１
８
８
４
）

問
環
境
整
備
課（
☎
内
線
１
６
５
２
）

市
有
不
動
産
の
売
却
情
報
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン

　
財
産
活
用
課
で
は
市
有
不
動
産
の

売
却
に
関
す
る
情
報
を
、
登
録
い
た

だ
い
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
配
信
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

※

登
録
に
つ
い
て
は
、
市
Ｈ
Ｐ
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

問
財
産
活
用
課（
☎
内
線
１
４
１
３
）

商
品
で
あ
る
軽
自
動
車
等（
販
売
用
）

の
課
税
を
免
除

対
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
で
、
次

　
の
①
〜
④
ま
で
の
全
て
の
条
件
を

　
満
た
す
も
の

　
①
令
和
５
年
４
月
２
日
以
降
に
取

　
　
得
し
た
軽
自
動
車
等
で
あ
る
こ
と

　
②
軽
自
動
車
等
が
商
品
で
あ
る
こ
と

　
③
軽
自
動
車
等
が
使
用
し
な
い
も

　
　
の
で
あ
る
こ
と

　
④
申
請
者
は
、
所
有
し
て
い
る
軽

　
　
自
動
車
等
の
全
て
に
つ
い
て
税

　
　
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

期
４
月
30
日
火
ま
で

※

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課（
☎
内
線
１
０
６
０
）

※

課
税
免
除
の
申
請
は
、
本
庁
税
務

　
課
で
の
み
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

募
集

市
営
住
宅(

空
き
家)

入
居
者
募
集

対①
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
、
ま

　
た
は
市
内
勤
務
者

②
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
が
市

　
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

③
政
令
で
規
定
す
る
所
得
要
件
に
該

　
当
す
る
こ
と

※

そ
の
他
、
単
身
入
居
な
ど
の
場
合

　
に
は
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

　
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

期
５
月
１
日
水
〜
９
日
木

※

毎
週
木
曜
日
の
窓
口
延
長
で
は
、

　
受
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
住
宅
課(

☎
内
線
１
５
２
１
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

※

同
課
に
備
付
け
の
申
込
案
内
書
に

　
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
窓
口

　
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

入
居
す
る
方
以
外
が
代
理
で
申
込

　
み
に
来
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必

　
要
と
な
り
ま
す
。

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

対
飯
塚
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
65
歳

　
以
上
の
人(

送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん)

※

全
回
参
加
が
可
能
な
人

定
各
教
室
25
〜
30
人
程
度

期
４
月
３
日
水
〜
15
日
月

申
高
齢
者
支
援
課（
☎
内
線
１
１
４

　
１
）

※

初
参
加
、
会
場
付
近
に
お
住
ま
い

　
の
人
を
優
先
的
に
案
内（
先
着
順

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
委
員
募
集

対
市
内
在
住
者
の
18
歳
以
上
の
人

　（
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
）
で

　
市
の
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
に

　
応
募
す
る
可
能
性
が
あ
る
団
体
と

　
利
害
関
係
が
な
い
人

●
任
期
　
２
年

定
女
性
２
人
　

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

期
４
月
26
日
金
ま
で

申 

問
財
産
活
用
課

　（
☎
内
線
１
４
１
１

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
２
９
９
８

　
叞zaisankatsuyou

　
　
　
　
　
　@

city.iizuka.lg.jp

）

※

同
課
に
備
付
け
の
申
込
用
紙（
市

　
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

　
に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、持
参
、

　
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

新
技
術・
新
製
品
開
発
補
助
金
、

販
路
開
拓
支
援
補
助
金
、

先
端
情
報
技
術
開
発
支
援
補
助
金
の

公
募

【
①
新
技
術・
新
製
品
開
発
補
助
金
】

対
研
究
開
発
事
業（
新
製
品・
新
製

　
造
法
の
開
発
）を
積
極
的
に
行
い
、

　
市
内
に
事
業
所
を
有
し（
同
一
事

　
業
を
１
年
以
上
継
続
）、
資
本
金

　
５
千
万
円
未
満
、
か
つ
、
従
業
員

　
50
人
未
満
の
中
小
企
業
者

●
補
助
対
象
経
費
　
直
接
人
件
費
、

　
原
材
料
費
、
構
築
物
費
、
機
械
装

　
置
費
、
工
具
器
具
費
、
工
業
所
有

　
権
出
願
等
経
費
、
外
注
加
工
費
、

　
技
術
指
導
受
入
費
な
ど

●
補
助
金
額
　
補
助
対
象
経
費
の
３

　
分
の
２
以
内
で
、
１
件
あ
た
り
上

　
限
１
５
０
万
円

●
採
択
件
数
　
３
件
以
内

期
４
月
30
日
火
ま
で

【
②
販
路
開
拓
支
援
補
助
金
】

対
自
社
で
優
れ
た
商
品（
製
品
、
技

　
術
、
サ
ー
ビ
ス
等
）
を
開
発
し
、

　
販
路
開
拓
に
積
極
的
に
取
り
組
む

　
市
内
に
主
た
る
事
業
所
又
は
事
務

　
所
を
置
く
中
小
企
業
者

●
補
助
対
象
経
費
　
謝
金
、
専
門
家

　
旅
費
、
職
員
旅
費
、
展
示
会
出
展

　
料
、
印
刷
製
本
費
、
通
信
運
搬
費
、

　
通
訳・
翻
訳
料
、
委
託
費
　

●
補
助
金
額
　
補
助
対
象
経
費
の
３

　
分
の
２
以
内
で
、
１
件
あ
た
り
上

　
限
75
万
円

●
採
択
件
数
　
４
件
以
内

期
４
月
30
日
火
ま
で

【
③
先
端
情
報
技
術
開
発
支
援
補
助
金
】

対
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
及
び
そ

　
れ
に
類
す
る
技
術
を
活
用
し
た
研

　
究
開
発
に
取
り
組
む
市
内
に
事
業

　
所
を
置
く
中
小
企
業
者

●
補
助
対
象
経
費
　
直
接
人
件
費
、

　
機
械
装
置
費
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
費
、

　
外
注
費
、
技
術
指
導
受
入
費

●
補
助
金
額
　
補
助
対
象
経
費
の
４

　
分
の
３
以
内
で
、
１
件
あ
た
り
上

　
限
５
０
０
万
円

●
採
択
件
数
　
２
件
以
内

期
４
月
８
日
月
〜
５
月
15
日
水

①
②
③
共
通

※

必
ず
事
前
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
経
済
政
策
推
進
室
　
産
学
振
興
担

　
当（
☎
内
線
１
４
５
３
）

飯
塚
市
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
補

助
金

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
て
活
動
す
る
市
内
の
各
種
団
体
が

行
う
男
女
共
同
参
画
問
題
解
決
の
た

め
の
事
業
の
推
進
に
必
要
な
経
費
に

つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
事
業・
補
助
金
額

①
男
女
共
同
参
画
推
進
啓
発
事
業：

　
１
事
業
に
つ
き
６
万
円
以
内（
営

　
利
目
的
、市
外
実
施
等
は
含
ま
な
い
）

②
男
女
共
同
参
画
推
進
研
修
等
参
加

　
補
助：
１
研
修
等
に
つ
き
２
千
円

　
以
内（
旅
費
は
含
ま
な
い
）

●
啓
発
事
業
対
象
経
費

　
報
償
費
、旅
費
、需
用
費
、役
務
費
、

　
使
用
料
、
そ
の
他

※

詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　（
サ
ン
ク
ス
）

　（
☎
０
９
４
８・
22・
７
０
５
８
、

　
　
FAX
０
９
４
８・
22・
３
６
０
９
）

風
水
災
害
時
の
緊
急
対
策
等
に
関
す

る
協
定
締
結
者
の
募
集

　
風
水
災
害
発
生
時
の
施
設
機
能
回

復
の
た
め
の
緊
急
対
策
等
に
関
す
る

協
定
締
結
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
飯
塚
市
指
名
願
い
提
出
の
市
内
業
者

　※

工
種
ラ
ン
ク
は
問
い
ま
せ
ん
。

期
４
月
15
日
月
〜
５
月
31
日
金

●
協
定
期
間

　
６
月
１
日
土
〜
翌
年
５
月
31
日
土

※

４
月
15
日
か
ら
土
木
管
理
課
、
各

　
支
所
経
済
建
設
課
で
協
定
書
の
様

　
式
を
配
付
し
ま
す
。

問
土
木
管
理
課（
☎
内
線
１
５
４
１
）、

　
各
支
所
経
済
建
設
課

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
災
害
復
旧

支
援
業
務
に
関
す
る
協
定
締
結
者
の

募
集

　
大
規
模
災
害
発
生
時
の
施
設
機
能

回
復
等
の
災
害
復
旧
支
援
業
務
に
関

す
る
協
定
締
結
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
飯
塚
市
指
名
願
い
を
提
出
し
て
い

　
る
市
内
測
量
業
者

期
４
月
15
日
月
〜
５
月
31
日
金

●
協
定
期
間

　
６
月
１
日
土
〜
翌
年
５
月
31
日
土

※

４
月
15
日
か
ら
土
木
管
理
課
、
各

　
支
所
経
済
建
設
課
で
協
定
書
の
様

　
式
を
配
付
し
ま
す
。

問
土
木
管
理
課（
☎
内
線
１
５
４
１
）、

　
各
支
所
経
済
建
設
課

〜
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
支
援
〜

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ｉ
ｎ
ｇ
事
業
（
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
応
援
補
助
金
）」

※

詳
し
く
は
、
同
課
窓
口
の
申
請
資

　
料
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

問
市
民
活
動
支
援
課

　（
☎
内
線
１
４
３
７
、

　
　
FAX
０
９
４
８・
22・
５
５
２
６
）

国
際
交
流
〜
筑
前
茜
染
め
参
加
者
募

集
〜

対
市
内
在
住
ま
た
は
在
学（
在
勤
）　

　
の
日
本
人・
外
国
人

時
５
月
25
日
土
９
時
〜
15
時

所
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
茜

内「
筑
前
茜
染
」の
伝
統
文
化
の
体
験

※

市
役
所
か
ら
バ
ス
送
迎
あ
り

期
５
月
17
日
金
ま
で

料
８
０
０
円（
お
弁
当
代
を
含
む
）

定
日
本
人
10
人・
外
国
人
10
人

申
国
際
交
流
推
進
協
議
会
事
務
局
　

　
国
際
政
策
課（
☎
内
線
１
６
４
７
）

　
ま
た
は
電
子
申
請

筑
穂
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
料
理
教
室

参
加
者
募
集

対
市
内
居
住
の
人

時
４
月
26
日
金
10
時
〜
13
時

内
料
理
教
室
「
春
の
食
材
で
体
力

　
ア
ッ
プ
の
食
事
づ
く
り
」

●
講
師
　
栗
木
　
千
代
香
さ
ん

定
先
着
16
人

料
５
０
０
円

持
エ
プ
ロ
ン・
三
角
巾・
上
靴・
マ
ス
ク

期
４
月
８
日
月
〜

所 

申
筑
穂
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
72・
１
１
１
０
）

イ
ベ
ン
ト

「
飯
塚
市
子
ど
も
ま
つ
り
」
開
催
の

お
知
ら
せ

時
４
月
21
日
日
10
時
〜
14
時

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン
前
広
場

内
復
興
支
援
コ
ー
ナ
ー
、
た
い
け
ん

　
広
場
、
た
べ
も
の
広
場
、
ス
テ
ー

　
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

問
生
涯
学
習
課

　（
☎
０
９
４
８・
22・
３
２
７
４
）

古
墳
の
特
別
公
開

　
川
島
古
墳（
県
指
定
史
跡
）
と
小

正
西
古
墳（
県
指
定
史
跡
）
を
特
別

公
開
し
ま
す
。
古
墳
公
開
日
に
は
、

普
段
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
古
墳
内

部
を
見
学
で
き
ま
す
。

時
４
月
20
日
土
、
21
日
日

　
９
時
半
〜
16
時

所
川
島
古
墳
公
園・
小
正
西
古
墳
公
園

問
歴
史
資
料
館

　（
☎
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

第
43
回
飯
塚
新
人
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

開
催
の
お
知
ら
せ（
予
選・
本
選
）

　
全
国
の
新
人
音
楽
家
の
登
竜
門
と

し
て
知
ら
れ
る「
飯
塚
新
人
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
予
選（
ピ
ア
ノ・
声
楽
）

時
５
月
３
日
金
㊗
〜
５
日
日
㊗

料
５
０
０
円（
３
日
間
共
通
券
）

●
本
選（
ピ
ア
ノ・
声
楽
）

時
６
月
２
日
日

料
当
日
券
１
２
０
０
円

　（
前
売
券
１
０
０
０
円
）

所
飯
塚
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン
　

※

詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
文
化
課
／
飯
塚
新
人
音
楽
コ
ン

　
ク
ー
ル
開
催
事
務
局

　（
☎
０
９
４
８・
22・
３
２
７
４
）

そ
の
他

大
型
連
休
に
お
け
る
歯
科
診
療

時 

内 

●
５
月
３
日
金
㊗
９
時
〜
13
時

　
お
お
つ
か
歯
科
医
院

　
飯
塚
市
長
尾
４
０
５-
１

　（
☎
０
９
４
８・
72・
０
８
９
５
）

●
５
月
４
日
土
９
時
〜
13
時

　
大
塚
歯
科
医
院

　
嘉
穂
郡
桂
川
町
豆
田
１
７
０‐

３

　（
☎
０
９
４
８・
65・
０
１
９
５
）

●
５
月
５
日
日
９
時
〜
13
時

　
大
塚
歯
科
医
院

　
嘉
麻
市
口
春
２
４
３-

19

　（
☎
０
９
４
８・
42・
１
５
５
７
）

●
５
月
６
日
月
㊗
９
時
〜
13
時

　
大
塚
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
嘉
穂
郡
桂
川
町
土
師
２
３
６
３-

２

　（
☎
０
９
４
８・
65・
０
０
７
４
）

問
飯
塚
歯
科
医
師
会

　（
☎
０
９
４
８・
22・
２
１
２
４
）

　
　
　
　
　
　
　

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
総
務
省
と
福
岡
県
で
は
、
毎
月
、

労
働
力
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
失
業
率
や
雇
用
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
統
計

調
査
で
す
。
調
査
員
が
皆
様
の
家
に

調
査
訪
問
し
た
と
き
は
、
ご
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

※

調
査
員
は
必
ず
福
岡
県
の
調
査
員

　
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

※

か
た
り
調
査
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

期
令
和
６
年
５
月
〜
10
月

●
調
査
地
区
　

　
飯
塚
、
芳
雄
町
、
大
日
寺

問
福
岡
県
調
査
統
計
課

　（
☎
０
９
２・
６
５
１・
１
１
１
１

　（
☎
内
線
２
７
６
９
、
２
７
７
０
））

〜
源
泉
徴
収
義
務
者
の
み
な
さ
ま
へ
〜

所
得
税
の
定
額
減
税
に
つ
い
て

内
所
得
税
の
定
額
減
税
に
つ
い
て
、

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の『
定
額

　
減
税
特
設
サ
イ
ト
』
に
、
制
度
解

　
説
動
画
や
Ｑ
＆
Ａ
の
ほ
か
、
説
明

　
会
の
案
内
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
定
額
減
税
は
、
税
制
改
正

　
法
案
が
成
立
し
た
場
合
、
令
和
６

　
年
６
月
か
ら
開
始
す
る
こ
と
と
な

　
り
ま
す
。

４
月
は
20
歳
未
満
飲
酒
防
止
強
調
月

間
で
す

（
お
酒
は
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
）

内
20
歳
未
満
の
方
の
飲
酒
は
法
律
で

　
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
20
歳
未
満

　
の
方
が
お
酒
を
飲
む
と
、
脳
の
発

　
達
な
ど
の
身
体
の
発
達
に
悪
影
響

　
を
及
ぼ
し
、
健
全
な
成
長
を
妨
げ

　
る
の
み
な
ら
ず
、
ア
ル
コ
ー
ル
依

　
存
症
に
な
り
や
す
い
お
そ
れ
が
あ

　
り
ま
す
。

●
お
酒
は
20
歳
に
な
っ
て
か
ら

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
民
法
の
成
年

　
年
齢
は
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

　
し
た
が
、
お
酒
に
関
す
る
年
齢
制

　
限
は
20
歳
の
ま
ま
維
持
さ
れ
て
い

　
ま
す
。

問
博
多
税
務
署
酒
類
指
導
官

　（
☎
０
９
２・
６
４
１・
８
１
３
１
）

『
こ
い
の
ぼ
り
』
の
寄
付
を
募
集

内
ご
家
庭
な
ど
に
眠
っ
て
い
る「
こ

　
い
の
ぼ
り
」
の
寄
付
を
募
集
し
て

　
い
ま
す
。
25
年
前
よ
り
目
尾
遠
賀

　
川
河
川
敷
で
泳
ぐ「
こ
い
の
ぼ
り
」

　
を
増
や
し
、
遠
賀
川
の
大
空
に
元

　
気
に
泳
が
せ
ま
す
。

問 

申
目
尾
フ
ォ
ー
ラ
ム（
川
原
）

　（
☎
０
９
４
８・
24・
８
８
８
８
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

対
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
、
健
康

　
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
。

内
施
設
管
理・
家
事
援
助（
家
庭
内

　
清
掃
）・
子
育
て・
草
刈・
除
草・

　
屋
内
外
作
業
等
。
随
時
、
説
明
会

　
を
開
催（
忠
隈
セ
ン
タ
ー
事
務
所
）

問
飯
塚
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
28・
１
２
１
２
）

令
和
６
年
度
遠
賀
川
環
境
保
全
活
動

団
体
支
援
助
成
事
業

対
支
流
を
含
む
遠
賀
川
流
域
で
活
動

　
を
行
っ
て
い
る
又
は
今
後
行
お
う

　
と
す
る
会
員
数
５
人
以
上
の
団
体

　
の
除
草・
清
掃
活
動
、
水
質・
生

　
物
調
査
、
普
及
啓
発
活
動
等

内
遠
賀
川
流
域（
支
流
を
含
む
）
で
、

　
河
川
の
水
質
の
改
善
等
を
目
的
と

　
し
た
環
境
保
全
活
動
を
行
う
住
民

　
団
体
等
に
対
し
て
、
そ
の
活
動
費

　
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
活
動
期
間

　
令
和
６
年
６
月
〜
令
和
７
年
１
月

●
助
成
金
額

　
１
団
体
あ
た
り
上
限
10
万
円

期
４
月
１
日
月
〜
19
日
金

問
北
九
州
市
上
下
水
道
局
水
質
試
験
所

　（
☎
０
９
３・
６
４
１・
５
９
４
８

　
　
FAX
０
９
３・
６
４
１・
５
９
９
８
）

令
和
６
年
度
第
１
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
準
備
講
習
会

時
５
月
26
日
日

所
飯
塚
地
区
消
防
本
部

内
乙
種
第
４
類

定
30
人

期
４
月
22
日
月
〜
５
月
17
日
金

　
８
時
半
〜
17
時（
平
日
の
み
）

申
飯
塚
地
区
消
防
本
部
予
防
課

問
嘉
飯
地
区
危
険
物
安
全
協
会

　
飯
塚
地
区
消
防
本
部
予
防
課
内

（
☎
０
８
０・
３
９
９
９・
７
６
０
７
）

※

申
込
書
は
、
飯
塚
地
区
消
防
本
部

　
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

自
衛
官
等
採
用
試
験
案
内

【
一
般
曹
候
補
生（
１
次
）】

時
５
月
18
日
土

所
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験（
北
九
州
市
立
大
学
）

期
５
月
７
日
火
ま
で

【
自
衛
官
候
補
生
】

時
５
月
19
日
日
〜
24
日
金

所
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験

期
５
月
７
日
火
ま
で

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

　
飯
塚
地
域
事
務
所

　（
☎
０
９
４
８・
22・
４
８
４
７
）

申込みは
こちら
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戸
籍
証
明
書
の
広
域
交
付

対
請
求
が
で
き
る
人
は
戸
籍
に
記
載

　
さ
れ
て
い
る
本
人
ま
た
は
そ
の
配

　
偶
者（
夫
ま
た
は
妻
）、
そ
の
直
系

　
尊
属（
父
母
、
祖
父
母
等
）
も
し

　
く
は
直
系
卑
属（
子
、
孫
等
）

内
本
籍
地
以
外
の
市
町
村
窓
口
で
も

　
戸
籍
証
明
書
の
請
求
が
で
き
る
よ

　
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
請
求
で
き
る
本
人
が
窓
口
に
お
越

し
の
う
え
、
顔
写
真
付
き
の
本
人
確

認
書
類
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課（
☎
内
線
１
０
１
４
）

あ
す
な
ろ
猫
事
業（
飼
い
主
の
い
な

い
猫
へ
の
不
妊・
去
勢
手
術
支
援
）

　対
あ
す
な
ろ
猫
事
業
実
施
地
区
に
住

　
ん
で
い
る
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を

　
不
妊・
去
勢
さ
せ
よ
う
と
す
る
人
。

　（
外
見
上
健
康
な
生
後
６
か
月
以

　
上
の
猫
。
た
だ
し
、
飼
い
猫
は
対

　
象
外
）

内
メ
ス
一
頭
　
１
万
１
千
円

　
オ
ス
一
頭
　
５
千
５
百
円

　
の
申
込
者
自
己
負
担（
税
込
）
で

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の
不
妊・

　
去
勢
手
術
を
行
い
ま
す
。

期
（
一
次
）
４
月
15
日
〜
５
月
15
日

●
手
術
実
施
期
間（
一
次
）

　
６
月
１
日
〜
７
月
31
日

申
福
岡
県
獣
医
師
会
い
の
ち
を
つ
な

　
ぐ
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
な

　
い
方
は
、
左
記
協
力
病
院
窓
口
へ

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
浜
野
動
物
病
院

（
☎
０
９
４
８・
25・
５
９
７
７
）

・
か
ほ
ま
ち
愛
犬
病
院

（
☎
０
９
４
８・
57・
１
８
８
４
）

問
環
境
整
備
課（
☎
内
線
１
６
５
２
）

市
有
不
動
産
の
売
却
情
報
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン

　
財
産
活
用
課
で
は
市
有
不
動
産
の

売
却
に
関
す
る
情
報
を
、
登
録
い
た

だ
い
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
配
信
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

※

登
録
に
つ
い
て
は
、
市
Ｈ
Ｐ
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

問
財
産
活
用
課（
☎
内
線
１
４
１
３
）

商
品
で
あ
る
軽
自
動
車
等（
販
売
用
）

の
課
税
を
免
除

対
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
で
、
次

　
の
①
〜
④
ま
で
の
全
て
の
条
件
を

　
満
た
す
も
の

　
①
令
和
５
年
４
月
２
日
以
降
に
取

　
　
得
し
た
軽
自
動
車
等
で
あ
る
こ
と

　
②
軽
自
動
車
等
が
商
品
で
あ
る
こ
と

　
③
軽
自
動
車
等
が
使
用
し
な
い
も

　
　
の
で
あ
る
こ
と

　
④
申
請
者
は
、
所
有
し
て
い
る
軽

　
　
自
動
車
等
の
全
て
に
つ
い
て
税

　
　
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

期
４
月
30
日
火
ま
で

※

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課（
☎
内
線
１
０
６
０
）

※

課
税
免
除
の
申
請
は
、
本
庁
税
務

　
課
で
の
み
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

募
集

市
営
住
宅(

空
き
家)

入
居
者
募
集

対①
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
、
ま

　
た
は
市
内
勤
務
者

②
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
が
市

　
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

③
政
令
で
規
定
す
る
所
得
要
件
に
該

　
当
す
る
こ
と

※

そ
の
他
、
単
身
入
居
な
ど
の
場
合

　
に
は
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

　
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

期
５
月
１
日
水
〜
９
日
木

※

毎
週
木
曜
日
の
窓
口
延
長
で
は
、

　
受
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
住
宅
課(

☎
内
線
１
５
２
１
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

※

同
課
に
備
付
け
の
申
込
案
内
書
に

　
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
窓
口

　
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

入
居
す
る
方
以
外
が
代
理
で
申
込

　
み
に
来
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必

　
要
と
な
り
ま
す
。

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

対
飯
塚
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
65
歳

　
以
上
の
人(

送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん)

※

全
回
参
加
が
可
能
な
人

定
各
教
室
25
〜
30
人
程
度

期
４
月
３
日
水
〜
15
日
月

申
高
齢
者
支
援
課（
☎
内
線
１
１
４

　
１
）

※

初
参
加
、
会
場
付
近
に
お
住
ま
い

　
の
人
を
優
先
的
に
案
内（
先
着
順

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
委
員
募
集

対
市
内
在
住
者
の
18
歳
以
上
の
人

　（
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
）
で

　
市
の
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
に

　
応
募
す
る
可
能
性
が
あ
る
団
体
と

　
利
害
関
係
が
な
い
人

●
任
期
　
２
年

定
女
性
２
人
　

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

期
４
月
26
日
金
ま
で

申 

問
財
産
活
用
課

　（
☎
内
線
１
４
１
１

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
２
９
９
８

　
叞zaisankatsuyou

　
　
　
　
　
　@

city.iizuka.lg.jp

）

※

同
課
に
備
付
け
の
申
込
用
紙（
市

　
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

　
に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、持
参
、

　
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

新
技
術・
新
製
品
開
発
補
助
金
、

販
路
開
拓
支
援
補
助
金
、

先
端
情
報
技
術
開
発
支
援
補
助
金
の

公
募

【
①
新
技
術・
新
製
品
開
発
補
助
金
】

対
研
究
開
発
事
業（
新
製
品・
新
製

　
造
法
の
開
発
）を
積
極
的
に
行
い
、

　
市
内
に
事
業
所
を
有
し（
同
一
事

　
業
を
１
年
以
上
継
続
）、
資
本
金

　
５
千
万
円
未
満
、
か
つ
、
従
業
員

　
50
人
未
満
の
中
小
企
業
者

●
補
助
対
象
経
費
　
直
接
人
件
費
、

　
原
材
料
費
、
構
築
物
費
、
機
械
装

　
置
費
、
工
具
器
具
費
、
工
業
所
有

　
権
出
願
等
経
費
、
外
注
加
工
費
、

　
技
術
指
導
受
入
費
な
ど

●
補
助
金
額
　
補
助
対
象
経
費
の
３

　
分
の
２
以
内
で
、
１
件
あ
た
り
上

　
限
１
５
０
万
円

●
採
択
件
数
　
３
件
以
内

期
４
月
30
日
火
ま
で

【
②
販
路
開
拓
支
援
補
助
金
】

対
自
社
で
優
れ
た
商
品（
製
品
、
技

　
術
、
サ
ー
ビ
ス
等
）
を
開
発
し
、

　
販
路
開
拓
に
積
極
的
に
取
り
組
む

　
市
内
に
主
た
る
事
業
所
又
は
事
務

　
所
を
置
く
中
小
企
業
者

●
補
助
対
象
経
費
　
謝
金
、
専
門
家

　
旅
費
、
職
員
旅
費
、
展
示
会
出
展

　
料
、
印
刷
製
本
費
、
通
信
運
搬
費
、

　
通
訳・
翻
訳
料
、
委
託
費
　

●
補
助
金
額
　
補
助
対
象
経
費
の
３

　
分
の
２
以
内
で
、
１
件
あ
た
り
上

　
限
75
万
円

●
採
択
件
数
　
４
件
以
内

期
４
月
30
日
火
ま
で

【
③
先
端
情
報
技
術
開
発
支
援
補
助
金
】

対
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
及
び
そ

　
れ
に
類
す
る
技
術
を
活
用
し
た
研

　
究
開
発
に
取
り
組
む
市
内
に
事
業

　
所
を
置
く
中
小
企
業
者

●
補
助
対
象
経
費
　
直
接
人
件
費
、

　
機
械
装
置
費
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
費
、

　
外
注
費
、
技
術
指
導
受
入
費

●
補
助
金
額
　
補
助
対
象
経
費
の
４

　
分
の
３
以
内
で
、
１
件
あ
た
り
上

　
限
５
０
０
万
円

●
採
択
件
数
　
２
件
以
内

期
４
月
８
日
月
〜
５
月
15
日
水

①
②
③
共
通

※

必
ず
事
前
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
経
済
政
策
推
進
室
　
産
学
振
興
担

　
当（
☎
内
線
１
４
５
３
）

飯
塚
市
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
補

助
金

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
て
活
動
す
る
市
内
の
各
種
団
体
が

行
う
男
女
共
同
参
画
問
題
解
決
の
た

め
の
事
業
の
推
進
に
必
要
な
経
費
に

つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
事
業・
補
助
金
額

①
男
女
共
同
参
画
推
進
啓
発
事
業：

　
１
事
業
に
つ
き
６
万
円
以
内（
営

　
利
目
的
、市
外
実
施
等
は
含
ま
な
い
）

②
男
女
共
同
参
画
推
進
研
修
等
参
加

　
補
助：
１
研
修
等
に
つ
き
２
千
円

　
以
内（
旅
費
は
含
ま
な
い
）

●
啓
発
事
業
対
象
経
費

　
報
償
費
、旅
費
、需
用
費
、役
務
費
、

　
使
用
料
、
そ
の
他

※

詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　（
サ
ン
ク
ス
）

　（
☎
０
９
４
８・
22・
７
０
５
８
、

　
　
FAX
０
９
４
８・
22・
３
６
０
９
）

風
水
災
害
時
の
緊
急
対
策
等
に
関
す

る
協
定
締
結
者
の
募
集

　
風
水
災
害
発
生
時
の
施
設
機
能
回

復
の
た
め
の
緊
急
対
策
等
に
関
す
る

協
定
締
結
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
飯
塚
市
指
名
願
い
提
出
の
市
内
業
者

　※

工
種
ラ
ン
ク
は
問
い
ま
せ
ん
。

期
４
月
15
日
月
〜
５
月
31
日
金

●
協
定
期
間

　
６
月
１
日
土
〜
翌
年
５
月
31
日
土

※

４
月
15
日
か
ら
土
木
管
理
課
、
各

　
支
所
経
済
建
設
課
で
協
定
書
の
様

　
式
を
配
付
し
ま
す
。

問
土
木
管
理
課（
☎
内
線
１
５
４
１
）、

　
各
支
所
経
済
建
設
課

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
災
害
復
旧

支
援
業
務
に
関
す
る
協
定
締
結
者
の

募
集

　
大
規
模
災
害
発
生
時
の
施
設
機
能

回
復
等
の
災
害
復
旧
支
援
業
務
に
関

す
る
協
定
締
結
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
飯
塚
市
指
名
願
い
を
提
出
し
て
い

　
る
市
内
測
量
業
者

期
４
月
15
日
月
〜
５
月
31
日
金

●
協
定
期
間

　
６
月
１
日
土
〜
翌
年
５
月
31
日
土

※

４
月
15
日
か
ら
土
木
管
理
課
、
各

　
支
所
経
済
建
設
課
で
協
定
書
の
様

　
式
を
配
付
し
ま
す
。

問
土
木
管
理
課（
☎
内
線
１
５
４
１
）、

　
各
支
所
経
済
建
設
課

〜
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
支
援
〜

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ｉ
ｎ
ｇ
事
業
（
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
応
援
補
助
金
）」

※

詳
し
く
は
、
同
課
窓
口
の
申
請
資

　
料
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

問
市
民
活
動
支
援
課

　（
☎
内
線
１
４
３
７
、

　
　
FAX
０
９
４
８・
22・
５
５
２
６
）

国
際
交
流
〜
筑
前
茜
染
め
参
加
者
募

集
〜

対
市
内
在
住
ま
た
は
在
学（
在
勤
）　

　
の
日
本
人・
外
国
人

時
５
月
25
日
土
９
時
〜
15
時

所
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
茜

内「
筑
前
茜
染
」の
伝
統
文
化
の
体
験

※

市
役
所
か
ら
バ
ス
送
迎
あ
り

期
５
月
17
日
金
ま
で

料
８
０
０
円（
お
弁
当
代
を
含
む
）

定
日
本
人
10
人・
外
国
人
10
人

申
国
際
交
流
推
進
協
議
会
事
務
局
　

　
国
際
政
策
課（
☎
内
線
１
６
４
７
）

　
ま
た
は
電
子
申
請

筑
穂
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
料
理
教
室

参
加
者
募
集

対
市
内
居
住
の
人

時
４
月
26
日
金
10
時
〜
13
時

内
料
理
教
室
「
春
の
食
材
で
体
力

　
ア
ッ
プ
の
食
事
づ
く
り
」

●
講
師
　
栗
木
　
千
代
香
さ
ん

定
先
着
16
人

料
５
０
０
円

持
エ
プ
ロ
ン・
三
角
巾・
上
靴・
マ
ス
ク

期
４
月
８
日
月
〜

所 

申
筑
穂
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
72・
１
１
１
０
）

イ
ベ
ン
ト

「
飯
塚
市
子
ど
も
ま
つ
り
」
開
催
の

お
知
ら
せ

時
４
月
21
日
日
10
時
〜
14
時

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン
前
広
場

内
復
興
支
援
コ
ー
ナ
ー
、
た
い
け
ん

　
広
場
、
た
べ
も
の
広
場
、
ス
テ
ー

　
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

問
生
涯
学
習
課

　（
☎
０
９
４
８・
22・
３
２
７
４
）

古
墳
の
特
別
公
開

　
川
島
古
墳（
県
指
定
史
跡
）
と
小

正
西
古
墳（
県
指
定
史
跡
）
を
特
別

公
開
し
ま
す
。
古
墳
公
開
日
に
は
、

普
段
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
古
墳
内

部
を
見
学
で
き
ま
す
。

時
４
月
20
日
土
、
21
日
日

　
９
時
半
〜
16
時

所
川
島
古
墳
公
園・
小
正
西
古
墳
公
園

問
歴
史
資
料
館

　（
☎
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

第
43
回
飯
塚
新
人
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

開
催
の
お
知
ら
せ（
予
選・
本
選
）

　
全
国
の
新
人
音
楽
家
の
登
竜
門
と

し
て
知
ら
れ
る「
飯
塚
新
人
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
予
選（
ピ
ア
ノ・
声
楽
）

時
５
月
３
日
金
㊗
〜
５
日
日
㊗

料
５
０
０
円（
３
日
間
共
通
券
）

●
本
選（
ピ
ア
ノ・
声
楽
）

時
６
月
２
日
日

料
当
日
券
１
２
０
０
円

　（
前
売
券
１
０
０
０
円
）

所
飯
塚
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン
　

※

詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
文
化
課
／
飯
塚
新
人
音
楽
コ
ン

　
ク
ー
ル
開
催
事
務
局

　（
☎
０
９
４
８・
22・
３
２
７
４
）

そ
の
他

大
型
連
休
に
お
け
る
歯
科
診
療

時 

内 

●
５
月
３
日
金
㊗
９
時
〜
13
時

　
お
お
つ
か
歯
科
医
院

　
飯
塚
市
長
尾
４
０
５-

１

　（
☎
０
９
４
８・
72・
０
８
９
５
）

●
５
月
４
日
土
９
時
〜
13
時

　
大
塚
歯
科
医
院

　
嘉
穂
郡
桂
川
町
豆
田
１
７
０‐

３

　（
☎
０
９
４
８・
65・
０
１
９
５
）

●
５
月
５
日
日
９
時
〜
13
時

　
大
塚
歯
科
医
院

　
嘉
麻
市
口
春
２
４
３-

19

　（
☎
０
９
４
８・
42・
１
５
５
７
）

●
５
月
６
日
月
㊗
９
時
〜
13
時

　
大
塚
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
嘉
穂
郡
桂
川
町
土
師
２
３
６
３-

２

　（
☎
０
９
４
８・
65・
０
０
７
４
）

問
飯
塚
歯
科
医
師
会

　（
☎
０
９
４
８・
22・
２
１
２
４
）

　
　
　
　
　
　
　

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
総
務
省
と
福
岡
県
で
は
、
毎
月
、

労
働
力
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
失
業
率
や
雇
用
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
統
計

調
査
で
す
。
調
査
員
が
皆
様
の
家
に

調
査
訪
問
し
た
と
き
は
、
ご
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

※

調
査
員
は
必
ず
福
岡
県
の
調
査
員

　
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

※

か
た
り
調
査
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

期
令
和
６
年
５
月
〜
10
月

●
調
査
地
区
　

　
飯
塚
、
芳
雄
町
、
大
日
寺

問
福
岡
県
調
査
統
計
課

　（
☎
０
９
２・
６
５
１・
１
１
１
１

　（
☎
内
線
２
７
６
９
、
２
７
７
０
））

〜
源
泉
徴
収
義
務
者
の
み
な
さ
ま
へ
〜

所
得
税
の
定
額
減
税
に
つ
い
て

内
所
得
税
の
定
額
減
税
に
つ
い
て
、

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の『
定
額

　
減
税
特
設
サ
イ
ト
』
に
、
制
度
解

　
説
動
画
や
Ｑ
＆
Ａ
の
ほ
か
、
説
明

　
会
の
案
内
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
定
額
減
税
は
、
税
制
改
正

　
法
案
が
成
立
し
た
場
合
、
令
和
６

　
年
６
月
か
ら
開
始
す
る
こ
と
と
な

　
り
ま
す
。

４
月
は
20
歳
未
満
飲
酒
防
止
強
調
月

間
で
す

（
お
酒
は
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
）

内
20
歳
未
満
の
方
の
飲
酒
は
法
律
で

　
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
20
歳
未
満

　
の
方
が
お
酒
を
飲
む
と
、
脳
の
発

　
達
な
ど
の
身
体
の
発
達
に
悪
影
響

　
を
及
ぼ
し
、
健
全
な
成
長
を
妨
げ

　
る
の
み
な
ら
ず
、
ア
ル
コ
ー
ル
依

　
存
症
に
な
り
や
す
い
お
そ
れ
が
あ

　
り
ま
す
。

●
お
酒
は
20
歳
に
な
っ
て
か
ら

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
民
法
の
成
年

　
年
齢
は
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

　
し
た
が
、
お
酒
に
関
す
る
年
齢
制

　
限
は
20
歳
の
ま
ま
維
持
さ
れ
て
い

　
ま
す
。

問
博
多
税
務
署
酒
類
指
導
官

　（
☎
０
９
２・
６
４
１・
８
１
３
１
）

『
こ
い
の
ぼ
り
』
の
寄
付
を
募
集

内
ご
家
庭
な
ど
に
眠
っ
て
い
る「
こ

　
い
の
ぼ
り
」
の
寄
付
を
募
集
し
て

　
い
ま
す
。
25
年
前
よ
り
目
尾
遠
賀

　
川
河
川
敷
で
泳
ぐ「
こ
い
の
ぼ
り
」

　
を
増
や
し
、
遠
賀
川
の
大
空
に
元

　
気
に
泳
が
せ
ま
す
。

問 

申
目
尾
フ
ォ
ー
ラ
ム（
川
原
）

　（
☎
０
９
４
８・
24・
８
８
８
８
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

対
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
、
健
康

　
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
。

内
施
設
管
理・
家
事
援
助（
家
庭
内

　
清
掃
）・
子
育
て・
草
刈・
除
草・

　
屋
内
外
作
業
等
。
随
時
、
説
明
会

　
を
開
催（
忠
隈
セ
ン
タ
ー
事
務
所
）

問
飯
塚
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
28・
１
２
１
２
）

令
和
６
年
度
遠
賀
川
環
境
保
全
活
動

団
体
支
援
助
成
事
業

対
支
流
を
含
む
遠
賀
川
流
域
で
活
動

　
を
行
っ
て
い
る
又
は
今
後
行
お
う

　
と
す
る
会
員
数
５
人
以
上
の
団
体

　
の
除
草・
清
掃
活
動
、
水
質・
生

　
物
調
査
、
普
及
啓
発
活
動
等

内
遠
賀
川
流
域（
支
流
を
含
む
）
で
、

　
河
川
の
水
質
の
改
善
等
を
目
的
と

　
し
た
環
境
保
全
活
動
を
行
う
住
民

　
団
体
等
に
対
し
て
、
そ
の
活
動
費

　
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
活
動
期
間

　
令
和
６
年
６
月
〜
令
和
７
年
１
月

●
助
成
金
額

　
１
団
体
あ
た
り
上
限
10
万
円

期
４
月
１
日
月
〜
19
日
金

問
北
九
州
市
上
下
水
道
局
水
質
試
験
所

　（
☎
０
９
３・
６
４
１・
５
９
４
８

　
　
FAX
０
９
３・
６
４
１・
５
９
９
８
）

令
和
６
年
度
第
１
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
準
備
講
習
会

時
５
月
26
日
日

所
飯
塚
地
区
消
防
本
部

内
乙
種
第
４
類

定
30
人

期
４
月
22
日
月
〜
５
月
17
日
金

　
８
時
半
〜
17
時（
平
日
の
み
）

申
飯
塚
地
区
消
防
本
部
予
防
課

問
嘉
飯
地
区
危
険
物
安
全
協
会

　
飯
塚
地
区
消
防
本
部
予
防
課
内

（
☎
０
８
０・
３
９
９
９・
７
６
０
７
）

※

申
込
書
は
、
飯
塚
地
区
消
防
本
部

　
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

自
衛
官
等
採
用
試
験
案
内

【
一
般
曹
候
補
生（
１
次
）】

時
５
月
18
日
土

所
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験（
北
九
州
市
立
大
学
）

期
５
月
７
日
火
ま
で

【
自
衛
官
候
補
生
】

時
５
月
19
日
日
〜
24
日
金

所
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験

期
５
月
７
日
火
ま
で

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

　
飯
塚
地
域
事
務
所

　（
☎
０
９
４
８・
22・
４
８
４
７
）

定額減税
特設サイト

「自治会のうた」発信中
何気ない日常を支える自治会。
自治会活動を応援する飯塚市では、若い子育て世代を対象に、
ラップ調のショートムービー(約2分)を制作しました。
●お問合せ　まちづくり推進課 (☎内線1431・1432)

こちらの QRコードを読み込んでぜひご覧ください
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飯塚市の人口と世帯（前月比）
※住基と外国人の合計人口・世帯数

総人口 124,757   　(-98)

男 59,563  (-49)
女 65,194  (-49)

世帯数 63,833  (-24)
令和6年2月末現在 4

飯　塚

浜　松

山　陽

川　口
伊勢崎

オートレース中州杯争奪戦（ナイター）
チャリロト杯ミッドナイトオートレース
スマイルボンバー天夜叉杯（ナイター）
オッズパーク presents 
SG第43回オールスター・オートレース
普通開催
普通開催
GⅠ令和グランドチャンピオンカップ
普通開催
普通開催
普通開催（ナイター）

  7日日～   9日火
10日水～ 12日金
17日水～ 20日土
24日水～ 29日月・㊗

  1日月～   3日水
15日月～ 18日木
10日水～  14日日
30日火～5/2日木
  5日金～　9日火
  4日木～　6日土

天皇杯・皇后杯 第 40 回飯塚国際車いすテニス大会
（Japan Open 2024）開幕

　今年で40回目の開催を迎える「飯塚国際車いすテニス大会」が4月9日から14日の6日間、
いいづかスポーツリゾート、県営筑豊緑地のテニスコートを会場に開催されます。
　この大会は、アジアで唯一、国際テニス連盟（ＩＴＦ）公認の車いすテニスツアー「スーパー
シリーズ」として、毎年世界のトップ選手のハイレベルな戦いが繰り広げられています。ぜ
ひ会場で選手への熱い声援をお願いします。

●お問合せ　飯塚国際車いすテニス大会事務局（柏の森6-1）
　　　　　　（☎0948・25・7144 FAX：0948・25・7520）
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【開所日】月曜日～土曜日
　　　　　(街なか子育てひろばは、日曜・祝日も開いています )

【開所時間】8時半～17時 
イベントの内容4月11日～5月9日の一部抜粋です  
イベント参加には予約が必要なものがあります

4月子育て支援センターイベント 街なか子育てひろば
筑穂子育て支援センター
庄内子育て支援センター　

頴田子育て支援センター
　
穂波子育て支援センター　

イベント等については決まり次第
市のホームページでお知らせいたします。　

　　　　　　　住　　　所
本町 11-10( よかもん通り )                  
長尾 1242 番地の 1( 筑穂支所 3 階 ) 
綱分 791-4( 庄内図書館横 )

秋松 408( 穂波交流センター 2 階 )

TEL&FAX
0948-22-3809
0948-72-2970
0948-82-0089

0948-21-0066

日

4/11

12

15

16

17

18

19

22

23

24

25

26

5/1

2

7

8

9

曜

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

水

木

火

水

木

時間

10時～11時半

10時～11時半

14時～

10時半～

10時半～11時半

10時半～11時半

10時半～11時

10時～10時45分

10時半～11時半

10時～11時半

10時半～11時半

10時15分～11時15分

10時半～

10時～12時

10時半～11時

10時半～

10時半～11時半

9時半～11時半・13時～15時

9時半～11時半・13時～15時

11時まで

10時～11時半

10時半～11時

10時～11時半

10時半～11時半

イベント内容

プレーパーク 「石窯ピザ作り体験」

きらきらひろば 元気にあそぼう

こんにちはあかちゃん

制作 「こいのぼり」

お絵かきワークショップ

ママのための骨盤矯正

4 月生まれのお誕生日会

ベビーマッサージ （初めての方優先 ,4 組限定）

かててひろば 「親子ふれあいあそび」

きらきらひろば 元気にあそぼう

福祉センターで遊ぼう

親子ヨガ （10 組限定）

お誕生会・お話会

かててひろば 「ようこそ穂波子育て支援センターへ！」

おはなし！おはなし！

おさんぽ

おたんじょう会・身体測定

スクラップブッキング （写真だけご持参ください）

スクラップブッキング （写真だけご持参ください）

身体測定

ハハコの何でも相談室

かてて DE おはなし！

きらきらひろば 元気にあそぼう

稲富さんのおはなし会

予約受付開始日

4/4 木

4/5 金

予約不要

予約不要

4/9 火

4/10 水

4/1 月

4/11 木

4/11 木

4/12 金

予約不要

4/15 月

予約不要

予約不要

予約不要

予約不要

予約不要

予約不要

予約不要

予約不要

予約不要

予約不要

5/2 木

5/2 木

場所

庄内生活体験学校

穂波福祉総合センター

街なか子育てひろば

街なか子育てひろば

筑穂子育て支援センター

筑穂子育て支援センター

穂波子育て支援センター

穂波交流センター 2階和室

庄内交流センター 大研修室

穂波福祉総合センター

筑穂保健福祉総合センター

穂波交流センター 2階和室

街なか子育てひろば

ゆめタウンホール

庄内図書館

街なか子育てひろば出発

筑穂子育て支援センター

庄内子育て支援センター

庄内子育て支援センター

街なか子育てひろば

穂波子育て支援センター

穂波交流センター 1階キッズスペース

穂波福祉総合センター

筑穂子育て支援センター

問合せ先

庄内

街なか

街なか

街なか

筑穂

筑穂

穂波

穂波

庄内

街なか

筑穂

穂波

街なか

穂波

庄内

街なか

筑穂

庄内

庄内

街なか

穂波

穂波

街なか

筑穂
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休日在宅当番医のご案内（診療時間　９時～１７時）
【凡例】（内）…内科、（小）…小児科、（外）…外科、（整）…整形外科、（リ）…リハビリテーション科、（耳）…耳鼻咽喉科、（胃）…胃腸科、（胃内）…胃腸内科、

　　　（消）…消化器科、（消内）…消化器内科、（消外）…消化器外科、（循）…循環器科、（循内）…循環器内科、（腎）…腎臓内科、（糖内）…糖尿病内科、
　　　（呼）…呼吸器科、（皮）…皮膚科、（脳）…脳神経外科、（神）…神経内科、（泌）…泌尿器科、（眼）…眼科、（産）…産婦人科、（ア）…アレルギー科、
　　　（総）…総合診療科、（放）…放射線科

医療機関、診療科等が変更となったり、やむを得ず休診となる場合がありますので、当日の新聞紙面または飯塚医師会のホームページをご覧いただくか、
医療機関へ連絡していただき、今一度ご確認をお願いします。

４月7日
日

４月14日
日

４月21日
日

４月28日
日

４月29日
月・㊗

飯塚市庄司 36-5
まつなり医院
( 内 )( 小 )
0948-22-0643

飯塚市鯰田 2517-201
弥永内科小児科医院
( 内 )( 小 )
0948-24-8680

飯塚市飯塚 18-27
大庭医院
( 内 )( 小 )( 循 )
0948-22-1009

飯塚市口原 1061-1
頴田病院
( 総 )
0948-92-2131

飯塚市横田 649-10
こどもクリニックもりた
( 小 )
0948-26-6650

飯塚市横田 334
ナワタ消化器外科医院
( 内 )( 消 )
0948-24-2303

飯塚市上三緒 889-1
西田内科クリニック
( 内 )
0948-24-8555

飯塚市新立岩 4-10
西原内科消化器科
クリニック ( 内 )( 消 )
0948-25-0070

飯塚市片島 2-5-4
林田胃腸科医院
( 内 )( 胃 )( 放 )
0948-22-8656

飯塚市伊川 548-1
ひだ内科クリニック
( 内 )
0948-52-6801

飯塚市枝国長浦666-48
前田眼科クリニック
( 眼 )
0948-43-3558

飯塚市菰田西 3-6-1
はた眼科

（眼）
0948-43-8871

飯塚市本町 1162-8
長谷川整形外科医院
( 整 )
0948-23-0035

飯塚市伊岐須 640-1
ふくはだ皮ふ科
クリニック ( 皮 )
0948-26-2277

飯塚市飯塚 8-20
藤井泌尿器科医院
( 泌 )
0948-21-5550

嘉穂郡桂川町土師
2431-3
青栁医院 ( 内 )( 小 )( 外 )
0948-65-0013

飯塚市大分 1324-4
あおやぎ内科クリニック
( 内 )( 小 )
0948-72-3230

飯塚市高田 972-1
青山医院
( 内 )
 0948-22-6328

飯塚市堀池 254-2
麻生耳鼻咽喉科
クリニック ( 耳 )
0948-28-1122

嘉穂郡桂川町土師
2431-3
青栁医院 ( 内 )( 小 )( 外 )
0948-65-0013

嘉麻市鴨生 824
有松病院
( 産 )
0948-42-1108

嘉麻市鴨生 22-5
いわみハート
クリニック ( 内 )( 循内 )
0948-42-0326

嘉麻市牛隈 2510-4
健康リハビリテーション
内田病院 ( 内 )
0948-57-3268

嘉麻市下臼井 1082-115
大塚内科クリニック
( 内 )( 小 )
0948-62-5757

嘉麻市上山田 1440-7
山田の大塚医院
( 内 )( 外 )
0948-52-0871

飯塚市立病院よりお願い　初診の方は、かかりつけ医より紹介状を持参していただくようお願いします。

医 療  あ れ こ れ
テーマ：怪我をした際の応急処置
　　　　～あなたはどう対処しますか～

　あなたは自分もしくは大切な方が怪我をしてしまっ
た際に、どのように対応しますか。
　こういった対応をする際の手引きとして、最も広く
知られている概念に「RICE」があります。「RICE」と
は、Rest :安静、Icing :アイシング、Compression:圧
迫、Elevation:挙上の略です。これまで、これらの概念
を通して応急処置がおこなわれてきましたが、「Rest
（不動、固定）は回復を阻害する」との報告が多くの
疾患（怪我）で一貫して報告されてきたことから、
2020年にDuboisらが提唱した「Peace and Love」
という概念が出てきました。Peaceが急性期（怪我を
してすぐ）に推奨されること、Loveが亜急性期(急性
期を過ぎてから後)以降に推奨されることになります。
　本稿ではPeaceについて概説します。
　Peaceとは、Protection:患部保護、Elevation:挙
上、Avoid anti-inflammatories:抗炎症を控える、
Compression:圧迫、Education:患者教育の頭文字
をとって呼ばれています。
　Protectionは、怪我をしてから1～3日間は怪我を
した関節の運動を制限することで、出血の最小化や組
織損傷の拡大防止を図る意図があります。ただし、安
静は組織の回復を阻害しうるため、可能な限り最小限

にとどめます。
　Elevationは、患肢を心臓よりも高く挙上すること
で、患部からの間質液排出を促進する意図がありま
す。
　Avoid anti-inflammatoriesは、炎症反応(腫れる、
熱っぽくなり赤くなる、痛みが出る)は組織の回復に必要
なものであり、その反応を薬物療法やアイシングで抑
制する（抗炎症）ことは、かえって長期的な組織回復
にとってマイナスとなりかねないという意図がありま
す。このようにアイシングに対しての考え方はRICEか
ら大きく転換され、現時点でアイシングをする意義と
しては「組織の回復」では無く、「痛みの軽減」であ
るとされており、10分以上のアイシングは必要ないと
されています。
　Compressionは、包帯やテープを用いた外部から
の患部圧迫は、関節水腫や組織の出血を制限する働き
があるという意図があります。
　Educationは、医療従事者から怪我のマネジメント
方法について教育を受けましょうという意図がありま
す。
 このPeaceを応急処置として行った後、医療機関で
然るべき処置を受けましょう。

飯塚市立病院 
リハビリテーション室　　
理学療法士　

濱口 　翔
はまぐち 　 しょう
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図書館だより
飯塚市立図書館キャラクターぼたぼん

休館日の
お知らせ

※イベントは中止となる可能性があります。最新の情報はホームページでご確認ください。

飯塚図書館　 (℡0948-22-5552/Fax0948-22-5770)9 時半～ 19 時　穂波図書館 (℡0948-29-1172)　9 時～ 17 時
ちくほ図書館 (℡0948-72-3849/Fax0948-72-3854)9 時半～ 18 時　頴田図書館 (℡0948-92-3760)　9 時～ 17 時
庄内図書館　 (℡0948-82-4155/Fax0948-82-2188)9 時半～ 18 時　叞：info@iizuka-library.jp

身近な自然に触れ合い、植物や昆虫、野鳥などを
観察してみませんか？

今年は、秋から春に変更して開催！図書館で
役目を終えた一般書や雑誌を無償でご提供します。

図書館に設置されたクイズに答えて
プレゼントをゲットしよう！

く ぼ や ま 　   ゆ う じ

4月19日金～5月17日金
幼児から中学生まで
市内各図書館

クイズ王 ぼたぼんに挑戦

飯塚図書館　リサイクル市

【飯塚】1日・8日・16日火・22日・30日火
【ちくほ・庄内・穂波】
　1日・8日・15日・22日・30日火

【頴田】土・日・㊗

飯塚市立図書館に関する
「もっと知りたい！」はこちら

公式 X( 旧 Twitter)
「ぼたぼんのつぶやき」
@iizukacity_lib

飯塚市立図書館
ホームページ
www.iizuka-library.jp

公式 Instagram
iizuka_library_official

『みどりの日自然観察会』参加者募集

4月28日日
9時10分（受付）～15時（少雨決行）
※雨天の場合：5月5日日に延期
岩石山（福岡県添田町と赤村の境）
添田公園（添田町添田1573）
先着30人
大人200円・子ども100円（資料・保険代）
飯塚図書館
4月4日木9時半～4月19日金18時まで
※事前受付のみ（当日、現地受付不可）
飯塚図書館、または
筑豊博物研究会　　久保山　雄二

（☎090-8351-6578）

と き

場 所
集 合 場 所
定 員
参 加 費
申 込 み

問 合 せ

と き
対 象
場 所・ 問 合 せ

5月3日金～6日月10時～16時
イイヅカコミュニティセンター 
2階 展示ホール
飯塚図書館

と き
場 所

問 合 せ

マイバッグ（マイバスケット）を
利用しましょう！
マイバッグ（マイバスケット）を
利用しましょう！

皆さん、お買い物の際にマイバッグやマイバスケット（買い物かご）を持参していますか？
繰り返し使えるマイバッグ等は環境に優しく、節約にもなります。

環境整備課　環境推進係（☎内線1653）

～マイバッグ派の声～
・繰り返し使えるのが良い
・軽くてコンパクト、持ち運びがしやすい
・コンビニにも持っていきやすい
・買わなくても、ノベルティなどで貰えたりする
・デザインや機能が豊富で良い

～マイバスケット派の声～
・繰り返し使えるのが良い
・袋詰めの作業がいらないので楽、時短になる
・お手入れはサッと拭くだけ
・カゴに収まる分だけ買うので、買いすぎ防止になる
・買ったものを車内に乗せるとき、安定するので安心

こうしてみると、どちらも魅力を感じますね。自分のスタイルに合う物を使いましょう！
マイバッグ（マイバスケット）を使用することで、リユース（再利用する）とリフューズ（不
要なものを断る）に取り組むことが出来ます。
また、レジ袋を購入したらゴミ袋として再利用したり、折りたたんで持ち運び、次のお
買い物の際に再利用しましょう！

環境
コラム

子ども読書クイズ大会
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無
料
相
談
コ
ー
ナ
ー（
4
月
）

女
性
の
た
め
の

人
権
に
つ
い
て

4日・11日木17時15分～19時
18日・25日木17時15分～20時

11日・25日木13時～16時
 
3日・10日・17日・24日水
13時～16時 

3日水10時～正午 

18日木10時～正午 

11日木13時～15時 
17日水13時～15時
平日13時～16時 
毎週木曜日17時～19時

26日金13時～16時 

18日木13時～16時（相談時間30分）

16日火13時～16時 

2日・9日・23日火
10時～正午、13時～16時

13日土13時半～16時

4日・18日木

8日・22日月

平日8時半～17時15分 
平日8時半～17時  

10時～正午
14時～16時
10時～正午
14時～16時

税務課 (☎内線1062～1068)
納税1・2係直通（☎0948-22-5525）

飯塚市役所本庁

イイヅカ
コミュニティセンター

市民交流プラザ
飯塚市役所本庁
飯塚法律相談センター(☎0948-28-7555)

飯塚市役所本庁

飯塚市役所本庁

福岡法務局　飯塚支局

飯塚市役所本庁6階
北会議室

立岩交流センター

サン・アビリティーズ
いいづか
筑穂人権啓発センター
穂波人権啓発センター
庄内交流センター別館
頴田交流センター
飯塚市役所本庁4階
NPO法人人権ネットいいづか

男女共同参画推進センター
サンクス
(☎0948-22-7058)

市民活動支援課
(☎内線1437)

市民活動支援課
(☎内線1437)

市民活動支援課
(☎内線1437)

法テラス福岡
(☎050-3383-5502)

国際政策課（☎内線1647）

直方年金事務所
(☎0949-22-0891)
いずみ会
(☎090-5386-4116)

人権・同和政策課
人権相談ダイヤル
☎　0948-43-4764
FAX 0948-23-7048

☎/FAX　0948-24-7582

不要

要

優先

要

要

不要

要

不要

要

不要

要

不要

不要

要
不要

飯塚市民のマイナンバーカードの申請
及び交付の休日窓口を開設します！
日時：4 月 28 日（日）　受付時間　9：00 ～16：00
場所：飯塚市役所　１階　市民課
◎休日窓口開設日に限り、交付場所（交付通知書「ハガキ」に記載）が本庁以外の人も
　飯塚市役所市民課窓口でお受取りができます。
　詳しくは、市から郵送する交付通知書をご確認ください。
◎マイナンバーカードの申請に必要なもの（有効期限内のもの）
　本人確認書類（Ａのうち１点、またはＢのうち２点）
　Ａ　運転免許証、パスポート、住民基本台帳カード（顔写真付き）など
　Ｂ　健康保険証、介護保険証、年金手帳、子ども医療証、母子手帳など
※有効期限の定めがあるものは有効期限内のものに限ります。
※通知カードをお持ちでなくても申請できます。
◎天候などにより、日程を変更する場合があります。ご確認のうえお越しください。

顔写真は窓口で
無料で撮れます。

夜間納税相談

法律相談

行政相談

法律相談

くらしの手続き無料相談会

法テラス無料法律相談会

専門家による外国人無料相談会

年金相談

精神障がい者家族相談員による相談会

人権相談出張窓口

人権相談

一般相談

職場の悩み相談

就業支援相談

(納付受付、口座振替、納税に関する相談など)

(行政に関する苦情、意見・要望など )

※年度 (4～3月 )で1人1回30分
(相続、離婚、借金、交通事故など )

(成年後見制度、相続、官公庁署への
許認可申請手続など )

（※予約の電話の際に要件等を確認します）

(外国人ビザ、雇用、国際結婚など )

女性弁護士
による

女性相談員
による

女性相談員
による

女性相談員
による

相談内容 とき ところ 申込み・問合せ予約

●お問合せ 本庁 市民課（☎内線１０１３）



※申込期限前でも、定員になり次第、参加の申込受付を終了します。
※詳しくはエコ工房ホームページ（http://eco-kobo.com）をご覧ください。
●申込み・問合せ　飯塚市リサイクルプラザ エコ工房　飯塚市吉北 118‐2（☎/Fax 0948‐22‐5679）

エコ工房　4月・5月環境教室案内
（募集人数や持参品、対象年齢等の詳細は下記までお問合せください。）

シェアデイ（第三金曜日は分け合う日）4 月 19 日（金）9 時～ 15 時　※詳細はお電話でお問合せください
おもちゃの交換会＆子供服交換会　5 月 5 日（日）10 時～正午
まだ遊べるけどあきちゃったおもちゃ、まだ使えるけどサイズがあわない子供服を交換しましょう。
※おもちゃと子供服のポイントは別です。（おもちゃで子供服は交換できません。）おもちゃの持込は 10 点まででお願いします。

穂
波
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト

　【
無
料
健
康
教
室
】

　
4
月
8
日
月
14
時
〜
16
時

　
多
目
的
ホ
ー
ル
・
検
診
室

　
無
料

　
60
人

　
検
査
項
目
　
身
長
・
体
重

　
体
脂
肪
・
血
圧
・
血
糖
値

　
貧
血
検
査
・
血
管
年
齢

　
済
生
会
　
飯
塚
嘉
穂
病
院

　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
必
ず
穂
波
福
祉

　
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
山
野
草
の
会
『
風
』
山
野
草
の
展
示
会
】

　
4
月
17
日
水
〜
22
日
月

※

最
終
日
は
15
時

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

【
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
　 

（
メ
レ
ア
ロ
ハ
）
ウ
ク
レ
レ
演
奏
】

　
4
月
21
日
日
13
時
半
〜

　
1
時
間
程
度

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

※

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
ウ
ク
レ
レ
無
料
体
験

　
開
催
し
ま
す
。

　
15
時
〜
17
時

　
生
涯
学
習
室
2
ー
2

【
季
節
の
湯
　
よ
も
ぎ
の
湯
】　
　
　

　
4
月
19
日
金
10
時
〜
21
時

※

入
浴
料
が
必
要
で
す
。
　

　
　 

穂
波
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８
・
21
・
６
３
３
０
）

　（
FAX
０
９
４
８
・
21
・
６
３
３
２
）

※

休
館
日
　
火
曜
日
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4月12日金
10時～正午
4月14日日
10時～正午
4月14日日
13時～15時
4月20日土
10時～正午
4月26日金
10時～正午
4月28日日
10時～正午
5月5日日

10時～正午
5月11日土
10時～正午

日　時

季節の寄せ植え教室

飯塚市自然体験プログラム いいねん！
「いきものさがし」
飯塚市自然体験プログラム いいねん！

「自然あそび（草木染め）」

紙漉き教室

クラフトバンドの
リース作り
飯塚市自然体験プログラム いいねん！

「いきものさがし」
飯塚市自然体験プログラム いいねん！

「いきものさがし」

水生生物観察会

教室名 内　容
季節のお花で寄せ植えをしましょう。

健康の森公園でいきものさがし！

ワークショップ「草木染」をしましょう！

牛乳パックをリサイクルしてハガキを作りましょう。

紙製のクラフトバンドで可愛いリースを作りましょう。

鳥羽公園でいきものさがし！

サンビレッジ茜でいきものさがし！

エコ工房近くの庄司川で水生生物を観察しましょう。

定員

10人

30人

20人

10人

10人

30人

30人

10人

1セット
1600円

無料

無料
別途材料費 (未定 )

1セット200円

1セット700円

無料

無料

1人
100円

参加費

4月6日土

4月12日金

4月12日金

4月16日火

4月19日金

4月26日金

5月3日金

5月4日土

申込期限

市民交流プラザ 4 月イベント あいタウン２階（☎0948-21-6711）
毎週水曜日休館

6日土
20日土

7日日

9日火
25日木

9日火

11日木

14日日

21日日

英語で楽しく話しませんか
／14時～16時
バラ講座
／13時半～15時半
遺言・相続等よろず相談
／10時～13時
パソコン・スマホ初級質問会
／10時半～12時半
行政相談
／13時～15時
パソコンつなごう会（ゆうゆうコース）
／13時～16時
パソコンつなごう会（スマ・タブ研修会）
／13時～16時

名称／時間日 内容／問合せ先

限られた時間内に自分の考えを英語で伝える練習をします。見学無料
／飯塚トーストマスターズ 荒川（☎090・6429・5379）

遺言・相続等の心配ごとや手続についての専門家による無料相談。
予約不要（先着順）
／飯塚市高齢者あんしんサポート 松岡（☎0948・26・0555）

パソコン・スマホの初級者質問会。要予約。無料
／楽々ぱそこん　高松（☎090・4775・0395）

1年を通したバラの手入れ方法及びバラ花壇の作り方、
バラと草花・樹木の混植方法。資料代500円
／宮川ローズガーデンクラブ（☎090・2513・9544）

行政に関する苦情、意見、要望などご相談ください。
／市民活動支援課（☎0948・22・5500 内線1437）

パソコンで GIF画像などをいろいろと楽しもう！
パソコンは持参。資料代500円
／パソコンつなごう会　三上（☎0948・28・7860）
スマホ・タブレットで旅行を楽しもう！
スマホ・タブレットは持参。資料代500円
／パソコンつなごう会　三上（☎0948・28・7860）

時協時 時 時時 内 所所 所 所 申 料定申
問

かみ す
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市内で行われたイベントや
活動などを掲載しています。

しまや様から市内小中学校に
図書の寄贈をいただきました

　直方市の仕出し屋、（有）しまや様は地元筑豊の昔話などの題
材で紙芝居動画「しまやの筑豊物語」を作成しており、このたび、
この動画の一部が絵本になったことを記念に、しまや様からこの
絵本を含む3冊の書籍を飯塚市立小中学校（29校）に各々寄贈し
ていただくこととなりました。
　2月27日、市役所で図書の寄贈式が行われました。

みんなのまちづくりフェスタ2024が開催
　2月17日、市内の12箇所のまちづくり協議会と地域で活動
する市民活動団体の事例発表・相互交流を目的とする「みんな
のまちづくりフェスタ2024」が穂波交流センターを会場に開
催されました。今年は、従来の事例発表形式を行いながら、
多くの方に「まちづくり協議会」の取組を知ってもらうために、
マルシェ、飲食ブース、キッチンカーなども会場に登場、「ま
ちづくり協議会」に親しんでもらう企画が用意されました。

「第23回筑前飯塚・地産大豆 de節分まつり」が開催
　1月28日、飯塚市役所本庁前駐車場にて地元農産物の良さを
知ってもらう取組「第23回筑前飯塚・地産大豆de節分まつり」が
開催されました。
　恒例の地元産大豆（150キロ）を使った豆まきが、辰年生まれ
のまき手らにより、「福は内、福は内」の掛け声が会場に響く中
で盛大に行われました。

「第9回新春カラオケ大会」が開催されました
　1月26日、飯塚市老人クラブ連合会主催の「第9回新春カラ
オケ大会」が、イイヅカコスモスコモンで開催されました。各
地区を代表する40組の演者が「カラオケ」、「踊り」、「詩吟」
などの演目でエントリー、思い思いの衣装を身にまとい、日
頃の練習成果を披露していました。
　来賓の武井市長も挨拶の後、1曲熱唱しました。

飯塚市内で撮影した風景写真を募集します。 大分宮と梅の花
撮影場所　
大分八幡宮
撮影日　
令和6年2月19日
撮影者　
大野 都喜美
コメント 
雨上がりで満開の
梅の花がキラキラ
してました。



元
気
い
っ
ぱ
い
大
き
く
な
っ
て
ね

拓
真
の
笑
顔
に
い
や
さ
れ
る
♡
た
く

ま
し
く
育
っ
て
く
れ
て
パ
パ
と
マ
マ

は
嬉
し
い
♡
大
好
き
だ
よ
♡

も
う
少
し
で
お
姉
ち
ゃ
ん|(

‾3

‾)|

ま
だ
パ
パ
マ
マ
に
甘
え
て
い
い
の
よ

♡
大
好
き
で
す
♡
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　　　　　　電子申請（右記QRコード）または
　　　　　　情報管理課 情報発信係（☎内線
1674･1675）まで電話でお申込みください。

（誕生日の前月１日受付。ただし、土・日・祝日は翌開庁日。
 電話：8時半～9時まで　電子申請：0時～9時まで）

申込み申込み

4 月

工
藤
　英
磨
ち
ゃ
ん

く
ど
う
　
え
ま

伊岐須7日
藤
永
　陽
向
ち
ゃ
ん

ふ
じ
な
が
　
ひ
な
た

潤野8日

吉
田 

圭
一
郎
ち
ゃ
ん

よ
し
だ
　
け
い
い
ち
ろ
う

大分14日
吉
永
　拓
真
ち
ゃ
ん

よ
し
な
が
　
た
く
ま

弁分29日

受付時間内に申込みをいただいた方すべてを掲載します。
※応募の人数により写真などの大きさが変更となる場合があります。ご了承ください。
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飯塚一中、穂波西中吹奏楽部がアンサンブルで九州大
会金賞、穂波西中女子駅伝競走部が県大会優勝

　飯塚市立飯塚第一中学校および穂波西中学校の吹奏楽部が福岡
県代表として参加した「第49回九州アンサンブルコンテスト」におい
て金賞を収めました。穂波西中学校は「福岡県中学校新人体育大会
駅伝競走大会」において優勝しました。2月26日、それぞれの功労
者12名が市役所を表敬訪問し、山田教育部長に喜びの報告を行いま
した。

「第27回図書館を使った調べる学習コンクール」報告会・
表彰式が開催されました

　「第27回図書館を使った調べる学習コンクール」が実施され、本
市の予選選考会となる地域コンクール（提出数256点）の中から上位
入賞作品を出品した結果、見事に4作品が全国コンクールにて入選（優
良賞1点、奨励賞2点、佳作1点）しました。2月26日、市役所で行
われた報告会・表彰式では、飯塚図書館の中堀館長から賞状が手渡
されました。



「広報いいづか」に
有料広告を
掲載しませんか？

左右　 85mm　 ×　天地　48mm（フルカラー）
一枠／月 25,000円（税込）

半一段

全一段 左右　173mm　×　天地　48mm（フルカラー）
一枠／月 50,000円（税込）

情報管理課 情報発信係（☎0948-96-8541）申し込み

■三菱エコキュート ３７０Ｌ

40.7万円（税込）

（税込）※工事費はエコキュートからエコ
　キュートに取替をした場合です

★搬入・設備工事・電気工事・既設撤去処分全て含む

まずはお気
軽に

お電話を
!!

メーカー希望小売価格
1,301,850 円（税込）

■営業所 / 直方・福岡・北九州・唐津　　☎０９４８－２２－２１１９
   龍王ガス株式会社

フルオート ＳＲＴ－Ｓ３７6Ａ
浴室・台所リモコン・脚部カバー付

取替えまで
ガス給湯器で
対応します !

故障
しても

工事費
目安 7.7～9.9万円
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この印刷物は再生可能な用紙を使用しています。QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です
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